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      　「わたくし、だれとも恋なんかしたことなくてよ。これから先もしないつもり。あなたとでなければ」



　　　シェリダン・レ・ファニュ『吸血鬼カーミラ』

　　　（平井呈一訳・創元推理文庫）



    

  
    
      


　　序幕　到来



　　　そら、お聞き。――夜の子供たちが鳴いておる。なんの歌をうたいおるか！



――ドラキュラ伯はく爵しやく





　嵐は、言われていたようにはやってこなかった。

　その日は朝のうちから、不穏な空気が風にただよっていた。テムズの河岸で働く男たちは、この分では夕暮れを待たずにひどい大嵐がやってくるだろうと口々に言いあった。暖めて砂糖を入れたビールを売る船売り商人たちは、凍るような風の中で売れるビールの数を考えて、今から舌なめずりしていた。

　川かわ面もから立ちのぼる悪臭でさえ、その電気のような気配にいささか遠慮して身を控ひかえているようだった。陽ひが沈むにしたがって、いつものように濃い霧がうずまき、赤くふくれあがった夕暮れの太陽を、いよいよ暗くした。

「なんだか血を吸ったみてえな色じゃねえか」

　誰かが、誰にともなく呟つぶやき、自分の言ったことに理由もなく震えあがって、くたびれた帽子のつばを引き下げた。





　だが、嵐は来なかったのだ。少なくとも、言われていたような形では。

　陽が沈むにつれ、男たちはしだいに言葉少なになり、やがて、それぞれに言い訳を口にしながら三々五々、連れだって街中のパブや女たちの待つ家に散っていった。いつもは夜中であろうと、働いている者の姿が絶えることなどないというのに。

　大おお儲もうけを期待していたビール売り商人でさえ、石炭の火を消し、意味もなく下働きの小僧をこづきながら、逃げるように引きあげていった。なぜ自分がこれほどあわてて店じまいをしているのかいぶかしみながら。重いビール樽を運ぶその腕は熊の首でもねじ切れそうに太くて毛だらけだったが、その毛の一本一本が、逆立ってぴりぴりと震えているような気がするのだった。

　最後にたった一度、振り返ってみると、いつもは小舟や張りわたした綱を渡る男たちでにぎやかな河岸が、人影もなくしんと静まりかえっていた。月が、とつぜん霧を破ってさっと青ざめた光を投げかけた。川かわ面もに漂う霧は引き裂かれた古いヴェールのようだった。あるいは、死んだ女の顔にかけられたうすい屍し衣い。

「神様」

　理由もわからない寒気に襲われ、彼はもう何年も口にしたことのなかった言葉を呟つぶやき、垢あかまみれの手をあげて、十字を切った。





　そして、夜半――。

　一隻せきの小舟が、かすかにきしみながら、すべるように河岸にこぎ寄せてきた。

　イタリアのゴンドラのように船首の高いその船は、つややかな黒一色にいろどられ、ぬらぬらと月光にぬれていた。

　霧は晴れ、あたりには音もなかった。船の中は赤。赤い敷物と、赤いビロードのクッション、そして、一人の女。まるで、棺かん桶おけのように。

　舵かじを取るのはもう一人、性別のさだかでない、マントをはおった黒い影だった。船尾にひときわ暗い闇やみをまとって立ち、ゆったりと竿さおを操っている。

　だがこの船の主がだれであるのかは疑いもなかった。女はクッションの上に優美に寝そべり、肩からかけたショールを物もの憂うげにいじっていた。

　長い髪がもう一枚の敷物のように、船底に渦を巻いていた。伏せた目は黒、肩にかけたショールも黒。そして血の海に浮いたひとひらの薔ば薇らのように、ドレスはけがれない純白。

　抜けるような肌と同じなめらかな白いシルク、だがそこに落ちた一滴の血のように、唇くちびるだけは、したたるような赤。真紅に染めあげられた船と同じ、月光のもと、ぬれぬれとした赤い色にいろどられている。

　ただカーニヴァルの仮面を思わせる白い、陶器の仮面がその右の上半面をおおっていた。金と銀でいろどられたその仮面の模様は、めまいを誘う迷宮の唐草文様。

　テムズの悪臭さえ、この女の身辺には畏おそれて近づけぬようだった。女は目をあげ、わずかに歯を見せて微笑した。よくそろった、白い、丈夫そうな歯だった。唇が月光を虹色にはじいた。霧が身震いしたようだった。

　遠くで、犬が鳴き始めた。一頭、また一頭。

　はじめ、ほんの一区画にすぎなかったその騒ぎは、またたく間にはるかロンドンの端のほうまでひろがっていった。

　あちこちでわめき声が聞こえて明かりがひらめき、言うことを聞かない犬を殴なぐりつける飼い主の怒声が交錯した。

　だが、殴られても犬たちは鳴きやまなかった。尾を股またにはさみ、目には見えない何者かからあとずさりながら、目玉を白くむきだして狂気のように鳴きつづけた。夜のロンドンに、時ならぬ悲鳴のような吠え声が交錯した。

　女の微笑が深くなった。

　黒塗りのゴンドラはゆっくりと岸辺にたどり着いた。黒いマントの者が流れるように片膝ひざをつき、女主人に手を貸す。

　水銀が動くように女は立ち上がり、なめらかな一歩で岸にうつった。船はゆらりともしなかった。なめらかな、白蛇の腹を思わせる純白のシルクのドレスの表面を、月光がすべり落ちた。

　あれだけかしましかった犬の声がぱたりとやんだ。

　そしてはるかな地底の火のそばで、一人の少女が頭をあげた。

　赤毛にそばかすのその少女は、遠い地上を睨にらみあげて、一言「来た」と呟つぶやいた。





　微笑を消さないまま、女は肩からはずしたショールを頭にかけ、マントの者が差しのべる手をとった。

　女王のように女は歩み、すり減った石段を上がって、ロンドンの闇やみの中に姿を消した。

　あとに静寂と、影と、屍し衣いの色した月光と霧を、――そして生あるもののように脈打つ、真紅の血の香りをひと筋のこして。



    

  
    
      


　　第一幕　舞踏への勧誘



　　　ご存知のとおり、私って女はドレスのことなんか全然興味ない女でしょ。やれ、このドレスは最新の流行型だ、これは流行遅れだなんて、およそ音痴よ。



――ルーシー・ウェステンラ



　　　１



「仮面舞踏会？」

　立ったまま窓にむかってお茶をすすっていたクリスティーナが、驚いたようにお客に向きなおった。エメラルド色の瞳ひとみが好奇心にきらめく。

「そうですよ、いとしい貴女あなた」

　当の客人はいつものように、この部屋でもっとも座りごこちのいい安楽椅い子すをきわめて装飾的に独占し、優雅なドレスの裾すそを引いて、かぐわしい薔ば薇らの香気をそこはかとなくあたりの大気に分け与えていた。

　時刻はちょうど昼下がり。ティーカップをさりげなく置くと、わきに控ひかえていた執事のエドワーズ氏が、うやうやしく茶をつぎ足す。

　色白の丸ぽちゃの顔は、盛りを過ぎたいまでも香気を失わない薔薇そのもの。変わり者で社交界に名をはせるグリムズビー伯はく爵しやく夫人レティーシャ・ヘレン・コンドリックは、同じく変わり者の友人である女魔術師クリスティーナ・モンフォーコンにむかって、花が開くようにほほえんでみせた。

「こんど、貴族院の影の重じゆう鎮ちんであられるルスヴン卿きようが、古いご友人のカルンシュタイン伯爵とそのお嬢さまをポーランドの方からお招きになるのですって。

　変わったことの大好きなお方だから、ただのレセプションではなくて、うんと凝こったことにしたいとお考えだそうなの。きっとわたくしなら、凝ったお客さまをたくさん連れて行けるだろうとお思いになったらしくて、誰でも、何人でも、お好きな方をお連れくださいとの、とても寛大なご招待をいただいたのよ」

「かといって、踊りまくるまだら服のサーカス芸人だの、角つののいっぱい生えてて煙と硫い黄おうを吐くドラゴンなんかはお呼びでない、と」

　クリスティーナは苦笑した。

「なるほど。確かに、うちは好適品のようだ」

　社交界でも有名な変わり者の伯爵夫人と、そのお気に入りの、男装の女魔術師。あまたの悪徳をかかえ込む母なるロンドンの社交界でも、この〈パラケルススの娘〉と呼ばれる女性はとびきりの存在と言えただろう。その上、最近は、新たな異国のエキゾチスムまで付け加わってきていることだし。

「遅れまして申しわけございません。何のお話ですの？」

　客間のドアが開いて、二人の日本人少女が入ってきた。

　先立つ一人はいきいきとした意志の強そうな瞳ひとみの少女、桜色の振り袖そでと袴はかまの和装に、先日買ったばかりのぴかぴかのブーツを鳴らしている。

　もう一人は、黒髪を二つのおさげに編んで、長い睫まつ毛げに少しばかり影をたたえた少女。こちらはブーツではなく桃色の鼻はな緒おの草履ぞうりにおとなしい若竹色の振り袖、葡ぶ萄どう茶の袴に両手を組んで、しずしずと入ってくる。

「やあ、お嬢さんたち、ちょうどよかった。君たちにロンドン社交界への扉とびらが開いたよ」

「社交界？」

　ブーツの少女は目を大きくして、

「では、パーティか何かございますの、ヘレンおばさま。わたくしたちがご招待いただけるような？」

「ええ、そうですよ、ミヤコ・サン」

　伯はく爵しやく夫人は目を細めて二人の少女を見やった。

　彼女たち、ひと月ほど前に、この邸やしきに住み込むことになった日本娘の赤あか羽ばね美み弥や子こと青しよう野の和かず音ねは、このところ、この邸のもう一人の養い子であるシシィに続く、伯爵夫人の新たなお気に入りだった。

　女の子のないことを長年残念に思い続けていた夫人は、事情があってこの邸に引き取られた幼いシシィに、かわいいドレスや靴や帽子を浴びせかけるように着せては楽しんでいたのだが、ここにさらに、二人の新たな美少女がやってきたのだ。

　しかも今度はいくらか年がいっているので、まだ子供のシシィには着せられないような大人びたドレスも着せられる。今回、新たに与えられた機会に、伯爵夫人が内心どれほど意気込んでいるかは手に取るようだった。

「お二人とも、日本のキモノもとてもお似合いだけれど、こちらのドレスにもとてもいいものがありますのよ。よろしければ、わたくしが見立ててさしあげますから、ぜひシシィちゃんも加えて三人で、お婆さんの遊びにつきあってちょうだいな。あなたもですよ、クリスティーナ。レギーネと、もちろん、あなたのところのあの可愛かわいい従じゆう僕ぼくさんも」

「え、僕がどうか？」

　ポットにつぎ足す湯と、プティフールのおかわりを持ってきたこの屋の従僕、というより単なる下働きの、跡あと部べ遼りよう太た郎ろうがぎょっとしたように顔をあげた。



    

  
    
      



    

  
    
      　もうここで働いて半年を超える彼だが、先日、幼いころからの婚美約弥者子と、いっしょに育った義和妹音がそろって日本からはるばる家出してきて以来、どうにも気持ちの休まるときがない。

　もともとは日本で呪じゆ禁ごん衛え士じを輩出する家柄の跡継ぎだったはずなのだが、いつまでたっても何の能力の片へん鱗りんも見せないせいで、追い出されるように日本をあとにしたのが、去年の冬。そしてやってきたロンドンで出くわしたのは、金の片眼鏡モノクルに男物のシャツ、大きな赤い宝石のついた仕込みステッキをひらめかせ、インヴァネスを華麗にひるがえす男装かつ美び貌ぼうの女魔術師、クリスティーナだった。

　そしていきなり目のまわるような事件に遭遇したあげく、いつのまにやら、その彼女の従じゅう僕ぼくという名目の、下男と化していたのである。

　そもそも、名目上なりともここには『勉強に来ている』はずなのだが、勉強どころか、増えるのは玄関ホールの上手な磨き方やら、効率のいいベッドメイクの方法やら、シルクについた食べこぼしを綺き麗れいに染みぬきする技術などばかり。

　たった一人いるハウスメイドのレギーネは、基本的に女主人のクリスティーナの用にしか手を出さない。必然的に、料理人であるラドル夫人の領分の料理をのぞくすべての家事は、唯一の従僕である遼太郎の手にまわる。

　つい先日もクリスティーナに、『これでいつでもお婿入りできるねえ！』と感心したように言われた。

　ちっとも嬉うれしくない。

　厄やつ介かいなことにはこの女魔術師は、遼太郎の祖母の古い友人で（その祖母はどう考えても七十近いはずなのだが）、こちらから文句を言う権利は遼太郎には持たされていない。

　いきなりやってきた婚約者の美み弥や子こと義妹の和かず音ねの問題も、どうなることかと思っていたら、手紙が一通来ただけであとは音沙汰もなかった。おそらく祖母がさわぎたてる叔父や叔母たちを抑えたのだろう。老いたりとはいえ矍かく鑠しやくたる祖母は、跡部家の当主として、今も絶対の権力を分家たちの上にふるっているのだ。

　それはともかく、彼女たちは今ではすっかりこのホルボーンの、聖セントポール大寺院の丸屋根が見える趣味のいいタウンハウスに馴な染じんで、楽しそうに日々を送っている。

（……あとは、美弥子さんがなあ）

　つい、深いため息が出る。

　親の決めた婚約者である美弥子は、「遼太郎さんが外国で不身持ちを起こさないように」監視に来ている、と言いはっている。

　そしてまた間の悪いことに、彼女がこちらへ来たばかりのころ、ちょっとした事件があって、遼太郎はとある現場を――クリスティーナの言葉を借りれば、〈燃ゆる情熱のもたらす罪〉なる現場を――ばっちり彼女に見られてしまったのだ。

　おかげで美み弥や子こはすっかり憤ふん慨がいし、なんとか機嫌を、それも我慢できる程度にまで直させるのに、十日近くもがんばり続けねばならなかった。

　山のような買い物につきあい、理不尽そのものの要求をすべて呑のみ、その他もろもろ、思い出すだに涙にくれずにはいられないような苦難を乗りこえて、ようやくまともに口をきいてもらえるようになったのである。

　それも、鼻の横から見下すような、日本にいたころの扱いに逆戻りだったが。まあ横を向いてろくに顔すら見てくれないのよりはずっとましだ。

「あら、お給仕さん、お仕事が遅いですわよ」

　さっそく美弥子が鼻にかかった声でつんと顎あごを上げる。

「伯はく爵しやく夫人のお皿が空っぽですわ。クリスお姉さまのも、それに、わたくしのお皿もです。お仕事なんですから、早くお給仕をお願いしますわね」

「……はいはい」

　首をすくめながら糖衣をかけた小さなケーキをくばって回る。伯爵夫人の皿には杏あんずの焼き菓子、クリスティーナにはビターチョコのかかったウィーン風ケーキ、美弥子にははしりの苺いちごをのせたタルト。

　いつのまにか全員の好みを完かん璧ぺきに理解している自分が悲しい。

「わあ、ヘレンおばちゃま、こんにちはー」

「あらまあ、こんにちは、ちっちゃなシシィ」

　銀髪のレギーネにつきそわれて入ってきたシシィが、さっそく歓声をあげて伯爵夫人に飛びついていった。あとから小鳥のリトルと、蝙蝠こうもり羽の小猿のバイロン卿きようがもつれ合うように飛んで入ってくる。

　シシィが着ているのはやわらかいピンクの繻しゆ子すに、フリルたっぷりの子供服。さっきまではブルーのベルベットを着ていたはずだ。着替えに今までかかっていたらしい。また、イタリア製のレースから泥かチョコレートを削けずり落とさなければならないかと思うと、遼りよう太た郎ろうはさらにがっくりした。

　シシィの分の皿も並べようとすると、わきからつと手が出て皿を取りあげた。

　レギーネか、と顔をあげると、和かず音ねの白い顔が、心配そうな色を浮かべていた。

「和音？　どうしたんだい、いいから、座っておいで。これは僕の仕事だから、なにも和音がやることはないんだよ」

「でも」

　小さな手をきゅっと組み合わせて、和音はうつむいた。

「なんだか、遼兄さまばかりお働かせして。和音も何か、お手伝いがしたいです」

「やさしいなあ、和音は」

　頭をちょっと撫なでてやって、遼りよう太た郎ろうはそっと皿を妹の手から取りあげた。

「でも、いいんだよ、和かず音ねは何も心配しなくても。座って、待っておいで、今お茶を淹いれてあげるから。ケーキはどれがいい？　苺いちごは美み弥や子こさんにとられちゃったから、オレンジとリンゴのパイがいいかな。ラドルさんの特製だよ、前に好きだって言ってたね」

「わたし……」

「ちょっと待っておいで。すぐ来るからね」

　エドワーズ氏とレギーネがポットに湯をそそいで他の人々の給仕をしている。遼太郎はあわただしくそちらへ入っていった。

　残された和音は椅い子すにすわり、所在なげに両手を膝ひざの上にそろえた。何を思うのか、ふいにその手が白くなるほど固く握り合わされる。

　手をほどき、遼太郎に撫でられた頭に触れた。

　その手を、そっと頬ほおにあてる。

「ちょっと、遼太郎さん、このお茶苦いですわよ。ミスタ・エドワーズ、淹れ直してくださらないかしら。どうもこのお給仕さんは信用なりませんわ」

「ちょっと待ってよ、美弥子さん！　おかしいな、ちゃんと時間は計って……」

　遼太郎は忙しく立ち働いている。

　おさげのかげで、白い頬がうっすらと紅あかく染まった。

　のぼった血の色を隠すように、そっと頬をさする。

　和音は椅子に身を縮めて、自分のことなど眼中にないような義兄の背中を、ただだまって見つめ続けていた。





　その日の翌朝、お茶などとはまったく無関係な場所で忙しく立ち働いている男がいた。職務に忠実なるスコットランド・ヤードの敏びん腕わん警部、ウィリアム・リース氏である。

　風にのって運ばれてくるテムズの悪臭をものともせず、精ぶ髭しよう無ひげの生えたあごに手をあてて、縛りつけられた犬のように低く唸うなりつづけていた。

「警部殿」

　聞き込みに出していた部下が戻ってきた。

「昨夜、このあたりで不審な人物を見たという情報は現在のところありません。聞き込みの範囲を広げてはいますが、妙なことに、誰に聞いても昨夜は嵐が来たから、早めに河辺を引きあげて家に帰ったとか、パブに行ったとか言う者ばかりで。しかし、実際に嵐が来たなんてことはなかったはずなんですが」

「それで、信じて帰ってきたというのか？　ばかもん」

　金かな壷つぼ眼まなこをぐりつかせて、リース警部は一喝した。

「犯罪者がそんなに簡単に当夜の行動をゲロするとでも思うのか。もういっぺん行ってこい、そして、ようく話を聞いてくるんだ、ようくな。だいたい、テムズの河か畔はんに夜中になっても人っ子ひとりいないなんて馬鹿なことがあるか。偉大なるわが女王陛下が、実は男だったというくらいにあり得ん」

　自分で言った一言に、長年目をつけていながらも未いまだに尻尾をつかめずにいる金髪男装の美女を思い浮かべて、顔をしかめる。しかめ面が自分に向けられたものだと信じたあわれな警官は、すっかり震えあがってあわてて敬礼した。

「しょ、承知しました！　ほかの者にも、さらに事情聴取を徹底させるよう申し聞かせます、警部殿！」

「うむ、そうしろ」

　部下は急いで逃げ出していった。リース警部は苦い顔で、ほかの警官たちが調べている死体を見やった。

　よい天気の、五月の午後だった。場所はヴィクトリアン・エンバンクメント。テムズの左側の河畔に一マイル半ほど続く美しい遊歩道で、近くにはブラック・フライアーズ橋が、もっと上流側にはウェストミンスター橋がある。

　ロンドン市民の憩いこいの場として知られるこの整備された公園に、異様な物体が転がっているという報が入ったのは今朝はやくのことだった。

　朝の散歩に出ていたそのストランド街に住む婦人は（朝の散歩、というのが本当の理由であるかどうかは別にして）いつもきちんと整備されているはずのエンバンクメントの植え込みに、何か枯れ木のようなものが乱暴に放ほうり込まれているのを発見した。

　ロンドン市民として当然の義憤にかられた彼女は、公共施設にごみを投げ散らかす悪習を持つ不作法者を胸の中でののしりつつ、その枯れ木に手をかけて引っぱり出し、河へ投げ込もうとして、そいつの白濁した目と目を合わせてしまった。

　枯れ木には、顔があったのだ。

　金切り声を上げて婦人は失神し、たちまち人が集まってきた。警察が呼ばれた。先月、なにやらうやむやのまま迷宮入りになってしまったフリート街の記者殺しのおかげで深刻な欲求不満に陥っていたリース警部は喜び勇んで現場に到着したが、そこで目にしたものは、記者殺しの件とはまた別種の、まったく困惑させられる死体だった。

　第一発見者が枯れ木と誤解したのも無理はなかった。それはとりあえず人間の死体ではあったが、まるで、百年もたったミイラのごとくからからに乾ききっていたのだ。

　手足をぎゅっと縮め、見開いた目とひからびた唇くちびるから白い歯がむき出しになっている。全身は筋すじ張ばった骨と皮ばかり。手の片方はなくなっていた。第一発見者がつかんで引っぱり出したおり、不注意にも折りとってしまったのだ。その手は彼女がひっくり返ったおりに踏みつぶされ、今では、土と見分けがつかない。

「いったいどうなっとるんだ」

　警部としては珍しく、嘆き節を吐いた。クリスティーナという悪魔の名が頭を走りぬけはしたが、全身の血を吸いつくされ、からからになった死体というものは実際に見ると歴戦の勇者である警部にもかなりな衝撃を与えた。しばらく考える必要がある。

「大英博物館からエジプトのミイラでも逃げ出してきたかね」

　そんな警官たちのひそひそ声が聞こえてきた。

　くそ、まったく、そうだったらどんなに簡単なことか。いつもなら怒鳴り飛ばして一蹴する考えだが、リース警部はついそう思った。この不届きなミイラを博物館へ持っていって棺ひつぎに叩たたきこみ、展示ケースの鍵かぎをかけてしまえばいいのだから。

　しかもますます不届きなことに、このミイラは身元を証明する何物をも身につけていないとくる。せめてエジプト展示室の分類ラベルなりと貼はっておけばいいものを。

　このところ、妙な事件ばかりが多すぎる。

「おっと」

　死体を運び出そうとした警官があわてた声をあげた。もろくなっていた首がぽっきり折れ、かけ布の外へごろりと落ちてしまったのだ。

「おい、気をつけろよ。もしほんとに博物館から逃げ出したミイラだったら、お前、ファラオの死の呪のろいにかかるかもしれんぜ」

「いやなこと言うなよ」

　口をとがらせながらも、彼はおそるおそる頭を拾いあげて布の下に戻した。

　その折れた首の根もとに、小さな、針で突いたような穴がふたつ開いているのには、とうとう誰も気づかないままだった。



　　　２



　遊歩道の謎なぞの死体発見から、さらに二日後のことだった。

「申しわけありませんが、遼りよう太た郎ろう様、今はお入りにならないほうがよろしいかと」

　ラドル夫人に頼まれた買い物をして帰ってきた遼太郎が客間に入ろうとすると、扉とびらの横に立っていたエドワーズ氏に礼儀正しく止められた。

「入れない？　どうして」

　中からはきゃっきゃとかしましい笑い声や話し声が聞こえてくる。家の前に伯はく爵しやく夫人の馬車がとまっているのを見て、これは急いで戻ってお茶の準備をしなくてはならないのだろうと内心あわてていたのに。

「現在、中ではご婦人方が、その、お衣装あわせをなさっておりまして」

　小さく咳せき払ばらいをしてエドワーズ氏はつづけた。

「奥様はじめミス・モンフォーコンと、こちらのお嬢さま方が、いささか、人前に出るには問題のある格好をなさっておいでですから」

「ああ、そうなんだ。それで」

　納得した。

　どうやら活気あふれる伯はく爵しやく夫人は早くも行動を起こし、お気に入りの布地屋とデザイナー、仕立屋、帽子屋、靴屋、その他、服飾と化粧小物を扱う商人を一個連隊引きつれて、さっそうとやってきたらしい。

　エドワーズ氏は、身分上はクリスティーナの従じゆう僕ぼくとなっている遼りよう太た郎ろうにも、遠い日本からの留学生という実情を加味して、美み弥や子こや和かず音ねたちと同じく、主人の友人の邸やしきの住人としてのうやうやしい態度をとってくれている。

　彼が奥様と呼ぶ伯爵夫人ヘレンの身辺から離れることはほとんどありえないが、そういう事情ならなるほど、扉とびらの外で門番をつとめることもやぶさかではあるまい。

「わかりました。それじゃあ、僕は厨ちゆう房ぼうでラドルさんを手伝っていますから、何かあったら呼んでください」

　エドワーズ氏はほほえんで、胸に手をあてて一礼した。

　遼太郎は買い物をかかえ直して半地下への階段を下り、料理用ストーブのそばでお茶を飲んでいるラドル夫人の厳しい目のもとで、買ってきた棒砂糖を砕いたり、スパイスを種類別に瓶につめる作業に入った。

　ひとしきり作業を終えてしまうと、遼太郎の手並みにもようやく見るべきものが出てきたと認め、ラドル夫人は使用人にも腰をおろして茶を飲むことを許可した。遼太郎はほっと一息、朝からほとんど休む間もなかった足を磨いた石の床におろして靴を脱ぎ、くっつきあってしまったかに思える足の指をほぐした。

「まったくねえ」

　本日の収穫物である絵入り新聞をがさがさ鳴らしながらラドル夫人は嘆いた。堂々たる体格を備えたこの邸の台所の独裁者で、鉄色の髪の太いとぐろからはいつもクローケー競技の柱門のごとく、曲がった黒いピンが四方八方に突きだしている。

「怖い世の中になったもんじゃないか。またミイラが発見されたんだとさ、それも今度は、ギルドホールのすぐ近くで」

　ギルドホールというのは官庁街であるホワイトホールに位置するロンドン市庁舎のことである。ラドル夫人は毎朝声をあげて売りに来る絵入り新聞の大の愛読者で、それもとびきり血なまぐさい殺人事件や強盗事件の顛てん末まつを、舌なめずりしながら読むのが大好きとくる。

「あんなに人通りの多いところでですか？」

　さすがに遼太郎も、その「ミイラの詳細」とやらを図解した、骨と皮ばかりの不気味な図版を見せられたくらいでは動じなくなっていた。お茶をずずっとすすって、

「確か、前はエンバンクメントの植え込みで見つかったんでしたよね。今度も身元はわからないままで？」

「警察は捜査してるって言ってるけどねえ」

　ラドル夫人はそこで鼻を鳴らし、どんな言葉よりも雄弁に警察権力なるものへの不信と軽けい蔑べつとを表現してみせた。

「あのホワイトチャペルの人殺しもとうとうまだつかまらないし、だいたい警官なんてものは間抜けがそろってるからね。まったく、死体が何も身につけてないから誰かわからないなんて言いわけ、あたしゃ認めないね。わからないことをわかるようにするのが、調べるって言葉の意味だろうに。ちょっと出てって若造どものけつっぺた叩たたいて、もっとしっかりやれって言ってやるのが市民の勤めなんだろうけど、あたしゃ昔風にしつけられてる女だからね。そんな差し出がましいこたあしないのさ」

　ひょっとしたらリース警部よりラドルさんが出たほうがみな効率があがるかもしれないなあ、と遼りよう太た郎ろうは知人の警部に失礼なことを考えて、またお茶をすすった。

　そういえばこのところ、リース警部はやってこないし、バ（略）、もとい、アレックスの襲撃もない。アレックスはこのごろ、お母上の伯はく爵しやく夫人が邸やしきに常駐しているようなものだから近づけないのはあたりまえとして、リース警部がやってこないのは少々不思議だ。あの警部さんなら一人目のミイラが発見された五分後には、頭から湯気をたてて邸の靴くつ拭ふきの上に出現していてもおかしくないと思うのだが。

　ちょっと寂さびしい。

　……いや、寂しくはないか。

「とにかくね」

　ラドル夫人は声をひそめて、

「あたしゃ思うんだけど、今度の事件には何か変なものがかかわってるね」

「なんですか？　変なものって」

　この邸にいると一日で変なものはもうおなかいっぱいになってしまうと思うが。

「吸血鬼だよ」

　いっそう声を低めて、「吸・血・鬼ヴアン・パイ・ア」

　聞いたことのない単語だった。遼太郎はぽかんとした。

「ヴァンパイア……？」

「そうさ。ほら、これだよ」

　最近ではラドル夫人の知的探求心は、チャップ・ブックと呼ばれる三文小説の域にまで達していた。勢いこんで食器棚から抱えおろしてきたのは、ぺらぺらの安紙にかすれやにじみだらけの粗悪な印刷で刷られた、薄っぺらい本の山。

　勝ちほこったように取りだした一冊の表紙には、『吸血鬼ヴァーニイ』と血のしたたるような見かけの下手くそなレタリング。

　その下には、全身に毛を生やして目玉と牙きばをむきだした怪物が、恐れおののく犠牲者の上に立ちはだかっているところが描かれている。怪物の巨大な牙からはたらたらと血がしたたり落ち、哀れな令嬢は今にもその毒牙にかからんとして、小さな白い顔を仰向けてぐったりとしていた。

　遼りよう太た郎ろうはまた茶を飲んだ。

「でも、それはお話なんでしょう。どういうものなんですか？　ヴァンパイアって」

「そいつはね、外国からやってきた呪のろわれた生ける死人で、目をつけた相手に襲いかかると、その人間の血をからからになるまで吸いつくして、殺してしまうのさ」

　と、ラドル夫人は雰囲気たっぷりに声こわ音ねを作った。

「そうして、そいつに血を吸われて死んだ人間は、またよみがえって、同じように吸血鬼になるのさ。奴らはそうやって仲間を増やしていくんだ。

　もしかしたら、そういう奴がこのロンドンにやってきて、吸いつくした奴をぽいと放ほうりだしていってるんじゃないかと、あたしゃ思うんだけどね！」

「でも、少なくとも、まだミイラが生き返って動き出したって話は新聞にも載ってないみたいですよね」

「そうだねえ」

　遼太郎の冷静な指摘に、ラドル夫人は考えこんだ。

「もしかしたら、死んだ人間が起き上がるのには暇がかかるのかもしれないよ。じゃなかったら、警察署に閉じこめられてて出るに出られないとか。

　どっちにしろ、体じゅうの血を抜いて、人間をからからの枯れ木みたいにしちまうなんて芸当は、そうなかなかできるもんじゃないとは思うね。まあしばらくは、あたしたちも気をつけなくっちゃ。夜中にこんなのに襲われちゃ、かなやしない」

　と『吸血鬼ヴァーニイ』をつつく。紙にしわがより、太い指の下で、ヴァーニイはいささか恐縮しているように見えた。

　きっとラドルさんだったらこんなの、「あんた、こんな夜中になんだい、大騒ぎして、恥ってもんを知らないのかい！」って怒鳴りつけて追い出すよなあ、と思いながら、遼太郎はまたひと口お茶をすすった。

　煙突のどこかでカランと音が鳴った。そしてまた、カラン。

　ラドル夫人の眉み間けんにしわが寄った。

「いやだねえ、またどっかの悪ガキが、煙突にのぼってスズメ捕りに来てるんだよ。あんたちょっと行って、追っぱらって来とくれ。ああいうことされるとススが落ちるし、煙出しが傷むんだよ」

　こういう指示にはぐずぐずしないほうがいいのは身に染みついている。飲みかけのお茶を置いて、遼りよう太た郎ろうは階段を一段とばしではね上がった。

　裏口から外に出て、ぐるりと邸やしきを半まわり。煙突を見あげる。

　そこには誰もいなかった。

「あれ？」

　あたりを見回す。

　目をやった角を、だぶだぶの上着とハンチング帽がさっと曲がっていった。

「おい、君！」

　追いかけたところで、あやうく追突しそうになった。

　目指す相手は、角を曲がったところで邸の壁に背をもたせかけ、すりきれたズボンのポケットに手をつっこんでいた。あわてて急停止した遼太郎をじろりと睨にらみあげ、親指で帽子のつばをぐいっと押しあげる。

「あ、き、君……？」

「よう、アスパラガス」

「ジンジャー！」

　遼太郎は思わず声を弾ませた。

　それから、赤面した。

　先日、この赤毛でそばかすの少女――男の子の格好をしてはいても、ジンジャーは女の子なのだ、それも、実はかなり愛らしい――に、日本男児としては痛恨の極み、かつ不可抗力ではありながら、接せつ吻ぷんを奪われたばかりだったのだ。

　それを美み弥や子こに目撃されたおかげで、しばらくは涙ぐましい努力を余儀なくされたことを考えると、ちょっとくらっとした。その上、彼女と知り合うことになった事件の過程で、これもまたきわめて遺い憾かんな出来事だったとはいえ、ぬれたシャツ越しの胸を目撃し、かつ、さわってしまったことを思い出すと、さらにくらくらっときた。

「あ、あ、あのね、君、ジンジャー、君ね」

「遼太郎」

　真剣なジンジャーの声に、のぼっていた血がすっと冷えた。

　少なくとも今、ジンジャーは浮いた話をする気分ではないようだった。だぶだぶの上着の襟えりにあごを埋めながらぼそぼそと、

「お前、こないだ俺が渡したあの銀のお守り持ってるか？」

「え？　あ、うん」

　とまどいながらも遼太郎は襟もとを探って、首にかけていた小さなメダルを引き出してみせた。指先ほどの銀の丸板に、三日月を踏んで立つ女神が刻印されている。

　そのジンジャーと知り合うことになった事件の終わりに、礼として彼女から、正式には彼女の母から、贈られたものだ。

　ジンジャー、正しくは、王女メガエラ。古来よりの魔法と魔力が宿る〈影のロンドン〉の支配者、〈女主人クイーン・マザー〉の愛まな娘むすめは、古き力を保つ母ともどもに、イングランドという大地を守る魔女の姫君でもあるのだ。

「いいか、そいつを絶対に身体からだから離すな」

　指先をぴたりと遼りよう太た郎ろうに突きつけて、ジンジャーは厳しく言った。

「少なくとも、俺がいいと言うまではダメだ。悪いものがいま、この地に来ている。そいつにその護符が効くかどうかはわからないが、ないよりましだ、持っていろ。俺と母ははさまも動いちゃいるが、まだそいつの居場所が掴つかめない。長く生きてる間に、奴、人間どもの中にまぎれる方法を覚えやがったんだ」

「待ってよ、『悪いもの』って何のことさ？　もしかして、いま騒ぎになってるミイラ事件となにか関係があるのかい」

「――死霊レムレースだよ」

　遼太郎の質問には直接答えず、ジンジャーは低くそう言った。

　時によって緑にも、青にも、灰色にも菫すみれ色いろにも見える不思議な魔女の目は、今は嵐の前の海のような、暗青色に沈んでいた。

「夜歩く死者ストレーガ。屍鬼プレータ。血をすする者ブラツドサツカー。大地に拒まれしもの。――〈悪しきもの〉だよ」

　頭上でバタバタと音を立てて鳥が飛びたった。

　一瞬そちらに気をとられたすきに、ジンジャーの姿は消えていた。ひらひらと白い羽が何枚か、肩の上に舞い落ちてきた。

　彼女たちの国に属するものが意のままに消えたり現れたりするのは知っていたが、話の途中で置いていかれたことには釈然としないものを覚えた。だが、おそろしく真剣だったジンジャーの様子は気になる。再びなにか怪しいことがあれば、いずれクリスティーナも動き出すだろうが、なんとなく、不気味な後味を消しかねた。

　いつのまにか屋敷を半回りしてしまっていて、ここからだと裏口へ戻るより表から入ったほうが近い。小走りに角を回って、屋敷の玄関にまわる。戸をあけて入ると、あいかわらず立ち番をしていたエドワーズ氏がおやという顔をした。

「どうなさいました、遼太郎様。なにか御用でも」

「いや、別に。ちょっとラドルさんの用事をすましてきただけだから――」

　と言っているところへ、いきなり客間の扉とびらが大きく開いた。頭の上に大きすぎる煙突帽子をかかげたシシィが、旋せん風ぷうのように駆けだしてきた。

「ねーねー、りょーたろーりょーたろー！　これみてこれみてー！」

「ちょっと、こら、シシィ！」

　飾り櫛ぐしは別として、またもや下にはシュミーズとドロワーズしか身につけていない。エドワーズ氏はすでにさりげなく後ろを向いている。

「もう、だめよ、シシィちゃん――きゃあ!?」

　まつわりつくシシィを遼りよう太た郎ろうが抱き上げると同時に、あわてたような声がして扉が開いた。

　見なければいいのに、遼太郎は顔をあげてしまった。

「りょ、遼兄さま!?」

「か、和かず音ね!?」

　和音はその場に棒立ちになって口を手で押さえている。

　駆けだしてきた和音の白い両肩はむき出しで、上半身はコルセットのほか、何もつけていないも同然。下もうすいペティコート一枚で、すんなりした足の形がまる見えだ。細い首筋とまろやかな肩、ふっくらした二の腕、腰と胸をきつく締めつけるおかげで、白い胸の間にできたやわらかそうな谷間が、遼太郎の視覚を直撃した。

　手のひらの向こうで、義妹の顔が耳たぶまで真っ赤に染まった。

「まあ、なんですの、この覗のぞき魔は！」

　中から憤ふん激げきした叱しつ声せいが飛びだしてきた。

「婦女子の着替えを待ち構えて覗き見しようだなんて、男子の風上にも置けませんわ！　この変態！　恥知らず！　破は廉れん恥ち漢かん！」

「み、美み弥や子こさん、あの、その、いやそのこれは」

「言い訳は聞きたくありません！　天てん誅ちゆう！」

　中からすっ飛んできた硬いものがまともに鼻にぶち当たり、目の前に火花が散った。あっと言う間にシシィと和音を吸い込んで扉がしまり、遼太郎は鼻を押さえて後ろにひっくり返った。中からクリスティーナのものらしい馬鹿笑いが長々と聞こえてきた。

　涙目になって起き上がると、エドワーズ氏が、投げつけられたらしい赤いエナメル靴の片方を差し出しながら、気の毒そうな顔をしていた。

「僭せん越えつながら、ご同情申しあげます、遼太郎様」

「……あひがとほありがとう」

　ぶつけた鼻を押さえながら、涙声で遼太郎は礼を言った。



    

  
    
      


　　第二幕　夜という名の女



　　　親方マスター、辛抱しますよ。ああ、来る――来る！



――レンフィールド
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　ヴォードヴィル劇場の楽屋もびっくりという大騒ぎが一週間ほど繰り広げられたあげく、ようやく、仮面舞踏会決行の日はやってきた。

　伯はく爵しやく夫人は張り切って前日からクリスティーナ宅に泊まりこみ、自慢の作品を着せた少女たちの完かん璧ぺきなできに目を細めて喜んだ。

　もっとも、いくつか不満点がなかったわけではなく、とりわけ、美み弥や子こが西洋風のドレスを断固として拒んで、クリスティーナと同じ男装を選んだことは伯爵夫人にとっては少なからぬ困惑を生んだ。当の美弥子が、少なくともドレスの採寸をするまでは、誰よりも乗り気でいたことを考えればなおさら。

「本当にねえ、あの素敵な翡ひ翠すい色のドレスなんてとてもよく似合っていたのに」

　上質な絹のシャツに袖そでを通した美弥子に、しみじみと伯爵夫人は言った。

「少し胸のボリュームが足りないことくらい、問題ではないんですよ。ほんの少し上身み頃ごろのひだ飾りを増やして、リボンを足せば十分すてきに見えるのに」

「い、いいんです！　わたくしはこれで！」

　いくらか裏返った声で美弥子は胸もとを押さえた。

　細い腰に緋ひ色いろのサッシュを巻き、ゆったりとした仕立ての黒いズボンにぴかぴかの革靴を履はいた姿はそれなりにさっそうとしていたが、クリスティーナとの違いは、金髪と黒髪との違いにも加えて、圧倒的な、その胸のふくらみの差だった。

「わ、わたくしは、クリスお姉さまを尊敬していますもの！　尊敬するお姉さまと同じ服装ができるなら光栄ですわ！　ま、ましてやそこの浮気者の色情魔のために、ちゃらちゃら足や胸をひけらかすようなスタイルなんて、ごめんです！」

　びしっと指さされて、隅っこで遼りよう太た郎ろうは小さくなった。

　遼太郎にもちゃんと衣装が用意されていて、十五世紀のシェイクスピアの初演時に出された小こ姓しよう役のような、だぶだぶした緑色の胴着ダブレツトに、バックスキンのヴェストと先の尖とがったばかげた長靴が履かされた。足にぴったりしたタイツも緑色で、頭の上には同じく緑の羽をとめた三角帽がピンで留められ、全体的に、やぼったさと滑こつ稽けいの絶妙なブレンドといったデザインに、さらに深みを加えている。

　どんなときにも動じない謹きん厳げんたるエドワーズ氏はこの馬鹿騒ぎには加わっておらず、いつもの通り、客間の外で直立不動の見張りに立っている。おそらくは、内心で遼りよう太た郎ろうへの同情を感じつづけながら。

「残念だこと。和かず音ねさんとシシィちゃんはとても可愛かわいく仕上がったのに」

　もう一度小さくため息をついてから頭をあげて、

「そういえば、もうそろそろ出発しなくては間に合いませんわね。あのお二人のお支度はまだかしら？」

　そう言ったとたんに、階段からにぎやかな声と足音が入り乱れて聞こえてきた。

「あらまあ」と伯はく爵しやく夫人は嬉うれしそうに言い、客間のドアがぱっと開くと、満面に笑みを浮かべて立ちあがった。

「あらあら、まあまあ！　二人とも、たいそうよくできたこと。見立てたわたくしとしても鼻が高いですよ。東洋からやってきた真しん珠じゆさんと、小さなお花の妖よう精せいですね。あら、クリスティーナ、あなたはお衣装を着てくれなかったの？」

「申しわけありませんね、愛いとしのヘレン」

　と苦笑したクリスティーナは、いつもよりいくらか飾りの多いドレスシャツを選び、艶つやのある繻しゆ子すのヴェストの胸ポケットに鴇とき色いろのハンケチを覗のぞかせていたが、基本的なスタイルはいつもとまったく変わっていなかった。

「でも、私はいつものこの服がいいんですよ。ちゃんと仮面はつけますから、それで礼儀上は勘弁してください」

「でも、せっかくあなた用のドレスも用意したのに」

「私がそんなのを着たら天地自然の法則に反しますよ。だいいち、私の看板で商売道具であるあのステッキを、あんなドレスで持ち歩いてたら似合わないことおびただしい。美の判定人としての呼び声高いあなたに、そんな汚名をかぶせたくはありませんからね。さあさあ、私のことはもう置いておいて、こちらの二人を褒ほめてあげませんか」

　と、後ろを向く。付き従ってきていたレギーネが、もじもじしていた和音とシシィをそっと前へ出るよううながした。

「へえ！」

　思わず遼太郎は声をあげた。

「とってもかわいいね、シシィ、ほんとに花の妖精みたいだよ。それに和音、そんなに西洋風の服が似合うなんて知らなかったな。日本ではいつも和服しか見てなかったから」

　和音は頬ほおを薔ば薇ら色に上気させた。

「あの……ありがとうございます、遼兄さま。それに、ヘレンさま」

　消え入りそうな声だったが、抑えきれない喜びと誇りがその底に響いていた。

「こんな綺き麗れいなお洋服、着せていただくの初めてで。なんだか、恥ずかしいです」

「もう少し胸まわりをゆったりとったほうがよかったかしらね」

　と伯はく爵しやく夫人がにこにことつけ加える。

「日本のキモノだとわかりにくかったけれど、和かず音ねさんて、ほんとにスタイルがよろしくって。デザイナーも感心していましたよ。お顔が清せい楚そでいらっしゃるから、白と砥粉とのこ色でまとめて、真しん珠じゆをたくさん使うようにしましたけれど。神秘的なイメージで」

　美み弥や子こはつんと横を向いて聞こえないふりをしている。

　和音はますます頬ほおを染めた。

　厚みのある、ほんのりピンクを帯びたクリーム色の絹に、やわらかな白の薄物をかさねて小粒の真珠をそこここに配したドレスは、まさに『東洋の真珠』という表現にふさわしい、見応えある品だった。

　珍しい東洋娘のなめらかな象ぞう牙げの肌に、インスピレーションを刺激されたデザイナーが速攻で描き上げ、仕立屋が、手て練だれの縫ぬい子こたちを昼夜叱しつ咤たして作りあげた、みごとな芸術作品。ふっくらと盛りあがった胸もとにはちらちら輝くジルコンとやはり真珠が縫い込まれ、肩に巻くストールはふわふわの白鳥の綿毛。

　肩のところを大きく膨らませた長い袖そでも、つややかな新雪を思わせる純白。カフスにも大きな真珠を使い、簡素にまとめた髪には、真珠母貝をはめこんだ鼈べつ甲こうの飾り櫛ぐし。漂うは仄ほのかな薔ば薇らの香り。めざましい、の一言につきた。

「ねえねえ、シシィもほめてほめてー」

　シシィがうれしそうに割りこんでくる。こちらは子供とあって、色とりどりの薄いシフォンを花びらのように重ねたお花のドレスに、背中には、染めたオーガンジーをのり付けして作った妖よう精せいの羽がひらひらしている。

　ガラスの星のついた魔法の杖つえまで持たせてもらって、髪はこまかく房に分け、ビーズの入ったリボンをからめたいくつもの編み込みに。小鳥のリトルがチイチイいいながら肩から肩へ飛びまわっていると、これもまた、どこの森から遊びにきたいたずら妖精かと思えて、まことに可愛かわいらしい。

　頃合いと見計らって、エドワーズ氏がうやうやしく扉とびらを開いた。

「奥様、皆様方、お乗り物のご用意ができてございます」

「ああ、そう、ありがとうね、エドワーズ。それでは参りましょうか、皆さん」

　一行の女主人役として、伯爵夫人が椅い子すから身を起こした。クリスティーナがさりげなく手を貸す。

　変わり者の伯爵夫人の今夜の装いは、さすがに年齢と身分（そしてエドワーズ氏の無言の抗議）という障壁があって、ほかの参加者ほど思いきったものではなかった。それでも、フィレンツェのさる名家の誰彼のものだったとかいうカナリー・ダイヤモンドの装身具揃いパルールで品よく花開き、スペンサーたたえるところの仙女王フエアリー・クイーンが威厳も美しさもいささかも損そこなうことなく年を重ねたといったふうの淡い輝きに包まれて、一座の女王の座をごく自然に占めている。

　伯はく爵しやく夫人とその友人、執事とメイド各一名、女の子が三人、従じゆう僕ぼく一人の総勢八名を運ぶために、伯爵夫人は六人乗りの二頭立て馬車を二台用意してくれていた。なにしろ衣装がかさばるので、それくらいでちょうどよかったのだ。

　遼りよう太た郎ろうは和かず音ねとシシィを連れてあとの馬車に乗ろうとしたが、美み弥や子こが、憤ふん然ぜんとした様子でクリスティーナについて前のほうの馬車に向かうのを見て、急いで追いついた。

「美弥子さん、こっちの馬車に乗らないの？　和音とシシィはこっちに乗るよ」

「まあ、わたくしに指図なさるつもりですの？　なんとも不ふ遜そんな使用人さんですことね」

　きつい口調で返事が返ってきた。

「それに何ですの、そのお衣装。まあ、お馬鹿さんにはお似合いであることはまちがいありませんけれど。どうぞあなたはご自由に、和音さんの綺き麗れいなドレスに見ほれていてくださいまし。わたくしはお姉さまとご一緒する方がどれだけ気楽かしれませんわ」

　衣装に関しては僕のせいじゃないよ、とげんなりしながら心で抗議しておく。

「でも、伯爵夫人が何とおっしゃるか」

「わたくしは気にいたしませんよ。どうぞ、お乗りなさいな、美弥子さん」

　中から、先に乗っていた伯爵夫人がそう口添えした。そう言われて美弥子は、一瞬複雑な顔をしたようだったが、すぐに表情を消して断固として馬車の踏み台に足を乗せた。「待ってよ」と遼太郎はあわててその袖そでをとらえた。

「なんですの？　早くしないと、舞踏会に遅れて皆さんご迷惑なさるわよ」

「あの、その僕も美弥子さんの、翡ひ翠すい色のドレスっていうの、見たかったんだけど」

　こういうところで嘘うそがつけるほど、――不幸にも、か幸いにも、かは別として――、遼太郎は器用にはできていなかった。日本では着物姿しか見たことのない彼女たちが、伯爵夫人のおかげでどのように変身するかを、実はけっこう楽しみにしていたのだ。

　美弥子の瞳ひとみが少し大きくなった。

「ええと、その、もしまた機会があれば、一度着て見せてくれないかな。伯爵夫人はいつでもよろこんで貸してくれると思うし。また、舞踏会が開かれることだってあるし」

「――ふ、ふん」

　美弥子はさっと腕を振り払って、遼太郎に背を向けた。

「お、おお世辞なんか言ったってわたくし、ごごごまかされませんからね。で、でも、どうしてもっておっしゃるなら、着てさしあげてもかまいませんことよ。気が向いたら、ええ、あくまで、気が向いたら、ですけど。……ちょっと、このマント、背中のところがどこかひっかかっているようですわ。遼りよう太た郎ろうさん、直してくださらない？」

「はいはい」

　遼太郎は丸まってしまっている襟えりをきちんと直し、留とめ金がねがわりの金のブローチを、正しい位置に止めなおしてやった。ガス灯の明かりではあまりよく見えないが、首筋のあたりがどうもいつもより赤く染まっているような。

「やあ、どうやらうまいこと、婚約者殿を征服したようだね」

　美み弥や子こがさっきよりはずっと機嫌のいい顔で座席に収まると、クリスティーナがにやにやしながらぶらぶらとやってきた。遼太郎はいやな顔をした。

「そういう言い方、やめてもらえませんか。誰に対しても、僕は思ったとおりのことしか言いません。それより、ちょっと気になることがあるんですけど」

　このところ、クリスティーナは伯はく爵しやく夫人につきあって女の子たちの衣装合わせに夢中だったので、遼太郎には近づくすきがほとんど無かったのだ。

「なるほどね」

　一週間前の、ロンドンの魔女姫ジンジャーとの思いがけない邂かい逅こうを手短に物語ると、クリスティーナは肩をすくめてそう言った。

「やっぱりあちらでも感づいていたか。ま、そうだろうな。あれだけの者が入ってきていちゃ、感知できない方がおかしい。ましてや、〈女主人クイーン・マザー〉はイングランドの大地の力の均衡を保つ要かなめだ。奴の存在は、聖なるべき大地を大きく汚す危険性がある。彼女たちが警戒するのは無理もない」

「それじゃ、あなたも知ってたんですか、クリスティーナ？　知ってて、こんなパーティの準備にうつつを抜かして!?」

「うつつを抜かす、とは心外だな。その分、こっちだっていろいろとやっていたのさ。例のエンバンクメントのミイラ、あれですぐにわかったさ。――どうやら、古なじみが英国に戻ってきたようだ、とね」

「古なじみ？」

　急に動どう悸きがしてきた。クリスティーナは不敵に笑っている。

　その笑いが、舞踏会を楽しみにしているような気楽なものではないことに、遼太郎はふいに気がついた。これは狩人の目だ。彼女は目をつけた獲物を前に、意識を研とぎすまして攻撃の意志を固めている。

「あなたには、そのミイラを作った正体が、誰だかわかってるんですか」

「ま、だいたいは。それに、君にもまんざら関係のない相手でもないぜ、遼太郎君。なんせ、私がそいつと最初に戦ったのはだいたい五十年前、日本で、若かりし日の君のお祖ば母あさまとともに、だったんだから」

「なんですって!?」

「クリスお姉さま、そろそろ参りましょうよ」

　焦じれた美み弥や子こが、馬車の中から声をかけてきた。

「ヘレンおばさまがお風邪をひいてしまわれます。遼りよう太た郎ろうさんも、何の用事か知りませんけど、早くしてくださいな」

「はいはい、お姫さま方」

　クリスティーナはあわあわと口を開いたり閉じたりしている遼太郎をさっさと見捨て、身をひるがえして馬車に乗りこんだ。

　腕にバイロン卿きようを乗せたレギーネがするりとあとに続く。彼女はいつも通りのメイド服のままだ。ただしバイロン卿は頭に小さな王冠をのせられ、蝙蝠こうもり羽根に金モールの飾りをつけられていて、いたくご機嫌斜めで遼太郎にむかって歯を剥むきだした。全体的には、遼太郎も同感だった。

「クリスティーナ様と何のお話でしたの？」

　馬車が動きはじめると、向かいの席に座った和かず音ねが心配そうに尋たずねた。

「いや、別に、家の中のことだから。和音は心配しなくていいんだよ。それより、ほんとにそのドレス、綺き麗れいだね」

「かずねちゃん、とってもきれーい！」

　遼太郎の横に座らされていたシシィが両足をばたばたさせて主張した。

「あのね、あのね、シンデレラのおひめさまみたい！　まっしろなドレスきてね、おうじさまにおよめにいくんだよ！　かずねちゃんも、だれかのおよめさんになるかな？　シシィもいつか、おうじさまのおよめさんになりたいな、なれるかな？」

「なれるよ、きっとね」

　小さな妖よう精せいのような少女の髪を撫なでてやって、遼太郎は和音に笑いかけた。

「でも、本当に、いつのまにか大きくなってしまったんだね、和音は。僕のあとをいつも追いかけていた、泣き虫の小さな女の子だと思っていたら。知らないうちにそんな綺麗なレディになってしまっていると、なんだか寂さびしいような気がするよ」

　褒ほめ言葉に間違いはなかったのに、小さくうなずいた和音の顔は、かすかに曇ったようだった。レースの手袋を、その必要もないのにいじっている。きっと窓から射さしこむガス灯の光のせいだろう。

「今夜の舞踏会だって、注目の的は間違いないよ。僕のことなんか忘れて、楽しんでおいで。もしかしたらすっかり和音に恋してしまって、毎朝薔ば薇らの花束と詩を、階段のところへ捧げにくる男の人が現れないともかぎらない」

「わたし、一生恋なんかしないつもりです。これから先も」

　短い言葉にこめられた静かな激しさに、一瞬遼太郎は言葉を見失った。

「遼兄さま」

　影の中から、和かず音ねは顔をあげた。

　黒い瞳ひとみに、どこか死を前にしたもののような必死の色があった。

「わたしは、和音は、遼りよう兄さまの妹ですか？　これから先も、ずっと？　いつまでも？」

「もちろんだよ、和音」

　どういう意味でそんなことを訊きかれているのかわからなかったが、おそらく、はじめて華やかな席に出ることで不安になっているのだろうと遼りよう太た郎ろうは思った。白いレースに包まれた小さな手を取って軽く握ってやり、心をこめてつづけた。

「もちろん、そうだとも。和音はいつまでも、僕の可愛かわいい、大事な妹だよ」

「そう……ですか」

　安心させようと思ったのに、和音の声にははっきりと傷ついた響きがあった。

　少女はそれきり顔を横に向け、窓の外を飛びすぎるロンドンの街と、ガス灯を見つめながらしっかりと口を結んでいた。綺き麗れいに朱く塗られた唇くちびるを、泣きだす一瞬まえのように噛かみしめて。



    

  
    
      



    

  
    
      

　　　２



　ルスヴン卿きようの私邸というのはロンドン郊外にある、半分は公共の迎げい賓ひん館かんのような外見を呈した広壮な建物だった。クリスティーナと伯はく爵しやく夫人一行が馬車を乗りつけた時には、すでに屋敷の前はつめかけた招待客に、新聞のゴシップ欄の記者、物見高い野次馬までくわわって、通勤時間の高架橋ヴアイアダクトなみの大変な騒ぎだった。

「こいつはたまらん」

　扉とびらを開けたとたんさっそく飛びついてきた記者だか野次馬だかわからない大衆をステッキで追っ払いながら、クリスティーナは唸うなった。

「ヘレン、お早くおいでなさい、この人食い鬼オーグルどもに骨までばらばらにされんうちに。ああ、やっと屋敷のものが来た。遅いよ、君、こちらはグリムズビー伯爵夫人でいらっしゃる。われわれはその連れ」

「ありがとう、クリスティーナ。さ、みなさん、参りましょう。足もとにお気をつけになってね、ここには、いささか脚がたくさんありすぎるようですから」

　わめきたてる人の渦の中でも悠ゆう然ぜんたる態度を崩くずさない伯爵夫人は、屋敷の案内係と、クリスティーナ、それと何よりも忠実なるエドワーズ氏に先導されてしずしずと正面の大階段を上り、さしたる混乱も衣装にこうむることなく、会場に到着した。

　広大な玄関ホールと舞踏室はすでに大きく開け放たれ、客がレセプションまでの時間を潰つぶすための、シャンパンとシェリー酒のグラスを満載した銀盆を捧げ持った従じゆう僕ぼくが、気取った足取りで歩きまわっていた。

「ああ、暑いこと」

　会場のそこここに配された寝椅い子すの一つに横になりながら、伯爵夫人は顔を扇あおいだ。エドワーズ氏がすばやく跪ひざまずいてドレスの裾すそを形よく配置する。

「クリスティーナ、わたくしにもシャンパンを一杯取ってきてくださらない？　ここ、外は寒いくらいだったのに、息がつまりそう」

「なにしろ人が多すぎますからね。いや、いいよ、エドワーズ、私が行ってくる。自分の飲み物も取ってきたいし。うちのぼんくら従僕ときたら、さっそくこの人混みで目を回してしまったみたいだし」

　まさにその通りだった。伯爵夫人一行にぴったりくっついていたおかげで、玄関前の大混乱はなんとかことなくくぐり抜けたものの、日本からやってきて半年あるいは一か月ばかりのおのぼりさん約三名は、はじめて見る本物のイギリス式大邸宅というものに、すっかり圧倒されてしまったのだった。

「わーい、おしろだー。おおきいなー、シンデレラのおうちみたーい」

　無邪気に喜んでいるのはシシィひとりだけである。

　重厚な花か崗こう岩がんの柱に、オークの腰板、柱頭には植物文様の彫刻がずらり。床には分厚い赤い絨じゆう毯たんがすきまもなく敷かれて、真しん鍮ちゆうと銀の燭しよく台だい、真っ白な大理石の壁面には金色の額がく縁ぶちに入った古びた肖像画。絨毯の上に星のように配された、彫刻入りの脚に紋織り錦にしきを張った各種調度も傷一つなく磨き上げられ、それらがクリスタルの大シャンデリアの下で、どこもかしこもぴかぴかと光り輝いている。

　シャンデリアは新技術の、電気による白熱球をふんだんに使った最新式。これで誰も、ぴかぴかのスーツやむき出しの襟えり首くびに、熱い蝋ろうを垂らされるという不快事を味わわなくてすむという寸法だ。

　そしてそれらの間を優雅な魚のように回遊する、とっておきの衣装に身を飾った貴婦人と、粋いきな英国紳士たち。

　和かず音ねはすっかり萎い縮しゆくして小さくなっており、さすがの美み弥や子こでさえも、なんとか胸は張っているが、どうすればいいのかわからないのを隠せずにいる。遼りよう太た郎ろうにいたっては、ばかげた衣装の下で、この大混乱にまぎれて消えてしまえることを甲か斐いなく願うか、それとも、このまま恥ずかしさのあまり、扉とびらのかげで死ぬのを待つほうがいいのか、どちらとも決めかねていた。

「遼太郎様、お嬢様方、こちらへ」

　ほっとしたことに、レギーネが探しに来てくれた。

「もうすぐレセプションが始まります。それから、皆様これをおつけください。今夜は、仮面舞踏会ですから」

「あ、そうか。そうだね」

　手渡された小さな仮面を見て、遼太郎はいくらかほっとした。目を隠したからといって衣装の恥ずかしさが減るわけではないが、これも気分の問題だ。仮面を持参してこなかった客のためであろう、目のところを隠すだけのほんの小さなものだったが、それでもつやつやとした繻しゆ子すにビーズや刺し繍しゆうを施した、しゃれた造りになっている。

　遼太郎は無難に薄い茶を、美弥子は好きな色の赤を、そして和音は、衣装に合わせて白いのをとった。シシィは妖よう精せいのお姫さまらしく明るい緑色の仮面を選んで、星のステッキを振りまわしながらはしゃいでいる。

「レギーネはこれ、つけないの？」

「わたしはお嬢さまのメイドですから」

　いつもの通りの短い返事。レースのヘッドドレスに押さえられた、さらさらの銀髪。黒いお仕着せのワンピース、鴇とき色いろの瞳ひとみ。陶器のように白い頬ほお。

　この少女が、怪物に叩たたきつけられてガラスの人形のように砕け散ったことがあるとはとうてい思えない。細い手足がぞっとするような角度にねじ曲がり、血の代わりに、少女の外見にはあまりに無骨な鋼鉄と歯車があふれ出した光景を目にしたのは、この国に来てから間もないころのことだった。

　その後、クリスティーナに連れられて姿を消した彼女は、何事もなかったように無傷で戻ってきて女主人の用を勤め、表の生活と隠された闇やみの仕事、両方にとって大きな役割を果たしている。少女そっくりな、からくり人形。どんな魔術がそんなことを可能にしているのか知らないが、生きた人間にしか見えないレギーネのととのった顔を見ていると、一瞬そんなことも忘れそうになる。

「ねえ、レギーネ」

　思いきって、遼りよう太た郎ろうは訊きいてみた。

「クリスティーナはいまこの国にいる『悪いもの』と、五十年前にも戦ったことがあるって言ってたけど、その時には君もいたの？」

「はい」あまりにも当然すぎる返答だった。

「わたしはお嬢さまのメイドですから。お嬢さまのお行きになられるところなら、いつでも、どこへでも参ります」

「じゃあ、僕のお祖ば母あさまと会ったこともあるんだ」

「お会いいたしました」

「どんな人だった？」

「すばらしいお方でした」

　ほんの一言に、わずかだが感情のようなものがほの見えたのは気のせいだろうか。

「お嬢さまにとって、あのお方にお会いできたのは最大の幸運でした。あなた様はあの方のお孫さまです、遼太郎様。どうぞ、お嬢さまをこれからもお守りくださいまし。あの方を、闇やみではなくこちらへ、人の世界へ、光の方向へと引き止めてくださいまし。あなた様なら、それがおできになるはずです、遼太郎様」

「え、……ええ？」

　ふいに流れるように言われた一連の言葉を、遼太郎はほとんど理解できなかった。クリスティーナを守る？　僕が？　逆ならまだ（情けないことに）とてもよく理解できるが、自分があの、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな女魔術師を守ることなどありうるのだろうか。

　力がないばかりに生家からも、肉親からも捨てられたような、こんな僕が？

「……差し出がましいことを申しました。お許しください、遼太郎様」

「待ってよ、レギーネ。ちっともわからないよ、それどういう意味？　ちょっと」

　身を翻ひるがえしてクリスティーナの方へ戻っていこうとする彼女を追おうとしたその時、突然、明かりが消えた。

　あちこちで小さな悲鳴が起こる。消えたのは大シャンデリアだけで、壁面や卓上の蝋ろう燭そく類はついたままだったので完全な暗闇ではなかったが、あかあかと照らされていた会場に、ちょっとしたざわつきを引きおこすには十分だった。

　ざわざわと揺らめく紳士淑女の頭上に、どこからか、あやしい笑い声が響きわたった。

「――うふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ」

　……遼太郎はなんだか帰りたくなった。

「うふふふふふふふふふふふふふふふふふふはははははははははははははははははは」

　遼りよう太た郎ろうはものすごく帰りたくなった。

「遠からん者は音にも聞け！　近くば寄って目にも見よ！」

　ばっ、とマントをひるがえす効果音つきで、さっと明かりがついた。

「ふはははははははははははははは！」

　シャンデリアにこうこうと照らし出されたホールの吹き抜けの上に、なにか黒くてずるずるしたものをひきずった物体が、おもいっきり胸をそらして仁王立ちになっていた。

「大衆よ、我の名は偉大なる大魔術師。バシレウス・サロモンなり！」

　うあああああああああ。やっぱり。

　遼太郎は頭をかかえてその場にしゃがみ込んだ。

「……最近、そう言えばお姿を見ませんでしたわね」

　と、ぽつりと美み弥や子こ。

「このご登場に備えて準備していらしたのかしら……」

　これは和かず音ね。

「わーい、バのおにいちゃん、すごーい。かっこいーい」

　無邪気に大喜びで手を叩たたいているのは、むろんシシィだけ。

　そしてバ（略）はむろん、乗り乗り以外の何ものでもなかった。

「この呪のろわれし場所において、異常なる魔術が進行しているという聞き捨てならぬ情報を感知し、参上つかまつった！　愚ぐ昧まいなる大衆よ、もはや安心するがいい！　我バシレウス・サロモンが来たからには、悪霊の跳ちよう梁りようなどけっして許しはせぬ！　とうっ！」

　おおっと会場がどよめく。バ（略）はそれまで足場にしていたホールを見おろす回廊を蹴けり、人々の上にぶわっと飛び降りたのだ。

　黒いローブが派手にひるがえり、べちーんという聞くも痛々しい音があたりに響きわたった。遼太郎は思わず顔をおおい、指のあいだからおそるおそるのぞき見た。

　予想に反して、バ（略）は倒れてはいなかった。両足をがっちりと床にふんばり、あの、高いところから不用意に飛び降りた者が例外なくおそわれる脳天をつきぬける痛みと、果敢に闘っているところだった。

　周囲が息をのんで見守るなか、やがてバ（略）は雄々しくも「ふんっ！」と表記されるべき一連の鼻息とともにがばっと立ちなおり、痛む脚をわなわなさせつつも、長いローブを身体からだに巻いて、びしっとポーズを決めた。

　息をつめていた大衆からおおおっと歓声が沸き、あちこちからさかんな拍手が湧わいた。ついでにいくらかの（見物料とおぼしき）コインがぱらぱらと降ってきた。

「ええい、さわるな！　つつくな！　手を叩くな！　コインを投げるなああああ！」

「あらあらまあまあ」

　この一部始終を舞踏室の椅い子すから見守っていた母なる御方は、息子の大魔術師バ（略）における、公共の場所でのこの勇姿にもきわめてにこやかだった。

「アレックスったら、このごろ家にも顔を出さないと思っていたら、こんなことを計画していたのね。あの子らしいこと」

「まあお客さま方には喜んでいただけているようだし、よかったじゃありませんか」

　クリスティーナが指摘する。

「ほら、銅貨とか銀貨とか、うらやましいくらいありますよ。膝ひざまで埋まりそうだ」

　実際、客はレセプションまでの時間つぶしに雇われた芸人か何かだと思っているらしく、いかにバ（略）が青筋たてて怒鳴り散らそうと、コインの雨はやまなかった。

「本当にねえ」

　ふっくらした手に頬ほおをあずけて、伯はく爵しやく夫人はほほえんで頷うなずいた。

「あれだけあれば、半年くらいは十分やっていけると思いますよ。少なくとも、わたくしが娘のころはそうでした。庭番のじいやに聞いたお話ですけどね。三十年前に。そういうことですから、再来月までのお小遣い抜きを、あと三か月くらい延長しても大丈夫そうだと思うけれど、どうかしら、クリスティーナ」

「実に賢明な判断だと思いますよ、愛いとしのヘレン」

　伯爵夫人は機嫌よく友人に会え釈しやくし、手にしたシャンパンを上品に口にした。



    

  
    
      



    

  
    
      　コインの雨がようやく小康状態になり、遼りよう太た郎ろうはおそるおそる、バ（略）、訂正、クリムズビー伯はく爵しやく家の末まつ子しであるところの、アレックス、ことアレグザンダー・トーマス・コンドリック爵しやく子しのもとへと近づいた。

　爵子はずるずるローブの下で、投げられた銀貨と銅貨の山に囲まれ、両手をついてわなわなと肩を震わせていた。遼太郎をきっと見あげた。ちょっぴり涙目だった。

「言いたいことがあるなら言ってみろ、使い魔」

「いや、その、あの、――大丈夫？

　………………色々と」

「ふ、ふん」

　ようやく気を取りなおしたらしい大魔術師は、さっとローブを翻ひるがえそうとして、四方八方に景気よくコインを飛び散らせた。

「この程度の試練、大魔術師バシレウス・サロモンにとって何ほどのことがあるものか。偉大なる者は、常に大衆の曇った目には道化としか映らんのだ。そのような瑣さ末まつ事ごとにいちいち注意を払う必要などない、ええ、そうだろうが、おい」

「……うん。そうだね」

　だんだんかわいそうになってきて、遼太郎はそう答えた。何かもう何を言っても仕方がないというか、もはや好きなところまで行かせてやるしかない気がする。つくづく伯爵夫人は偉大な女性だと痛感した。

「まったくもう、だから止そうって言ったじゃないですか、坊ちゃん」

　あきれたような声がして、金髪のすらりとした青年が、いつもの丸い眼め鏡がねのかわりに小さな仮面をつけて、隣にやってきた。

「あ、セント・クレアさん。お久しぶりです」

「ああ、こんにちは、遼太郎君。伯爵夫人といっしょに来たそうだね」

　笑顔を向けてきたのはシヴィル・セント・クレア青年、爵子アレックスの家庭教師というかほぼお目付け役で、アレックスが起こす騒ぎを通じて、最近なにかと遼太郎とは顔を合わせる機会が多い。

　なにしろ魔術師バ（略）誕生の秘密というのが、遼太郎の主人であるところのクリスティーナに――顔以外、どこがよいのかさっぱり遼太郎には理解できないのだが――恋しているらしいアレックスが、彼女が魔術師〈パラケルススの娘〉を看板にしているのを鑑かんがみ、どういう思考過程からか、自分が彼女よりもすぐれた魔術師であることを実証しなければ恋は叶わないのだとなぜか確信しているという理由によるのである。

「はいはい、わかってます、ミス・モンフォーコンならあちらにいらっしゃいますよ。お母君とご一緒ですけど。行かない？　ま、そうでしょうね。え、これから周辺の魔術的探知？　わかりましたからご自由にどうぞ。え、僕もですか？　勘弁してくださいよ」

　必然的に、アレックスの引きおこす騒ぎはクリスティーナのいる周辺に集中し、クリスティーナの従じゆう僕ぼくである遼りよう太た郎ろうは、自動的にその余波をこうむることになる。理不尽なのは、余波というよりその大半が遼太郎にかぶさってきて、クリスティーナ本人は涼しい顔をしていることだ。早くあきらめて、もっとまっとうな相手を捜した方が（アレックスのためにも、そしてさらに言うなら遼太郎自身のためにも）幸せだと思うのに、世の中というのはあまのじゃくにできている。

「もうすぐルスヴン卿きようと主しゆ賓ひんのお二方が出てきてなにかしゃべると思うけど、お堅いのはそこまでだからね」

　アレックスに引っぱっていかれながら、シヴィルはこそっと遼太郎に囁ささやいた。

「あとはダンスだの酒だの料理だの、音楽だの、手品師だの軽業師だの占い師だのって、中世風の大盤ぶるまいさ。君も楽しんでいくといい」

「占い師？」

「そう。なんでも、最近卿が凝っていらっしゃる女占い師だそうでね、見事な的中率らしいよ。最近はこの屋敷に住んで、限られた人しか観ないそうなんだが、今日は特別に、舞踏会に来たお客の中から、ひとりだけ選んで占ってくれるとか」

「占い師――」

　そうくり返したとき、遼太郎の背筋に何ともいえない震えが走った。

　ほんの一瞬のことで、ほとんど意識する間もないくらいだったが、それでも理由のわからない不安をかき立てられるには十分だった。思わず手をあげて、服の上からあの、イシスのメダルのお守りに触れた。丸い感触が指に伝わってくると、なぜかほっとした。

「なんていう名前なんですか。その、占い師って人」

「ニュイ夫人、というそうだよ」

　とシヴィル・セント・クレアは言った。

「フランス語で、『夜』っていう意味なんだけどね」



　　　３



　レセプションは予定通りの時刻に始まった。舞踏室のバルコニーに姿を見せたルスヴン卿は、ふさふさとした黒い髪と貴族的な鼻を持った優雅な紳士で、手すりにかけた手にかかる長いレースの袖そで口ぐちを退屈そうにいじっていた。

　演説はこういう場合によくありがちな長たらしいものではなく、ごく短くはっきりと、今夜は楽しんでほしい、自分もたっぷり楽しむつもりでいる、という意志を伝えたばかり。喝かつ采さいとともに演説が終わると、レギーネの肩に腰かけていたバイロン卿が立ちあがり、紙の王冠を脱いでうやうやしく一礼してのけた。

　主しゆ賓ひんのカルンシュタイン伯と美しい金髪の娘のミラーカ――だったかカミーラだったか、マーカラだったか、遼りよう太た郎ろうにはうまく聞きとれなかった――も一言ずつ挨あい拶さつを述べたが、どちらもハンガリー訛なまりの英語がひどくて、理解できた者はほとんどなかった。

　まあいい、これで儀礼はとどこおりなく済んだのだ。ほっとした招待客たちはいっせいに仮面をつけ、楽しむための準備にとりかかった。

「おお、それから、ひとつ言い忘れていた」

　バルコニーを去りかけていたルスヴン卿きようが急いで戻ってきて言った。

「今夜、私の屋敷に逗とう留りゆうしている高名な占い師、ニュイ夫人が、特別に紳士淑女方のお一人を占うということはみなさまお聞き及びだろうが、それは、いつ指名を受けるかわからない、ということをご忠告しておく」

　群衆が軽くざわついた。ルスヴン卿は得意げに身をそらし、

「ニュイ夫人のもとへの先導役となってくれるのは彼女の侍じ医い、ドクトル・アヴァランシュだが、彼が今夜、どのような姿でいるのかは私にもわからない。彼は思いがけないときに、選ばれた人間の肩にそっと触れる。まさに、思いがけぬ運命のごとくに」

　運命、という言葉に、娘たちの数人が神経質な笑い声をあげた。

　ルスヴン卿は白く揃そろった歯を見せてほほえむと、今度こそ、二人の主賓を連れてどこかへ姿を消した。

　さっきから音あわせをしていた室内楽団が、少し固くなった空気を解きほぐすように、モーツァルトのやわらかな旋律を奏かなで始めた。

　早くも、笑い声がそこここで弾け、会話の輪が広がりはじめていた。料理と酒が運びこまれ、銀盆を捧げもった給仕たちがさらに忙しげに泳ぎ回る。

「……ええと。で、僕たち、どうしてればいいんですか？」

「別になにも？」

　伯はく爵しやく夫人とクリスティーナのところへ戻ってきた遼太郎たち三人は、ほかに知り合いもいないこの席でどうすればいいのか困惑しきっていた。クリスティーナは葡ぶ萄どうの粒をつまみながら無情にも、

「ま、どっかで相手を見つけてダンスでもしてくるか、でなければせいぜい胃袋に食い物を畳み込むことに専念するんだね。お姫さまがたにはきっとダンスのお誘いが降るようにあるだろうけど、君には無いにきまってるし」

「……率直な指摘、ありがとうございます」

　遼太郎は唸うなり声をあげた。

「でも、わたし、ダンスなんてとても」

　和かず音ねが小さくなって泣き声を出す。着飾った大勢の人と圧倒的な華やかさに、すっかり臆おくしてしまったようだ。

「いやいや、要は相手の男に合わせて身体からだをゆすっていればいいんだよ。失敗したら相手のせいにすればいいんだから、こんな簡単なことはない。家でいくつかステップも教えておくべきだったな。なんだったら、私が少し相手しようか？」

「あら、それでしたら、わたくしを先にお願いしますわ、クリスお姉さま」

　断固として美み弥や子こが前に出た。小さくなっている和かず音ねを見て、持ち前の負けん気が猛もう然ぜんと燃えあがったらしい。

「そこのお姫さまは声のかかるのがお怖いようですけど、わたくしは怖くなんかありませんもの。どんなものにも果敢に挑戦するのが、新時代の女の美点です。舞踏会でしたら、日本で何度か出たこともありますわ。お相手くださいます？」

「それはいいけど、この場合、どっちが女役なのかね」

　自分自身の男装の縮小版のような美弥子を苦笑まじりに見る。

「それはもちろん、お姉さまのお好きなほうで。少なくとも、この滑こつ稽けいな小こ姓しようさんを相手にするよりは、会場の方にも、わたくしにも、ずっとよろしいですもの」

　だから衣装の件は僕のせいじゃないんだってば。

　内心の抗議も通じることはなく、美弥子とクリスティーナは腕を組み、ダンスの輪ができている部屋のまん中のほうへさっそうと出ていった。

　二人とも女、しかも男装の、という変わったとりあわせに、周囲の人々は驚いた顔をしているが、今夜は仮面舞踏会、ということで、そんな逸いつ脱だつは大目に見ることになっているらしい。音楽に合わせて、クリスティーナと美弥子が踊りの輪の中へまぎれていくのを見送っていると、急に、二人の前に人影がさした。

「僕と踊っていただけますか、東洋の真しん珠じゆ姫？」

　見知らぬイギリス人の青年だった。

　純朴そうな青い目、金髪をぴっちりと撫なでつけ、いささか緊張したおももちで、真珠と絹のドレスに包まれた和音に手を差しだしている。悪名高い〈パラケルススの娘〉が離れるのを狙ねらって、勇気をふるって申しこんできたらしい。

「あ……」

　和音は口に手をあてて声を殺し、助けを求めるように左右を見回して、最後に遼りよう太た郎ろうにすがるような目を向けた。

「行っておいでよ、和音」

　小さな声で遼太郎はささやいた。

「僕は大丈夫だから。それに、僕はクリスティーナの従じゆう僕ぼくって身分なんだから、やっぱりいちおうここにいなくちゃいけないし。行って、楽しんでおいで」

　和音はむしろ、追いつめられた子こ兎うさぎのような表情だった。泣きだしそうな顔で何度も差しだされた手と自分の膝ひざを見つめ、それでも相手が辛抱強く待っているのを知ると、とうとう、ふらふらと立ちあがって、青年の手を取った。

　二人が人混みのなかへ出ていくのを見送って、遼りよう太た郎ろうはほっと息をついた。

　なんとなく、複雑な心境だ。可愛かわいくて、いつも後をついてくる小さな女の子だ、という意識しかなかった和かず音ねが、いつのまにか、自分以外の異性にも魅力的に映るようなレディになっていたのかと思うと、感慨深いと同時に少し寂さびしいような気もする。

　娘を嫁に出す父親の気持ちが少しわかったような気がした。この年で年寄りくさい話だが、これで、少しは人慣れしてくれるといいと思う。

　なにしろ実家では箱入りぶりがひどくて――それは、両親の育て方にも大きな問題はあるのだが――遼太郎以外の男性など、声をかけられただけで真っ赤になっていたのだ。少し荒療治かもしれないが、こういう機会に、少し社交的になる練習をしたほうがいい。

　そう、いつかは和音だって、誰かを好きになるんだろうな、と少し寂しい気持ちで思った。そうなったら、遼兄さまももう卒業だろう。いつまでも遼兄さま遼兄さまばかりでは、和音だって幸せにはなれないにきまっている。

　ひとりになると、だんだん退屈になってきた。話せるような相手はみんなどこかへ行ってしまっている。料理を運ぶウェイターは、（まるでばかげた衣装が遼太郎のせいだというかのように）遼太郎のそばには寄ってきてくれない。

　伯はく爵しやく夫人は社交界の知り合いの高貴な方々に囲まれて、会話に忙しくてこちらを見ているひまはないようだ。シシィはそんな伯爵夫人の椅い子すにくっついてちやほやされるのがすっかり気に入ったようで、ボンボンやチョコレートを両手いっぱいもらって、幸せこの上ないという顔をしている。

　アレックスはどこへ行ってしまったのだろう。手持ちぶさたと場違いさで泣きたいくらいだった。せめてバ（略）の相手でもしていれば、少しは気もまぎれるのに。

　まあ期待しない方が吉というものだ。祈りはかなえられてしまうと、たいていの場合かなえられなかった場合より困惑を引きおこす。遼太郎はあたりを見回し、ちょうど近寄ってきた給仕から、上品なおつまみのひとつもせしめようと腰を上げかけた。

「おっと！」

　多大なる衝撃を肩に受けて転んだ遼太郎に、あわてたような謝罪が降ってきた。

「こいつは申しわけない、ミスター。ちょいとよそ見をしておったもので、誰かが前にいるのを気づいておらんかった……む？」

　型どおりの黒い仮面で目もとを隠したその人物は唸うなって身を傾けた。「むむむ？」

「あれ？」

　床に手をついたまま、遼太郎はぽかんと上を見あげた。

「リース警部じゃありませんか。なんで、こんなところにいらっしゃるんです？」

「な、何を言うか君！　我わが輩はいはその、そ、そんな者ではないぞ！」

　リース警部、ではないらしい、しかしやっぱり塗り壁に下げ駄たをくっつけたような顔の大男は、あわてて身をそらした。

　今日はさらに、そこにお仕着せの例の仮面がくっついていた。ぎちぎちのカラーがぎしっと音をたてる。借り物らしい夜会服は、少しでも力を入れたら破けるんじゃないかというほどぱんぱん。整髪料をひと瓶ばかり振りかけたに違いない髪は、努力もむなしく、いつもの通り四方八方にぴんぴん突っ立っていた。

　はっきり言ってものすごく怪しい。

「我わが輩はいはウィリアム・リース警部などという者ではない、うむ、断じてない！　わ、我輩はただの一般市民！　一般の招待客だ！　そこを間違えてはいかんぞ、少年！」

「……はいはい」

　なんだかリース警部とアレックスって似てきたような気がする、と思いながら、遼りよう太た郎ろうは椅い子すに座りなおした。

「で、そのリース警部さんじゃない一般市民の人が、どうしてこんなところにいらっしゃるんですか？」

「うむ、それはだな、少年」

　リース警部でない一般市民は、急に深刻な声を出して遼太郎の隣に腰をおろした。

「実を言うと上からの指示なのだ。本来、こういうお偉いさんがたの乱痴気騒ぎの警備などはわれわれの部署の仕事ではないのだが、命令となるとそうもいかん。おまけに、できるだけ客には知られんようにしろということで、こんな馬鹿げた服まで着せられる」

　夜会服と仮面をうさんくさそうにつついてみせる。

「会場警備ですか。まあ、確かに偉い人がたくさん来てるみたいですからね」

「しかし、王族の方々がお忍びで来られているというのならいざ知らず、今夜はルスヴン卿きようのごく私的な宴会で、招待客のリストも見たが、それほど重大な客というのは入っておらんのだ。

　あのいんちき女、いや、雇われている君の前で言うのもなんだが、あのクリスティーナ・モンフォーコンが来ている舞踏会の警備をやらされるなど、スコットランド・ヤード始まって以来の侮ぶ辱じよくだ。なさけない」

「あの、じゃあ、ほかの事件の方はお忙しいんですか？　たとえばあの、エンバンクメントのミイラ事件とか」

　本気で落ちこんでいるようなので、慰めるつもりで別の話題を振ってやった。

　狙ねらいははずれた。リース警部、ではない一般市民の人は、バシャンの牡お牛うしもはだしで逃げ出すような、より深い苦悩の呻うめきをもらして辛つらそうに頭をおおった。

「それがなあ、少年よ、あの事件はもはやわれわれの管かん轄かつではないのだ」

「なんですって？」

　遼りよう太た郎ろうは再びあっけにとられる。

　それでクリスティーナの家にも押しかけてこなかったのか、と思ったが、この警部さん、じゃない人、が、それほど簡単に事件から手を離すとは思えなかった。

「ホワイトホールで二体目のミイラが見つかった翌日に、我わが輩はいは本部長から呼び出しをくって、この件に関しては政府機関が一手に引き受ける、スコットランド・ヤードは一切手出しを禁じる、という通達を言い渡されてな。

　我輩としては従うしかなかった」

　吐息とともに、夜会服の背中の縫い目がみしっと音をたてた。

「あれほど辛つらいことはなかったぞ、少年。目の前で、犯罪の捜査がヤードではない、得え体たいのしれん連中にかっ攫さらわれてしまったのだからなあ！　部長も悔しがっておられたが、公僕として、政府の命令には従わざるを得ん」

　そう言って、またもやソファを吹きとばさんばかりの深いため息をついた。はらはらものの夜会服は、何とか今度も持ちこたえた。

「まったく、少年よ、役所勤めというのは辛いものだな。ヤードの人間として、混こん沌とんの世界にいささかなりとも正義を知らしめることは我輩の変わらぬ誇りだが、それでも時々、耐えきれん思いになることはある」

「あの、なにか僕、飲み物でも取ってきましょうか？」

　本気でかわいそうになってきて、遼太郎はまた立ち上がりかけた。

「すっごく疲れてらっしゃるように見えますよ、えっと、警部……じゃない人。ちょっとしたカクテルと、サンドイッチくらいならすぐ持ってこられると思いますけど」

「すまんな、少年。しかし、遠慮しておくよ。これでも勤務中なのでな」

　愚ぐ痴ちを吐いていくらか気楽になったのか、警部じゃない人は陰気な笑みを浮かべて手を左右に振り、腰を上げた。

「どうやらミイラを取りあげた代わりに、道化の集団から本物の変質者が出ないか監視するのが、我輩の今夜の仕事らしいのでな。怪しい振舞に及ぶ者が出たら、すぐに通報する事になっとる。見ておれ、そろって変質者みたいな恰かつ好こうしおって、好きなだけ襟えり首くびつかんで、留置場にぶち込んでやるわい。我輩の目をごまかせると思うなよ」

　ぶつぶつ言いながら警部、じゃない人は離れていった。

　どうやら今夜は、クリスティーナひとりに構っているほどの元気はないらしい。少し安心したが、同時に気の毒でたまらなかった。あの警部さんの性格なら、手がけかけた事件を途中で取りあげられるほど辛いことはないだろうに。

（それにしても、ミイラ事件は政府の機関が、だって？）

　なにか特別な国家的機密でも絡からんでいるのだろうか。

　そういえば、ギルドホールの近くで二体目のミイラが見つかって以来、それっきり、どこの新聞もそれについての続報を載せるのをやめている。ラドル夫人がぶつぶつ言っていたから、よく知っているのだ。まるで、誰かがいっせいに箝かん口こう令れいを敷きでもしたように、どの新聞も、ミイラのことなど何一つ、なかったような顔をしている。

　クリスティーナはそのミイラを作った正体が誰だか知っていると言った。それは五十年前、祖母のたか女めとクリスティーナがともに戦った相手だと。

　そのお守りを離すな。ジンジャーの真剣な顔が脳裏に閃ひらめく。

（もしかして、そんなに危険な奴なのか、そいつは……？）

「ああ、暑い」

　汗ばんだ顔を手で扇ぎながら美み弥や子こが戻ってきた。一人だ。

「あれ、クリスティーナは？」

「なにか、昔のお友だちを見つけられたとかで、そちらへ行ってしまわれましたわ。つまらないこと」

　遼りよう太た郎ろうの隣にぽんと座って膝ひざに手を乗せ、頭を支える。

「何人かの殿方にお誘いいただきましたけど、どの方も、お姉さまにはとうていかないませんもの。申しわけありませんけど、お断りしました。婚約者も一応、この場においでのことですし。意気地なしでいらっしゃるけど」

　ちらりと遼太郎の方を横目で見る。

「それとも、もしかして、ダンスを申しこむ度胸でもおありになる？　わたくしに？」

　なにげない口調を、わずかな肩の緊張が裏切っている。

　遼太郎はたちまち背筋がこわばるのを覚えた。

「ぼ、僕？　僕に？　そんなの無理だよ、僕はダンスなんか何も知らないし……」

「ステップなら先ほどお姉さまにいくつかお教えいただきましたわ。不器用な方でもそれなりに踊れるようなのを。あなたはただ、わたくしについてこられれば良いのです」

　たぶんクリスティーナの台詞せりふの受け売りだろう。男女が逆転しているが。

「で、でもこれ、服が。君だって馬鹿みたいな服だって言ったじゃないか！」

「お馬鹿さんがお馬鹿さんらしく見えるのは当然です。何が恥ずかしいものですか。つべこべ言わずに、おいでなさい。でないと今度、翡ひ翠すいのドレスは着てあげません」

「そ、そんなあ」思わず情けない声が出る。

「さ、おいでなさい。事に臨んで臆おく病びようでいるとは、日本男だん児じの名折れです！」

　美弥子が断固として腕をつかんで引きずり立たせようとしたとき、どこかから、鋭い女の子の泣き声が聞こえた。

「シシィ？」

　聞こえたのは伯はく爵しやく夫人とその取り巻きがいるはずのほうだった。美弥子も手を離し、二人して駆け寄ってみると、伯爵夫人が、泣いているシシィを抱えておろおろしていた。

「ああ、遼りよう太た郎ろうさん、来ていただいて助かりましたよ。シシィちゃんがどうしたのか、急に怖い怖いと言って泣きだして。いくら慰めても泣きやまないの」

「シシィ、どうしたの、シシィ」

　遼太郎はあわててシシィを抱きとり、伯はく爵しやく夫人に詫わびを言って、舞踏室の外へと連れだした。美み弥や子こがわけのわからない顔でついてくる。

「本当に、どうしたの、シシィ？　何がそんなに怖いの？」

「かずねちゃんが」

　ぐすぐすと鼻を鳴らしながらシシィはやっと言った。

「かずねちゃんが、おどってる、あのくろいおとこのひと……」

「黒い男の人？　どれ？」

　遼太郎は首をのばして舞踏室をのぞき込んだ。かなり人が入り乱れてきていて、なかなか中が見通せない。

「くろいおとこのひと」

　シシィはしゃくり上げた。

「こわいの。まっくろなかげにつつまれてる。いやなにおいのするひと。つめたい、つちのにおい。おはかのにおい。――ちのにおい」

　肩に心配そうにとまっていたリトルが羽を膨らませ、威い嚇かくするような声でピーッと鋭く鳴き立てた。

　遼太郎は立ちあがった。

「美弥子さん、すまないけど、シシィを見てて。僕は和かず音ねを捜してくる。この子がこういうことを言うのは、ただごとじゃない。君にもわかるだろう」

　美弥子は青ざめた顔でうなずいた。跡あと部べ家の傍ぼう流りゆうとはいえ、赤あか羽ばね家にも、この類たぐいの能力者は大勢いる。邪悪なもの、穢けがれたものを感知した霊能力者が示すあらゆる傾向を、シシィは示していた。

　遼太郎は舞踏室に走った。音楽は高まり、ダンスは今やたけなわだった。色彩と動きの大渦が、目の前をうねり流れていく。

　その、はるか向こうに、白いドレスの和音の姿がちらりと見えた。夜会服の、すらりとした青年と手を取りあって踊っている。

　最初に申しこんできたイギリスの青年ではないのはすぐわかった。今踊っている相手の髪は黒く、肌はうすく黄色みを帯びている。仮面は髪と、服と同じ漆しつ黒こく。

（――日本人？）

　だが、その姿はすぐに踊りの渦にまぎれてしまった。

　遼太郎は必死で人混みをかき分けながら、和音のもとへ行こうとあがいた。跳びはねる道化のまだら服、長く引かれた裳も裾すそと翻ひるがえる扇、つやつやした歯と赤く塗られた爪、いくつもの顔と顔、笑い声、鳴り渡るヴァイオリン。

　そして仮面、仮面、いくつもの仮面。

　ただ目ばかりの、おびただしい仮面の群れ。

「どいてくれ！」

　遼りよう太た郎ろうは叫ぼうとした。

　だが、ほとんど声は出なかった。ふたたびちらりと白いドレスが見え、また隠れた。

　遼太郎は溺おぼれる者のように手足を動かし、死にものぐるいで、前へ進みつづけた。



    

  
    
      


　　第三幕　不死者ノスフエラトウ



　　　不死者！　生きていない！　いったいこりゃ、どういうことなんです？　譫うわ言ごとみたいな、なんですか、いったい？



――アーサー・ゴダルミング卿きよう



　　　１



　この人、どこまで行くのかしら。

　そんな疑問が心に浮かぶのはこれで三度目だった。マダム・ニュイはどこにいるの？　ルスヴン卿お気に入りの、当代きっての占い師という人は？

　前を行く黒い影は一言も語らない。舞踏室のあまりの人いきれに疲れて、少し涼もうと庭に通じた休憩室ホワイエへ出てきたところで声をかけられたのだ。

　彼女は金髪に飾った髪飾りを落ちつきなくいじった。チャタム・ストリートで布地商をやっている父は、貴族院の大物であるとともに有名な放ほう蕩とう者でもあるルスヴン卿きようのパーティに娘が行くことをしぶったが、結局は許してくれた。いつものように。娘のわがままを抑えることのできない老人なのだ。

　それがわかっていて、これまでほとんどすべての要求を押し通してきた彼女だった。母親はとうの昔に死んでいて、わがまま娘をたしなめるようなことのできる相手は身近には存在しない。それに、貴族院のお歴々だって集まっているだろうこのパーティで、未来の夫を捜すことだってできるかもしれないと彼女は強く主張したのだ。

　どちらかと言えば、そのほうが重要だ。父だって本当は、それを期待しているに違いない。爵位と称号は、財産を手に入れた者が次に欲しがる筆頭のものだ。

　金持ちではあっても単なる布地商人の自分の娘が、なにがし公こう爵しやく夫人とか、伯はく爵しやく夫人、せめて男だん爵しやく夫人になることを考えている。そうなれば父親の自分にだって、体裁を整えるためにも男爵、最低限、準男爵くらいの称号はもらえるだろうと夢見ているのだ。

　そのような未来が、私にも用意されているのだろうか。彼女には貴族になった私が見えるだろうか。マダム・ニュイ。すべてを見通すという、あの占い師には。

『私の名前はドクトル・アヴァランシュ。あなたをマダム・ニュイが今こ宵よいの相手に選ばれました。私についてきてください、マドモワゼル』

　一も二もなく従った。最初は、この舞踏会――退屈な人たち！　――に集まった大勢の女たち男たちの中で、自分こそが選ばれた事実に有頂天になっていたが、少しずつ興奮が冷めてきてみると、暗い中を、物もいわずに先へ進んでいく先導者が、少しずつ怖くなってきたのだ。

　もしかしたら、マダムの使者を装ってわたしに恋を告白しようという崇拝者？　そう思って一瞬わくわくしたが、前を行く後ろ姿を見てその思いも消えた。相手の背はごく低く、彼女の肩までくらいしかないように思えた。

　もしかしたら、生まれつき背が曲がっているとか、そういうことなのかもしれない。そういう人たちを、好んで召し使っていた時代があったという話も聞いたことがある。

　あるいはもしかしたら演出の一つとして、そういうふうに演技しているのかも。見えるのは黒い毛織りのマントの、つやのない後ろ姿だけだ。うすい霧がゆらめきながらその裾すそにたわむれ、後ろへ流れ去っていく。

「ねえ、マダム・ニュイはどこでわたくしをお待ちになっていらっしゃるの？」

　とっておきの甘い声で問いかけてみる。

　これまで、この声で何かを頼んでみてかなえられなかったことはなかった。特に男性に関しては。

　だが、ドクトル・アヴァランシュと名乗った黒いマントのその人物は、こちらを振り向こうともしない。

　最初に話しかけてきたときの声の印象が耳によみがえり、彼女は思わずミンクのストールに頬ほおを埋めた。

　五月といえども底冷えする、ロンドンの夜気のせいばかりではない。その、男とも女ともつかないきしるような声、まるで、二枚のガラスをこすりあわせているかのような、鼓膜をひっかく鈎かぎ爪つめにも似た声に、あらためてぞくっとしたのだ。

　声をかけられたときはそれもまた、神秘的な占い師の従者としてふさわしいものに思えた。だが、暗闇の中、舞踏会の喧けん噪そうからも遠く離れて、広大な庭の中をただ二人歩いていく今の状況では、それもまた不安をかき立てる一因でしかなかった。

「ちょっと、お聞きになっていらっしゃいます？」

　彼女は語気を強めた。

　明日になったらお茶会の席で、マダム・ニュイが自分だけに告げてくれた未来のことをうんと自慢しようと思っていた。だが、その計画も今は寒さと、不安と、人間がまだ荒野の獣だったころから持ち続けている、本能的な恐怖からすっかり魅力を失っていた。

　闇やみと、それから、その奥に棲すまう者たちへの恐怖。

　ドクトル・アヴァランシュは足を止めた。

　そして、ゆっくりと振り返った。

　そこに見たものに、彼女の全精神と肉体は凍りついた。

　ドクトル・アヴァランシュがすべるように足を踏み出した。

　後ずさることさえ許されなかった。彼女は棒立ちになったまま、まばたきもできない目から氷のような涙が頬ほおを落ちるのをぼんやりと意識していた。

　マントから手が突きだされる。冷たい手、骨のような手、まるで金属でできているかのように、冷たく固く無情な手。

　その手が、頬を包みこんだ。涙が相手の固い手の甲にしたたり落ちた。

「そこまでにしていただきましょうか、ドクトル」

　とつぜん、ほがらかと言っていい声が響きわたった。

「失敬、お嬢さん」

　手がするりと頬から離れていった。

　喉のどが自由になり、爆発するように悲鳴をあげようとした彼女は、口をおおった人間の――少なくとも体温を持った――掌てのひらにそれを遮さえぎられた。

「騒ぎになると困るのでね。失礼」

　衝撃が走り、何もかもが消えた。

　崩くずれるように倒れた娘をおっとっと、と受けとめ、横の植え込みに横たえる。仮面を投げすてて、かわりに丸い眼め鏡がねを目に押しつけてすばやく立ちあがったのは、長い金髪を後ろでまとめた、長身の青年だった。

　ドクトル・アヴァランシュは流れるように後退した。黒いフードが顔をかくし、闇の中の表情は読めない。

「ご主人のお食事を邪魔してお気の毒」

　陽気にシヴィル・セント・クレアは言った。

「で、どこにいるんです？　あなたのご主人、〈夜ニユイ〉という名のご婦人は」

　何の予備動作も見せず、黒いマントが翻ひるがえった。

　一瞬空を覆うほどにひろがったマントが、まっしぐらにシヴィル・セント・クレアの頭上に落ちかかってくる。

「メリュジーヌ！」

　凛りんとした声が響き、真しん珠じゆの鱗うろこに包まれた細い腕が主人の影を突き破って伸びた。マントの中から突きだされた二本の鋭い刃を両手で受けとめ、はじき返す。ドクトル・アヴァランシュは宙で回転し、猫のように音もなく地に降りた。

「吐く気はない、か。まあ、そうだろうね。メリュジーヌ！」

　ふたたび黒マントの影が突進してくる。今度はマントの両袖そでから青い刃が伸びていた。

　黒い髪をなびかせた裸体の女が、野獣の咆ほう哮こうをはなって黒いマントに飛びかかった。なまめかしい上半身の腰から下は、宝石のようにぬめぬめと光る虹色の鱗うろこに覆われた蛇。

　一抱えもある蛇体があっという間に矮わい躯くにからみつき、動きを奪う。美しい顔を人外の憤ふん怒ぬにゆがめ、水すい妖ようメリュジーヌは二ふた股またに裂さけた舌を見せて吠ほえた。



    

  
    
      



    

  
    
      　シヴィルは表情を厳しくし、片手をあげて小さく呪じゆ言ごんを呟つぶやいた。一瞬の青い光がひらめき、古代風の装飾が施ほどこされた短剣が手の上に落ちる。

「滅びよ、吸血鬼！」

　叫びながら、身動きのできない相手の左胸に力をこめてそれを突き立てた。

　だが、期待したことは起こらなかった。固い金属音をたてて刃はすべり、勢いあまって地面に突きささる。シヴィルは驚きよう愕がくを隠せずに目を見開いた。

　――主様！

　悲鳴のようなメリュジーヌの呼びかけが意識に届く。

　はっとして意識を引き戻したとたん、とうてい人体ができるとは思えない動きで、黒いマントが身体からだをねじ曲げ、折りたたみ、水妖の死の抱ほう擁ようを抜けだすのが目に入った。

　刃が目前に殺到する。近すぎる。魔術を発動する時間もない。シヴィルは本能的に手を前にあげ、顔をそむけて目をつぶった。

「印形シジル、〈能天使Powers〉！　〈主天使Dominions〉！」

　一陣の風が吹き渡ったようだった。

　遠くで金属のぶつかり合う音が聞こえ、一瞬後、世界は正常に戻った。

　シヴィルはゆっくりと目を開けて手を下ろし、背を向けて立つすらりと端たん麗れいな姿に、複雑な笑みを浮かべた。周囲をおおった力場のドームがゆっくりと薄れて消える。

「なんですか、もう。来てたんだったら、最初から出てきてくださればいいのに。もしかして、かっこいい出番が来るまで待ってました？」

「まさか。そんな悪趣味なことはしないよ、君じゃあるまいし」

　そっけなく、彼女は言った。

　黒いインヴァネスをなびかせ、頭にはシルクハット、豪ごう奢しやな金髪と緑の瞳ひとみの片眼鏡モノクル、手には燃えるような赤い石のステッキ。

　クリスティーナ・モンフォーコン、〈パラケルススの娘〉は、肩越しにちらりとシヴィルを振り返って、ふんと言うように片眉まゆをつり上げた。

「だが、いいときに来たのは間違いないようだ。レギーネ」

　つっとレギーネが前に出る。細い両腕の肘から、長大な二本の刃が二つの月のように闇やみに光っている。クリスティーナは顎あごをしゃくった。

「ごらん、シヴィル・セント・クレア。あれが〈ドクトル・アヴァランシュ〉の正体さ」

　土を払いながら立ちあがったシヴィルが、ひゅっと短く口笛を吹いた。

「こりゃまた凝こった細工物ですね。なるほど、これじゃ銀が役に立たないわけだ」

　切り裂さかれた黒いマントの最後のひとひらが風に流れ去るところだった。

　ドクトル・アヴァランシュは関節からかすかなきしみ音を立てながら、かがんだ姿勢からゆっくり起きなおろうとしていた。

　その顔はなめらかな鉄仮面、目はただ細く切り込んだだけの暗い穴であり、鼻もなければ口もない鏡のような皮膚に、月が影を落としていた。

　磨きぬいた金属の手足と肋骨、ワイヤと鉄で精巧に細工された両手が軽く握りこぶしを作っている。まるで実験室の人間の骸がい骨こつをそのまま鉄人形に置き換えたような姿だったが、人の骸骨は、これほど優美でもなければ危険でもない。

　ガキンという音とともに、鋼鉄の人形の両腕がまるごと巨大な鎌かまに変じた。

　ほとんど物音も立てず、呼吸音すらもらすことなく、ドクトル・アヴァランシュはふたたび闇やみに跳ちよう躍やくした。

「レギーネ！」

　メイド服の少女が高々と飛ひ翔しようする。殺到する斬ざん撃げきの雨がつぎつぎ切り払われる。四本の刃が目にも止まらぬ速度でぶつかり合い、暗黒にいくつもの光こう芒ぼうを残す。

「印形シジル、〈力天使Virtues〉！」

　ごうっと風が巻き、銀髪の少女の細い足が、魔神の力と速度をもって鋼鉄人形の腹に叩たたきこまれた。避よけきれず、吹き飛んだドクトル人形が薔ば薇らの茂みにどっと転がりこむ。

　だが、ぎしりと不気味な音を立てつつ、再び起き上がった。腰と下腹部のからくりがひしゃげ、ひびが入っているが、まだ機能を奪うには至っていない。

　いくらかふらつきながら進み出てきて、両手を広げて深呼吸するような姿勢をとった。

　瞬間、青光りする肋骨がすべて外向きに裏返って音をたてて延びた。あたかも、かっと牙きばをむいた猛もう獣じゆうの口のように。

「やるね」

　シヴィルに聞こえないほどの声で、クリスティーナは呟つぶやいた。

「少しは腕を上げたようだ、ムツキ。――ま、五十年もたてば当然か」

　胸に巨大な口を開いたドクトル・アヴァランシュが、おびただしい牙を青く輝かせながら突進してきた。

「だが、私の素晴らしいレギーネに対抗するには、残念ながらまだまだだよ。レギーネ、印形シジル、〈智天使Cherubim〉！」

　銀髪の少女の全身がはじけた。

　鋼の響きの重なり合いの中から、鋼鉄の翼つばさがメイド服の背を突き破る。か細い身体のあらゆる部分から伸びた凶器の群れが、ドレスのかわりに鋼鉄の天使の身を飾る。

　天使と魔物が一瞬交錯し、そして、離れた。

　かすかな風がレギーネの銀髪をなでて過ぎていった。

　唐突に、ドクトル・アヴァランシュはそうぞうしい金属音とともに崩くずれおちた。

　凶悪な胸の武器はすべてまん中から切断され、背骨の部分が真っ二つになっていた。

　一呼吸遅れて、なめらかな頭部がごろりと地に落ちて割れた。中から、接続を断たれた部品と歯車と水銀に似た液体が、ねっとりと流れ出してきた。

　ぱんぱん、と手を叩たたく音がした。

「いやあ、お見事ですね。さすがは〈パラケルススの娘〉、あざやかなお手並みだ」

　シヴィル・セント・クレアがにこやかに拍手している。

「君にいわれるとどうも褒ほめられた気がしない。まあ、わかって言ってるんだろうが」

　ドレスが裂さけて裸身になってしまったレギーネをさりげなくインヴァネスで包んでやりながら、クリスティーナはぶつくさ言った。

「で、君のあの困ったご主人はどうした？」

「この屋敷を取りまく不吉な霊を払うんだって、あっちこっちに聖水やら呪い札やら置いて回ってますよ。僕はしばらく用済みだったみたいなんで、そっと席を外して、仕事に来たってわけなんです。おかげで、あなたの素晴らしいお手並みが見られて、よかったと思ってますよ」

「お褒めを頂くくらいなら、君ご自慢の使い魔のあの水すい妖ようを応援に出してくれてもよかったんじゃないのかな」

「彼女は基本的に、あまりこういう荒あら事ごとには向かないんですよ。僕もね。まあ僕としては、この銀の短剣で十分だと思ってましたし」

「これかね？」

　さきほどシヴィルが取り落とした短剣を拾いあげる。刃の厚い、重みのある品で、クリスティーナは価値を計るように手の上で二、三度転がしてみた。

「聖別された銀。なるほど。刀身には悪霊払いの聖句。君のところのお歴々としては、またずいぶん型どおりの品を持ってきたものだ」

「それでも実績のあることはあるんですよ、それ」

　不服そうにシヴィルは言った。

　バ（略）こと、アレックス坊ちゃんの家庭教師兼お目付け役とは彼のほんの一面に過ぎない。人当たりのいい笑みに隠された彼の真実の顔は、〈評議会カウンシル〉と呼ばれる、政府の魔術的秘密機関の一員であるのだ。

「少なくとも、これまでの吸血鬼化した死体はそれで始末できましたし」

「ホワイトホール以降、ミイラ発見の報道はなかったようだが？」

「そりゃ、こっちで止めさせてましたからね。警察も。正確な数は今のところ十二人、身元のわかったうちほとんどは若い娘でした」

　肩をすくめて、「まったくもう、三文小説ペニー・ドレツドフルならともかく、本物の吸血鬼がまたもや街をさまよい歩いてるってこんな時に、いつまでも僕らが世間を騒ぎたてさせるまま放ほうっておくと思いますか？」

「参ったね。この文明の最先端たる大英帝国にもそれだけ闇やみの輩やからが棲すみついているとは」

「僕が知ってるだけでも五、六人は間違いなくいますよ。まあ、吸血鬼ヴアンパイアだけじゃなくて、狼男とかも混じってますけど」

「そういうのを始末するのが君たちの仕事じゃなかったのかい」

「友好的な関係が築けなかった場合だけです。僕らはそんなに野や蛮ばんじゃありません」

「ああ、なるほどね」

　シヴィルがアレックスの家庭教師としてクリスティーナに近づいてきたのも、あわよくばこの謎なぞの女魔術師を仲間に引き入れるか、あるいは、考えたくもないさまざまな実験あるいは計画の駒に使うか見定めよと、上層部から命令を受けてのことである。

　おそらくその組織の中には、人ではない多くの者も混じっているのだろう。クリスティーナは別に驚いた顔もしなかった。考え事をしながら、短剣を服のどこかにさりげなくしまい込む。シヴィルはあわてた。

「あ、もう、ちょっと、返してくださいよそれ。うちの備品なんですから。なくしたら僕、始末書もんです」

「で、ここに吸血鬼が現れると目星をつけた理由は？」

「ミイラの見つかった範囲を地図上で調べると、ほぼこのルスヴン卿きようの屋敷から歩いて一時間以内の場所なんですよ。最初のエンバンクメントとホワイトホールのは別ですが、それ以降のは全部、この条件が当てはまります。そしてね」

　いかにも大切な秘密を教えるんですよ、というように声をひそめて、

「身元のわかったミイラのうち数名が、このルスヴン卿の屋敷で『マダム・ニュイ』なる占い師に会った直後に行方不明になってるのが判明してるんです」

　クリスティーナは緑の瞳ひとみをかすかに光らせた。

「かの占い師は極端に秘密主義で、占われる本人にも、出かけることを誰にもしゃべるなって言い含めてるらしくて、娘を見失った親たちは半狂乱になってますよ。

　しかし、ミイラが出現しはじめた時期と、マダム・ニュイがこの屋敷に逗とう留りゆうしはじめた時期も、ほぼ一致してます。そんなわけでどうやら、吸血鬼が根城にしてるのはここらしい、と目星をつけたわけでしてね」

「しかし、君たちだって政府の人間だろう。何もこんな舞踏会なんて機会を狙ねらわなくても、上から圧力をかけて家や捜さがし、ってこともできただろうに」

「できるだけ騒ぎにはしない、っていうのが今回の至上命令でしてね。ほら、政治のいろいろ、ごたごたって奴ですよ。相手がルスヴン卿っていうのが痛いところです」

　官吏というのは辛つらいのだ、と言いたげにため息をついてみせた。

「それとなく問い合わせてはみたんですが、ルスヴン卿自身、マダム・ニュイが屋敷のどこに身を置いているかは知らない、いつも彼女が気が向いたときに姿を見せるが、それ以外には気配も感じない、って返答でしてね。どうも本当のようです。おそらく、吸血鬼の魅了の魔力も作用しているんでしょう。こちらの探りの術にもひっかからないし。ちょっと、それ本当に返してくださいったら。後で責任取らされるの、僕なんですから」

「問題はだね」

　シヴィルの抗議はまったく無視して、飄ひよう々ひようとクリスティーナは言った。

「君たち〈評議会カウンシル〉の連中が、間抜けにも今回の相手を、いつものせいぜい埃ほこりまみれの生きた死体と同じと考えていたことだ。私はこの相手を知っている。五十年前に、顔合わせを済ませているよ。この〈ドクトル〉の制作者にも会ったことがある。ずいぶん腕を上げているようだ、もちろん、努力する時間は十二分にあったのだろうがね」

　シヴィルの細い目が針のような光を放った。

「では、『マダム・ニュイ』をご存じなんですか、〈パラケルススの娘〉？」

「今回はそう名乗っているようだね、彼女」

　静かにクリスティーナは答えた。

「以前は『黄ウオン夫人』と名乗っていた。半世紀前、日本の横よこ浜はまでのことだが。その時はまだ、〈ドクトル〉はいなかったし、その制作者もまだ人間だった。

　ま、君には関係ない話だよ、シヴィル・セント・クレア。私なりの囮おとりは、もう別に仕掛けてある。こっちを先に始末したのは、旧知の相手への挨あい拶さつみたいなものさ。そろそろ引っかかっているころだ、気が向いたらついてきたまえ。できるなら」

　飄ひよう然ぜんと身を翻ひるがえした。インヴァネスの影から姿を現したレギーネは、いつのまにか完かん璧ぺきなメイドドレスを再び身につけており、しずしずと女主人の後を追っていく。

「できるなら、って何です？　ねえ、本当にそれ返してくださいって――」

「そこに居るのは誰だ！」

　いきなり、雷のような怒声が響きわたって、シヴィルはひゃっと首をすくめた。

　月影の中を、のしのしと牡お牛うしのような巨体がこちらへやってくる。みちみちの夜会服、四角い顔のまん中にくっついた黒い仮面が冗談以上に似合っていない。

「貴様、そこで何をしておる！　怪しい奴め、名前を――ややっ」

　芝しば生ふで気を失っている娘を一いち瞥べつして息を呑のんだ。

「うむ、貴様、若さに任せてこの娘さんにいかがわしいことをしようとしたな！　いいか、我わが輩はいはスコットランド・ヤードの警部、ウィリアム・リースだ！　この暴行魔め、そっ首へし折られたくなければおとなしくお縄につけい！」

「ちょちょちょっと、待ってくださいよ。ちょっと、ミス・モンフォーコン！」

　答えはない。クリスティーナはとうにどこかへ姿を消し、〈ドクトル・アヴァランシュ〉の残ざん骸がいも、いつのまにか溶けるように消え去っていた。

　残っているのは気絶した若い娘と、シヴィル・セント・クレアただ一人。

「なにい？　あのいかがわしい女魔術師といっしょだったのか、貴様？」

　天敵の名前を聞きつけて、リース警部の鼻の穴が大きく広がった。

「あの女詐さ欺ぎ師しといっしょとは、ますますもって聞き捨てならん！　こっちへ来い、若いの、じっくり話を聞かせてもらおうか。黙っているとためにならんぞ、いいな」

「ああもう。助けておくれよ、メリュジーヌ」

　困り切って、シヴィルは呟つぶやいた。

　忠実なる使い魔は、まことに気の毒げながら、沈黙を守った。



　　　２



　世界がさざ波のように打ち寄せ、うねり、形を変える。たしかなのは手を取って軽やかに先へと導いてくれるこの指先だけ。

　ここはどこ？　わたし、何をしてるの？

　目の前の男の人を見あげる。その姿だけがざわめく世界の中でくっきりとあざやかだ。黒い髪と黒い服、黄みをおびた象ぞう牙げの肌。

　なんだか、いいえ、とても兄さまに似ている。

　遼りよう兄さま？

　ううん、兄さまは、あちらで美み弥や子こさんとお話ししていらっしゃる。

　それに、こんなに背が高くはない――きっと、あと何年かすればこんな風になられるだろうけど――それに、こんなふうな目では、わたしを見てくださったことがない。

　一人前の女性を見る目。男の人の、賞賛と崇すう敬けいのまなざしでは。

　パーティが始まっていくらもしないうちに、何人ものイギリス青年たちに次々とダンスを申しこまれた。正直いって、もうくたくただった。人混みはもともと苦手だし、はき慣れない細いダンス靴で、脚が痛くてたまらない。

　耳もとに褒ほめ言葉を吹きこんでいったり、掌てのひらにそっと何かを書いた紙を押し込んでいく者もいたが、みんな見ないで捨ててしまった。欲しいのは、そんなものではないのだ。彼女の欲しいのは、たった一人の目、たった一人の手、たった一人の人の、その心。

　迎えに来てくださらないかしらと、何度も兄のいるはずのほうを見透かしたが、ごったがえす会場ではそもそも姿を探すことさえ難しい。ようやく見えたときも、ダンスの相手につかまっていて、逃げ出すどころではなかった。

　そんな中、その言葉は、まるで救いの鐘のように聞こえたのだ。

『踊っていただけませんか、お嬢さん？』

　そう、日本語だった、それも綺き麗れいな。

　はっと振り返ったときは、本当に兄がそこにいるかと思った。

　でも、違った。振り返った視線の先で、兄さまはホールの端に座り、戻ってこられた美み弥や子こさんとなにかお話ししていらっしゃる。

　胸がずきりと痛んだ。

　どんなに疲れていても、今は、あそこへだけは戻りたくない。

　うなずいて、手を差しのべて、そしてダンスが始まったのだ。

　それから、どれくらい踊りつづけているのだろう？　もうまわりの声なんてほとんど耳に入ってこないし、音楽もいつのまにか消えている。静かにステップを踏む相手の優雅な動きと、自分の心臓の鼓こ動どうが耳の奥に鳴りひびくだけ。

　この人はなんと名前を名乗られたかしら。――思い出せない。たしかに耳もとで、『僕の名は、――』とおっしゃったはずなのに。

「僕の主人があなたをお呼びしています。どうぞこちらへ、真しん珠じゆ姫」

　絹の手袋に包まれた指先がそっと手を引く。まるでダンスの続きのようだ。後ろで扉とびらが閉まり、人影もない、うす暗い廊下に出る。これだけのパーティにそんな場所が残されているわけはなかったが、すでにそこまでの思考力は残されていなかった。

「さあ、こちらへ、真珠さん」

　いつのまにか、彼は燭しよく台だいを手にして先に立っていた。

　いくつもの影が沈黙の輪舞を踊る。夢見るように、その後へとついていく。

　背の高い彼の背中は、いつのまにか、あと何年かすれば彼女の義兄がなるであろう、颯さつ爽そうとした後ろ姿に変わっていた。

　けれどもそれは永遠に、彼女のものにはならない。

　妻としてそのそばに立つと定められているのは婚約者の美弥子さん。わたしはそのそばで、妹として、ただ祝福を贈るくらいしかできることはないのだろう。

　やさしい兄さま。いつでもわたしのそばにいてくださる兄さま。

　でも、兄さまはわたしのことなんて、本当にはなんとも思っていらっしゃらない。

　きっといつかは離れていってしまう。わたしが妹でいるかぎり。

　もちろん、大切に思っていると言ってくださる、お気持ちにいつわりはない。

『いつまでも、僕のかわいい妹』なんて言われて、嬉うれしくないわけがない。

　でも、それはわたしのほしいものとは、違う……。

「さあ、こちらです」

　ドアが開く。

　中では異国の香がうずまき、ぼんやりとした光が、奥に腰かけている何者かの細いつま先を照らし出していた。何重もの薄い紗しやの垂れ幕が部屋の主を隠している。つま先は赤い絹の刺し繍しゆうを施ほどこした中国靴に飾られ、ぬれたように光をはじいていた。

「ようこそいらっしゃい、お嬢さま」

　しっとりとした声が語りかけた。

　女性の声だ。若いと思えば若く、また、次の一瞬にはひどく年をとった女のようにも聞こえる、低くて甘い声だった。まるでこの部屋に漂う香のように、甘くて重く、身と心にまつわりついてからめ取る。

「わたくしはマダム・ニュイ。あなたの心の叫びを聞いて、今夜、こちらへお招きいたしました。かなえたい望みがあるのですね？」

　糸に引かれるように、こっくりとうなずいた。

　ここがどこでも、相手が誰でも、もうどうでもよかった。このマダム・ニュイ、〈夜ニユイ〉と呼ばれる女こそ、自分の望みをかなえてくれる。

　後ろには案内してきてくれた青年が、きちんと手を胸にあてて立っている。

　でも、もうそれもどうでもいい。

「こちらへいらっしゃい、東洋の真しん珠じゆさん。あなたの望みは、きっとかないます」

「――本当に……？」

　か細い声だった。

　何重もの紗しや幕まくのむこうで、紅い唇くちびるが弧こを描くのが見えた。

「ええ。本当に」

　紗幕が一枚また一枚と開いていく。

　痛みも忘れた脚が前に出る。

　夢を見る者の雲を踏むような足取りで、和かず音ねは、〈夜〉の待ち受ける奥津城へと、入っていった。





「和音!?」

　ようやく混雑した舞踏室を横切って、遼りよう太た郎ろうは肩で息をしながら、たどりついたドアをさっと押し開けた。

「うわっ!?」

　おつまみとグラスを満載した給仕があわてて飛びすさった。

「どうなさいましたか、お客さま？　どなたかお探しの方でも？」

「あ、あれ？」

　遼太郎はあせって周囲を見回した。

　ほんの、たった今、数秒前に、黒髪の青年に手を取られた和音が、このドアを抜けて出ていくのを目にしたのだ。しっかりと確認したから、間違いない。

　だいたい、この舞踏室にはいくつものドアがあるが、主な出入り口である玄関ホール以外の扉とびらはほとんど、同じ中庭に面した休憩室ホワイエに通じている。どこから出ても、あまり行き先は変わらない。

　だいいち、数秒と間をおかずにドアを開けたのだから、二人がまだ目の届くところにいないとおかしい。それにこの給仕はドアのすぐ前にいたのだから、二人が出ていったときに目にしていないと理屈にあわない。

「あの、僕みたいな黒い髪の男の人と、白いドレスの女の子の二人連れを見なかったかな？　つい今、ここを出ていったはずなんだけど」

「さあ、お間違えではございませんか。わたくしはずっと休憩室ホワイエでお客さまにお飲み物をお運びしておりましたが、そのようなお方は一度もお通りにはなられませんでしたし、ほかのドアからも出てはいらっしゃらなかったと記憶しております。

　ましてや、つい今、ということであれば、ここに立っていたわたくしの前を通られなかったはずはないと存じます。お客さまのように」

「そ、そうだよね」

　目の持っていきどころがなくて、遼りよう太た郎ろうは広い休憩室を所在なく見わたした。

　ぜいたくなしつらえの広い空間にはいくつもの長椅い子すとクッションが配され、ホールにあったのよりはいくらか小型なシャンデリアの下で、夜の庭園の風ふ情ぜいを楽しみながら、何組かのきらびやかな客がお喋しやべりに興じている。

　そのどこにもあの青年と、白いドレスの少女の姿はない。

「お客さま、申しわけございませんが、お通しいただけるとありがたいのですが」

「あ、ご、ごめんなさい」

　あわてて横に寄って相手を通す。妙な奴だ、と言いたげな視線をよこして、給仕は舞踏室へ戻っていった。扉とびらが閉まった。ざわめきが遠ざかり、遼太郎はとほうに暮れて華やかな休憩室に取り残された。

「和かず音ね？　和音」

　もしかしたら、お喋りしている集団のどれかにまぎれているのか。

　低声で呼びながら、近くに群れているいくつかの輪をのぞいて回ったが、どこにも目指す姿はない。むしろ妙な顔をされるか、露骨にあっちへ行けと手を振られるだけで、なんの成果もなかった。

「いったいどこへ……」

　とほうに暮れてぐったり壁によりかかる。

　いきなり、その腕をおそろしい力でつかまれた。抗あらがう間もなくカーテンの影へ引っぱり込まれる。

「お前、なんでこんなとこにいるんだ、アスパラガス」

　耳もとで鋭くささやかれた。

「ジンジャー！」

　分厚いビロードのカーテンの下で、ジンジャーが怖い顔をしていた。

　舞踏会にまぎれ込むためか、彼女は十八世紀の宮廷お小こ姓しようの服装をしていた。緑のビロードに金モールのついた短い上着、ずらりとボタンのついたシャツ、葡ぶ萄どう酒しゆ色の膝ひざまでのズボンに、白い靴下、ぴかぴかの革の長靴。頭には、徽き章しようのついた筒型の黒い帽子。赤い髪は上着と揃いのリボンできりりとまとめ、なかなかのいでたちである。

「〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉はどうした？　どこにいる？　あの女の力が必要なんだ。奴は強い。あの女だけが奴を本当に始末できる。あいつはどこにいる」

「クリスティーナのこと？　それは僕も知らない。そういえば、どこへ行ったんだろう」

「旧知の友人を見つけたから」どこかへ行ってしまった、と美み弥や子こは言っていた。そのことを伝えると、ジンジャーは歯ぎしりして口汚い言葉を吐いた。

「あいつめ、やっぱり自分一人で動いているな。奴のことは俺たち〈影のロンドン〉の問題でもあるとわかってるくせに、なんて女だ」

「とにかく、クリスティーナのことは僕にはよくわからない。それより、ジンジャー、僕の妹を見かけなかったかい？　白い、真しん珠じゆのついたドレスを着ていて、黒い髪をしたアジア人の男に連れられて、さっきこの舞踏室を出ていったはずなんだけど」

「なんだって？　黒い髪の、アジア人？」

　いきなりジンジャーは目を光らせて向きなおった。多色のひらめきを放つ魔女の瞳ひとみが、あやしく燃えて遼りよう太た郎ろうをとらえる。

「くわしく話せ。そのアジア人に見えた黒髪の男、というのの風ふう体ていはどんなだった。誰を連れていったって？　おまえの妹？」

「そうなんだ。それで」

　結局、最初からぜんぶ話すことになった。いきなりシシィが泣きだし、和かず音ねの相手をさして『くろいおとこのひと』と叫んだあたりにさしかかると、ジンジャーは唸うなり声をもらして、カーテンから飛び出さんばかりにさっと立ちあがった。

「そいつがおまえの妹を連れていったっていうんだな？　その『黒い男』が？」

「そ、そう。だから僕、心配になって連れもどしに来たんだけどどうしても追いつけなくて、そうするうちにこのドアから出ていったはずなんだけど、見つからない――」

「この馬鹿」

　静かに言うと、ジンジャーは思いきり遼太郎の脚を蹴けりつけて、するりとカーテンの下を出ていった。

「ば、馬鹿って何だよ！」

　痛みに跳ね回りながら、遼太郎はあわてて後を追った。

「うるさい。馬鹿だから馬鹿なんだ。なんだって妹のそばにいてやらなかった？」

　乱暴に足音をたてて歩きながらジンジャーは言い捨てた。

「ああもう、まったく鈍感にもほどがある。こないだだってそうだ。だいたい今もだし。なにが『ジンジャー！』だ、まったくこのまぬけアスパラめ。もうちょっとましな口がきけるかと期待したこっちが馬鹿だった」

「ちょっと待ってよ、そりゃ、和かず音ねのことは僕が不注意だったと思うよ、けど、途中から意味がわからないんだけど。何を怒ってるんだよ？　僕、何か言った？」

「やかましい。黙って歩け、アスパラめ」

　自分がぶつぶつ言っていたことに初めて気づいたようで、ジンジャーはいきなり口をつぐんで言葉を切り、あらためて遼りよう太た郎ろうを怒鳴りつけた。ぐうの音も出なくなった遼太郎にふんと鼻を鳴らし、左右を見回す。

　舞踏室の中では新しいダンス曲が奏かなでられはじめており、休憩所ホワイエに群れた人の数は少し減り始めていた。風の匂においを嗅かぐようにジンジャーは鼻をひくつかせ、目を細めた。

「やはり、歪ゆがめられているな。やってみよう。おまえの血がたぶん役に立つ。おいアスパラ、ちょっと手を貸せ」

「手？」

　はい、と素直に出したとたん、ちくっと指先に痛みが走った。

「痛い！　何するんだよ」

「うるさい。男がちょっと痛いくらいごちゃごちゃ言うな。妹を見つけたくないのか」

　遼太郎は黙った。

　遼太郎の指を刺した徽き章しようをもとどおり帽子にピンで留め、ジンジャーは、ちょっぴりにじんだ遼太郎の血を指にとって、四方にはじき飛ばすようなしぐさをした。

「歪められし大地の流れよ、同じ血につらなる者の血脈に従いわれらに門を開け」

　三度踵かかとを鳴らして、もう一度指を鳴らす。

　それから、さっさと歩き出した。まるでどこへ行くべきかわかっているかのように。

「ジンジャー？」

「ついてこい、遼太郎。このあたりは迷宮化している。おまえの血がおそらく鍵かぎになる。相手もたぶん、その事はわかっているはずだ」

「僕？」遼太郎はとまどった。

「僕の血が何で鍵になるのさ。クリスティーナはどうするの」

「あの女は自分で途みちを見つけるだろうさ。心配ない。急ぐぞ。あまり猶ゆう予よはない」





　いったいどこを歩いているのか、遼太郎にはだんだんわからなくなってきた。

「ジンジャー、ここどこ？　僕たち、ルスヴン卿きようの屋敷にいたはずじゃないのかい」

「ここは卿の屋敷であって屋敷じゃない」

　先を歩きながらそっけなくジンジャーは答えた。

「以前、あの女魔術師といっしょに〈影のロンドン〉へ入ってきたことがあっただろう。ちょうどそれと同じようなものだ。大地の力の流れを操作することによって、特定の人間しか足を踏みいれられない空間を作り出しているんだ」

　遼りよう太た郎ろうは思わずあたりを見回した。

　前にも、後ろにも、ずっと同じような長い廊下が続いている。ところどころに暗い明かりが灯ともっているが、全体的になんとなくぼんやりと影がかかっているようで、どこから始まり、どこで終わっているのか、まったく見通しがつかなかった。

　どれほど大きな家であっても、こんなに長い廊下がただまっすぐ続くだけの空間があるわけがない。しかもあれだけいた客は一人も姿を見せず、ジンジャーと遼太郎の立てる物音以外、コトリとも音がしなかった。

「だが、力の質が俺たちのものとは違う。だから、おまえの血が鍵かぎとして必要なんだ」

「だからなんで、僕の血が――うわっ!?」

「ぎゃっ!?」

　いきなり後ろから尻に激突されて遼太郎はふらついた。

「貴様、無礼者！」

　ぶつかってきた相手がぶつけた尻しりを押さえ、顔を真っ赤にしてくってかかってきた。

「この大魔術師バシレウス・サロモンの、偉大なる技を中断させるとは何事だ！　せっかく怪しい呪じゆ物ぶつを見つけて回収していたというのに、集中が台なしではないか！　だいたいこれだから魔術の秘密を理解せん一般大衆というものは……あれ？」

　そこまで朗ろう々ろうとしゃべってから、ようやく相手が誰かに気づいた。

「なんだ、魔女の使い魔に先日の小汚いちびではないか。こんなところで何をしている」

「小汚い……？」

「え、あの、ええと、君こそここで何してるの、アレックス」

　低く唸うなったジンジャーに、割って入る必要を感じた遼太郎はあわてて身を乗りだして口をはさんだ。

「何をしているのか、だと？　見てわからんのか、無能な使い魔め」

　やっぱり黒いずるずるローブのアレックスは、腰に手をあててふんぞりかえった。

「われ大魔術師バシレウス・サロモンは、暗き魔術の陰いん謀ぼうが影で行われているのを察知し、発見した呪物の回収、および細心なる解かい呪じゆにあたっていたのがまさに一目瞭りよう然ぜんだろうが。まったく、馬鹿と阿あ呆ほうと間抜けはこれだから困る」

「馬鹿って……」

　ジンジャーに言われるよりはるかに脱力するのは何故だろう。

「……まあいいや。それで、そこに持ってるのは何？」

「見てわからんか？　これこそ僕が最大の注意を払って発見し、解かい呪じゆにこれつとめている邪悪な魔術の産物だろうが。まったくこれだから無能は」

「ちょっと見せろ」

　途中でジンジャーが容よう赦しやなく手の中のものをもぎ取った。アレックスは猛もう然ぜんと抗議したが、あとの二人はほとんど注意を払う余裕がなかった。

「見たことのない模様だな」

　ジンジャーは目を細めた。

　指先ほどの小さな白い石の球だ。磨いた表面に、細い黒い線で何事か書きこんである。遼りよう太た郎ろうは一つ受け取り、光にすかして見て、愕がく然ぜんとした。

「これ、漢字だ」

「カンジ？」ジンジャーがけげんな顔をする。

「僕の国や、アジアのいろんなところで使っている文字の一つだよ。でも、どうしてこんなところで。そうだ、これ、確か中国かどこかの術の一つに使うのに似てる」

　昔、実家での修業時代に叩たたきこまれた、各種の呪じゆ術じゆつや呪法に関する知識が少しずつよみがえってきた。術者流の工夫が加えられているようで、呪じゆ物ぶつを見ただけでは判断はできないが、確か、遁とん甲こう術とかいう中国あたりの陰身術に使うものによく似ている。

　小は自分一人の身を隠すものから、大は戦争において一軍をまるごと迷宮に誘い込んで全滅させるなど、古代にはさまざまに使用されたらしい。三国志で有名な軍師諸しよ葛かつ亮りようも、この奇き計けいを使用して敵軍を破ったという口こう碑ひが伝わっているくらいだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「なるほど、それで妙な感触がしたのか。異国の術だったとはな」

　ジンジャーがどこまでも続く暗い廊下を睨にらみすえる。

「だが、呪じゆ物ぶつがそれだけ回収されているのなら防壁もかなり弱くなっているだろう。行くぞ、アスパラ、それからそっちの、えーと」

「バシレウス・サロモンだ！」

「……バなんとか。お前のおかげでだいぶ見通しがきくようになった、その点は褒ほめてやる。そのカンジとやらの書かれた石を全部貸せ、バうんぬん」

「バシレウス・サロモンだと言っているだろうが！」

　それでもぶつぶつ言いながら渡すことは渡した。石を集めるのに夢中になっていたが、自分が異様な場所に迷いこんでいることにやっとのことで気づいたらしい。

　ジンジャーは石の球をしばらく掌てのひらで転がしていたが、やがてひとつをつまみ上げ、指先ですり潰つぶした。白い粉がこぼれ落ちる。くぼめた掌にふっと息を吹きかけると、粉は一筋の煙のように舞い上がって、かなりの速さで一方向へと流れはじめた。

「あの粉のついたところに迷宮の中心がある」

「そこに、和かず音ねも？」

「おそらくな」

「ちょっと待て、あの女魔術師はどこにいる？　クリスティーナ・モンフォーコンは」

　しんがりから息を切らせてついてきているアレックスがわめく。バ（略）として、彼女に自分のなしたことの成果を見せつけるまでは帰る気はないらしい。

「クリスティーナだったら、きっと自分がいちばんかっこよく見える瞬間を狙って登場するから、心配ないよ。そういう人だから」

「……お前、最近わりと言うようになったんだな」

「慣れの問題、かな」

　自分でもちょっとそう思う。

　三人はうっすらと流れる煙の筋を追って通路を進みつづけた。最初のうちはほぼずっと変わらずまっすぐな床が続くばかりだったが、そのうち、異様に傾いた壁と、床と、急角度に曲がる角が頻ひん繁ぱんに現れるようになった。暗い明かりが不安げにまたたく。

「近いぞ。準備しろ。気をひきしめるんだ」

　ジンジャーの声も固い。遼りよう太た郎ろうはごくりと喉のどを鳴らし、両手の拳こぶしをかたく握りしめた。ぎゃあぎゃあ言っていたアレックスも、雰囲気に呑のまれてか静かになっている。

　ふいに、小さなホールに出た。明るい小さなシャンデリアが天井に下がり、正面に、樫かしの木の立派なドアがひとつある。

　紅あかい絨じゆう毯たんの敷きつめられた床に、一人の長身の青年が、黒い夜会服に身を包み、胸に手をあてて客を出迎えるように頭こうべを垂れていた。和かず音ねを連れていった、あの青年だった。

　ゆっくりと顔をあげる。血の気のない肌は象ぞう牙げのようになめらかだ。白はく皙せきの顔に切れ長の目、ぴったりと撫なでつけたつやつやした髪、そのすべてが、黒い。

「ようこそ、跡あと部べのご長ちよう子し殿。跡部遼りよう太た郎ろう君」

　日本語だった。

　遼太郎は愕がく然ぜんとして足を止めた。

「日本語……？　日本人？　ど、どうして僕の名を!?」

「それはもちろん知っているとも。君は、『あの方』の孫なのだもの」

　低い声は耳にやさしく、聞いているといつのまにか魂たましいをとらわれそうだった。

　茫ぼう然ぜんとしている遼太郎を押しのけて、ぐいとジンジャーが前に出た。

「お前が、〈奴〉のしもべか」

「だとしたら？」

　青年の声はあくまでもやわらかい。

「そこをどけ」

　ジンジャーは服のどこかから、とげだらけの枝で編まれた輪のようなものを取りだした。くくりつけられた革袋の中から、刺激的な香料の臭いが鼻をつく。

「お前の主人は大地に拒こばまれたものだ。われわれ〈影のロンドン〉の宮廷は、お前と、お前の主人に、すぐさまイングランドの大地から退去するよう命令する。拒否は認めない。今すぐ船に乗って、われわれの地から出てうせろ」

「ああ、大地を統すべる小さな魔女姫」

　英語に戻って、青年はうやうやしい礼を取った。

「一介のしもべである僕が、あなたのそのご命令にすぐにお返事するわけには参りません。どうぞ中へ入って、わが血の母ブラツド・マザーとお話しください。彼女があなたのお言葉に従うと言うのならば、僕もそうしましょう」

「不死者ノスフェラトウ！」

　鋭く吐き捨てて、ジンジャーはさっさと前に進んだ。

　青年はうやうやしく道を空ける。

　彼は僕らがここにたどり着くことを知っていたんだ、と唐突に遼太郎は悟った。和かず音ねを連れていったことも、僕が追いかけてくることも、全部計算のうちだったんだ。

「和音は？　和音はどこにいるんだ。あんたが連れていったんだろう」

　頭を垂れたままの青年に、遼太郎は性急に問いかけた。

　青年はわずかに目をあげ、笑った。

　うすい唇くちびるに、小さな、白い針のようなものが一瞬きらめいてすぐに隠れた。

「中へ入ればすぐにわかりますよ、跡あと部べのご長ちよう子し殿」

　全身に理由のわからない震えが走った。

　ふいに、この顔は、自分に対してとても近しいものであるような気がした。遠い昔から、よく知っている顔のような。

　だが、そんなことはありえない。こんな異国の地で、こんな状況で、こんな――。

　扉とびらがゆっくりと開いた。

　中は、紅の洪水だった。さまざまな色のうすい紗しやがランプや燭しよく台だいにかぶさり、あわい桃色からしたたるような真紅まで、何重もの影を空間いっぱいにゆらめかせている。

　アジア風の燭台から垂らされたガラスや玉石がすずしい音をたてて鳴った。血色の水を充みたした水槽のような部屋に、ただ一つだけ、純白の姿が見えた。

　黒い髪を、白いドレスに垂らした女がぼんやりと見えた。身にぴたりと添ったドレスの線を見ただけでも、彼女のこの世のものとは思えぬ美が雷鳴のように遼りよう太た郎ろうを打った。

　女は、真紅の絹を張った大きなクッションに身を埋め、真しん珠じゆとジルコンをかざった白いドレスのかぼそい少女を、しっかりと腕に抱きしめていた。

　乱反射する光の向こう側で、その二人のドレスばかりが目に痛いばかりに白い。少女はぐったりと女の膝ひざの上によりかかり、あおむいた顔にはほとんど色がなかった。

　のけぞった喉のどから、一筋の赤い血が流れてドレスを染めていた。
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「和かず音ね！」

　少女が誰かを悟さとった瞬間、遼太郎の呪じゆ縛ばくはとけた。一声叫んで、何もかも忘れて女のところへ突進しようとする。

　そのとたん、誰かに恐ろしい怪力で肩をつかまれた。

　人形のように持ちあげられ、ドアの外へ放ほうり出される。床に叩たたきつけられ、しばらくは声も出なかった。

　ようやく起き上がると、あの黒衣の青年が、無表情な顔で見つめていた。

「お静かに」そっけなく彼は言った。

「わが闇やみの母は食しよく餌じをとっておられる。誰にも邪魔することは許されない。彼女が待っておられる、ただひとりの相手のほかは」

「なんで、こんなことを」

　痛みでにじんできた涙をまばたいて振り払い、遼太郎ははね起きた。身に覚え込んだ体術の全力をつくして相手に飛びかかる。

「僕の妹を、和音を返せ！」

　だが、青年は退屈そうに肩をすくめただけだった。全身の気力をこめて体当たりした遼りよう太た郎ろうをさっきと同様、片手で受けとめ、かるがると地面に叩たたきつけた。頭を激しく打った遼太郎は、しばらく頭もあげられなかった。

「跡あと部べ家伝来の氣体術か。なつかしいな」

　相手の声が遠くから聞こえてくる。

「さすがに少しは仕込まれているようだが、今の僕にはかなわないよ、跡部の長ちよう子しくん。少なくとも、ただの人間でしかない、今の君にはね」

「あんた、誰なんだ」

　あえぐような遼太郎の問いに、彼は黙って視線をそらした。室内からはジンジャーの怒りに震える声が響いている。

「その娘を放せ、ノスフェラトゥ！　お前にこの地に足をおろす資格など何一つない！」

「すばらしい弁舌の才をお持ちだね、〈影の宮廷〉の王女」

　はじめて、女の声が聞こえた。猫が喉のどを鳴らすような声、白鳥の和毛にこげ、最上のベルベット、そのどれにも勝るやわらかさと快い響きだった。

　だが、そのどれもが血に染まっていた。胸を押さえながらやっと起き上がった遼太郎は、幾枚もの紗しやの重なりのむこうで、白い手がいとおしそうに妹の青ざめた頬ほおを愛あい撫ぶするのを見た。

「けれど、なぜお前のような小娘に指図されなければならないのかはわからない。わらわはいつでも行きたい場所へ行き、欲したものを手に入れるのだよ。此こ度たびの来訪は、五十年前に手に入れそこねた忘れ物をとりに来ただけのこと。ねえ、霧む月つきや」

「はい」

「そこにいる少年もこちらへ連れておいで。あの娘と同じ血の匂においがするよ。五十年待たされた代償に、二人のしもべを新たに加えるのもいいかもしれない。この娘の望みにもかなうことだもの、それがいいのじゃないか」

　霧月と呼ばれた青年はさめた目でこちらを見た。遼太郎は身を固くした。

「彼自身は何の力も持っていないようですが」

「ならばますます好都合。〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉の者が到着しないうちに、わが所有物のしるしを押しておくのだよ。ぐずぐずせずに、はよう連れて来や」

「吸血鬼ヴアンパイアめ！」

　ようやく驚きからさめたらしいアレックスが怒鳴った。

「ようやく見つけたぞ。ミイラ事件もお前のしわざか。お前たちの弱点くらい、この大魔術師バシレウス・サロモンが知らないとでも思っているのか。そら！」

　内うち懐ぶところからさっと取りだしたのは、重たげな真しん鍮ちゆうの十字架だった。自信満々で前に突きつけ、重なりあう幕に一歩一歩近づく。もう片方には、水の入った小瓶を握っていた。

「さあ、聖なる十字架と、聖水盤からとってきた聖水だ。滅ぼされて灰になりたくなければ、その娘を放せ、そして、神の威光の前に屈服するのだ！」

　さらにアレックスは続けようとしたが、その先ははじけるような笑い声でさえぎられた。とまどって口をつぐんだとたん、幕の内側から白い繊手がつとのびてきた。

　手はアレックスの手から十字架をあっさり奪い取り、一瞬でぐしゃぐしゃに握りつぶした。聖水の瓶は落ちて砕け、紅い絨じゆう毯たんに染みを広げた。

　アレックスは茫ぼう然ぜんとしている。

「十字架も聖水も、わらわにはなんの効力ももたぬ」

　楽しむように女は言った。

　黒衣の青年は小さく肩をすくめた。ジンジャーが叫んでいる。

「やめろ、不死者ノスフエラトウ！〈女主人クイーン・マザー〉の名において命令する……」

「わらわは誰の命令も聞かぬ」冷れい酷こくに女は言い捨てた。

「さ、こちらへおいで、そこの少年。たとえ珍めずらかな力はなくとも、あのあざやかな娘の血を引く者、いくばくなりともわらわの慰なぐさみとなってくれよう、この娘とともに」

　肩が乱暴につかまれ、引きずり上げられる。

　抵抗しようとしたが、手足がしびれて動かなかった。ぐったりと横たわる和かず音ねが目にはいる。助けなくちゃ。頭ばかりが高速回転しているのに、身体からだは少しも動かない。もどかしさに涙がにじんだ。

「ちょっと待ってもらおうか、黄ウオン夫人」

　その時、頭上でりんとした声が響いた。





「いや、今はマダム・ニュイというのかな？　とにかく、その坊やは、ぼんくらとはいえ私の従じゆう僕ぼくで、その娘さんはうちの下宿人なんだ。従僕と下宿人をいっぺんに奪うとは、いくらなんでもあこぎが過ぎるぜ。半世紀前の忘れ物とはね。気が長いのは知っているが、いささかしつこ過ぎやしないかい？」

「〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉！」

　紗しやのうちから聞こえる声に初めて動揺が現れた。中ですばやく立ちあがる気配がし、和音が、人形のように床に投げ出された。

　ジンジャーが急いで受けとめ、傷の様子を見る。その顔がみるみる憂ゆう慮りよに引き締まった。

　肩から手が離れ、遼りよう太た郎ろうはどさりと床に落ちた。懸命に、這はうようにして和音のもとへ向かう。アレックスは握りつぶされた十字架の上でまだ茫ぼう然ぜんとしていた。

「そんな馬鹿な。吸血鬼は神の聖なる力の宿ったものには触れられないはずだ。特に十字架には。銀でないのが悪かったのか、それとも」

　その隣を通りすぎ、クリスティーナが悠ゆう然ぜんと部屋に入ってくる。いつもの赤い石のついたステッキを携え、自分の屋敷を闊かつ歩ぽするような気軽さで、堂々と。

　すっと誰かがそばにかがみ込んで、助け起こしてくれた。レギーネだった。

　彼女の手が触れると、嘘うそのように身体からだのしびれがとれた。遼りよう太た郎ろうははね起きて、まっすぐ和かず音ねのもとへ飛びついた。ジンジャーから抱きとり、必死になって頬ほおをたたく。

「和音！　和音！」

　返事はない。和音は力なく目を閉じたまま、口を小さく開いて苦しげな息をしている。

　開かれたドレスの胸は血に染まり、耳の下の、頸けい動どう脈みやくのあたりに小さな二つの傷がぽつりとあった。傷の大きさからは信じられないほどの血の量だ。

「半世紀。待ったぞ、魔術師」

　ゆらりと紗しや幕まくが開いて、誰かが流れるように前へ出てきた。

　香煙を抑えて、血の香りが強く鼻をついた。衣きぬ擦ずれがさらさらと鳴り、黒い髪が長く床を掃はいた。

　進み出た女は、まさしく美の化身と言うにふさわしかった。ただし影の、闇やみの美、光のささぬ場所の隠花植物の美しさではあったが。

　クリスティーナを真昼とすれば、この女は真夜中。男装し、黄金の髪をインヴァネスの肩に散らしたクリスティーナに対して、彼女は身にぴたりと添う白いシルクのドレスで装い、扇情的な肉体の曲線をこれ見よがしにさらしている。

　ぬめ光る肌には一点の染みもなく、紅く染められた爪と唇くちびるはたった今血にひたされたようにぬらぬらと輝いている。アジア系ともヨーロッパ系とも、どちらともとれる顔立ちは双方の美の精せい髄ずいのみを取り集めたというもの。黒い瞳は奥に昏くらい炎を宿し、かすかにつり上がった口もとは恐ろしい笑みの形。

　ただ、この美の極致のなかばは、金彩で模様を描いた陶器の仮面に隠されていた。白い顔の右半分が、仮面によって隠されているのだ。苛いら立だったように女は仮面に触れた。紅あかい爪がきしみ、その指がかすかに震えるのを遼太郎は見た。

「あの屈辱は忘れぬぞ、〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉。ようもわらわの、この美しい顔に傷をつけやったな。此こ度たびの来訪は、そのための意趣返しよ。なぜわらわがここ、この小汚いロンドンなる場所で、おまえの縁者をわがしもべに選んだと思うかえ」

「なるほどね、人前に出られるほどになるまで半世紀かかったと。そういうわけか」

　あっさり看破してクリスティーナは嘲ちよう笑しようし、女が歯ぎしりするのを見てまた笑った。立ちつくす黒衣の青年に視線を移す。

「やあ、ムツキ、久しぶりだね」

　声には、この場にふさわしくないほどの温かみがこもっていた。

「変わりがないようで何よりだ。先ほどは楽しませてもらったよ。この奇き門もん遁とん甲こうも君のしわざかな？」

「貴女あなたもお変わりないようで、ミス・モンフォーコン。その通りです」

　小さく一礼して青年は答えた。

「かなり腕を上げたようだね、褒ほめてあげよう。〈ドクトル〉はなかなかの出来だったよ。まだこの女にくっついているとは思わなかったが？」

「〈闇やみの母〉に付き従うのは子ゲツトの務めです」

「なるほど、そうか。もともと君はそういう奴だったな、忘れていたよ」

「クリスティーナ。誰なんです、この人は」

　和かず音ねを抱きしめながら、遼りよう太た郎ろうはようやく言った。

「彼はね、遼太郎君」

　静かにクリスティーナは言った。

「彼の名は玄くろ塚つか霧む月つき。跡あと部べの四分家のひとつ、玄塚家の血筋で、かつては、君のお祖ば母あさま、たか女め様の付き人だった男だよ」

　遼太郎は思わず青年の顔を見た。

　自分の正体を明かされても、青年の顔には何の変化も見られなかった。ただ無表情に立ちつくし、感情のない目で遼太郎を見返した。遼太郎はぞっとして視線をそらした。視線を通して、何か気力を吸い取られるように感じたのだった。

「玄塚の……人？　お祖母さまの付き人だったなら、どうしてそれが」

「不死者ノスフェラトウに、ということかね？」

　青年から目を離さないまま、クリスティーナは静かに言った。

「さて、それは私から話すようなことでもないだろう。いずれにせよ、君は知らなくてもいいことだ、遼太郎君。――和音嬢を〈母〉の犠牲に推挙したのは君かね、ムツキ」

「お聞きにならなくても推察はおできでしょう。貴女はかしこい方だ」

「なるほど、それもそうだった。そろいもそろって執念深いもいいところだな」

　爪を鳴らしながら唸うなっている女吸血鬼の方をちらりと見やる。

「もっとも、君の場合は私もいささかの同情を感じないものでもない。ふむ。このまま和音嬢とうちの従じゆう僕ぼくを返して、去ってくれる気はないかね？」

「そんなことはできないのは、貴女のほうがよくおわかりのはずと思いますが」

「違いない。――動くな！」

　インヴァネスの内側から、瞬時にして銀の短剣が出現していた。

　女吸血鬼が山猫のような唸り声を発して下がる。先ほど、シヴィル・セント・クレアから取りあげた短剣の彫刻入りの刀身に、誰のものか、赤い鮮血がしたたっていた。

「わかるかね。これで一撃されたら、君はまた半世紀の間、どこかに隠れて暮らさなければならないよ、ウォ――おっと、マダム・ニュイ。その仮面がどうしてそこにくっついているのか、忘れたわけではあるまいね？」

「わが呪のろいを受けるがいい、〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉」

　爪をかちかちと鳴らしながら、女吸血鬼は吐き捨てた。つり上がった目が、憤ふん怒ぬに赤く燃えている。長く伸びた爪が十本の針のようになってクリスティーナを狙ねらい、ぬれた紅あかい唇くちびるからは、隠しきれなくなった長い牙きばが飛びだしている。

「しかし此こ度たびはわらわの勝ちじゃ。すでにその娘には、わらわがしるしを下しおいた。わらわが呼べば、その娘はどこにいようとやって来ずにはおられぬ。たといお前の力でも、止めることはできぬぞ、女魔術師」

「なるほどね。そうすると、やはり決着をつけるしかないということか」

　独り言のように呟つぶやいて、クリスティーナは再び短剣を構えた。切っ先に血のしたたる、奇妙な銀の短剣を。

「させぬ！」

　かん高い叫びとともに、風が渦巻いた。

　ムツキと呼ばれる黒衣の青年が前に飛びだし、女主人を腕にかかえ上げる。その姿がふっと薄れ、消えかかる。

　たまぎる絶叫があがった。クリスティーナが短剣を投げたのだ。

　剣は女吸血鬼の顔に当たり、半面をおおう仮面を砕いた。夜ニユイという名の吸血鬼は、顔をおおって絶叫した。

　その名のとおり、夜の美しさを一身に集めたような顔の半分は、まるで溶岩にひたされたかのように焼けただれていた。

「おのれ、この屈辱は忘れぬぞ、〈聖なる血〉」

　白く濁った片目が、クリスティーナを地獄も震しん撼かんさせるほどの憎悪をこめて凝ぎよう視しした。

「その娘はいずれわがものじゃ。どこへ隠そうとも、いずれわが呼び声はその娘をわがもとへ導くぞ。覚えておくがいい、〈聖なる血〉。わらわ、〈夜ニユイ〉なる不死の女王は、手に入れると誓ったものはけっして見逃しはせぬ」

　あとははげしい風の音がすべてを覆った。

　遼りよう太た郎ろうは和かず音ねを抱いて必死に顔を伏せていた。ようやく轟ごう音おんが収まり、顔をあげると、ジンジャーとアレックスが、血の気をなくした顔でいっしょに頭をあげていた。みな、いつのまにか抱き合って風を避さけていたのだった。

　豪華な部屋のしつらえはいつのまにか消え失せ、埃をかぶった中国灯どう籠ろうと、ずたずたに裂さけた色あせた紗しやのカーテンが海かい藻そうのように暗い部屋に揺れていた。

　遠くから、かすかに宴会のざわめきが届いてきた。

「逃したか」

　クリスティーナが短く言った。

　かがみこんでいた彼女が立ちあがったとき、その手には、あの重たげな銀の短刀が、刃についた血もそのままに、にぶい光を放っていた。



    

  
    
      


　　第四幕　〈非在館ノーウエア・ハウス〉の主人



　　　世の中にはねえ、きみ、人間の憶おく測そくできんことがいろいろあるのだよ。



――ヴァン・ヘルシング教授
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「『不死者ノスフエラトウ』」

　とクリスティーナは言った。

「幽　鬼ヴルコラカス、死　霊レムレース、そして吸血鬼ヴアンパイア。言い方はさまざまだが、多少の性質の違いはあれ、たちの悪さではみな共通している。そして今回の相手は、その中でも特別たちの悪い、執念深い女だ」

　一夜明けて、一同はホルボーンのモンフォーコン邸の居間に、寝不足の疲れ切った顔をそろえていた。ジンジャーはまだ小こ姓しようの扮装を脱がないままで、硬い表情をし、何かを待つようにいらいらと歩きまわっている。

　昨晩は、シシィが泣きやまない上、美み弥や子こと和かず音ねも慣れない場所で疲れたからと、伯はく爵しやく夫人には伝言を残して引きあげた。

　あとになって伯爵夫人から心のこもった見舞いの品と、自分が引っぱり出しておいて、きちんと見ていてあげられなくてすまない、これに懲こりずに、ぜひ今後もいっしょに楽しんでほしい、と丁てい寧ねいな手紙が届いた。メッセンジャーをつとめたエドワーズ氏は、応対に出た遼りよう太た郎ろうにいたわりの目を向け、昨晩はさぞかしお大変でしたでしょう、お妹さまをお大事になさいませ、と優しくつけくわえた。

　事情を話すわけにはいかない遼太郎は、不覚にも涙が出そうになった。元気になったら必ずまた遊びに行きます、そうお伝えください、と答えておいた。

　居間に戻ると、ふたたび現実が待っていた。シヴィルとアレックスまでなぜかいた。アレックスは大魔術師バ（略）として、再び吸血鬼が襲ってきた時の用心に、こちらに泊まり込むと言い張ったのだ。

　美弥子は、跡あと部べ一族の関係者が敵に回っているという事実に、ただただ言葉もないようすだった。シシィはショックからまだ回復せず、リトルに守られて部屋で休んでいる。

　そして和音は、厳重に鍵かぎをかけられ、さらにジンジャーとクリスティーナによって二重に封印された部屋の中で、こんこんと眠りつづけている。

「奴らはほとんどが生者の血、肉、または精気を食い物にし、自分たちと同じ汚染をほかの者にまで拡ひろげる。そのために狩りたてられ、多くの者が滅ぼされてきたが、それでもまだ生き残っている強力な者が、『不死者ノスフエラトウ』と呼ばれる」

　気に入りの寝椅い子すに足を伸ばしたクリスティーナが、物もの憂うげに説明した。

「あの女――マダム・ニュイと名乗っている――は、生まれは十二、三世紀のヨーロッパらしいが、だれもはっきりしたことは知らない。とにかく、そのころからちらちらと歴史の裏表に姿を見せては、犠牲者の血をすすりながら何百年も生きている。五十年前には、日本の横よこ浜はまの中国人街に現れて、そこにいるうちの従じゆう僕ぼくの」

　指さされて、遼太郎はびくっと肩を動かした。

「祖母ぎみを自分のペットにしようとしたが拒否され、代わりに彼女の付き人であった青年、玄くろ塚つか霧む月つきを転化させて、つまりヴァンパイアに変えて、連れ去った」

「その、玄塚、というのはどういう家なんですか、遼太郎君？」

　シヴィルが椅子から身を乗りだして尋たずねた。

「四分家の中では、いちばん新しい家なんです」

　のろのろと遼太郎は口を開いた。

　まだ、衝撃から脱しきれていないのは彼もおなじことだった。和音が吸血鬼の毒どく牙がにかかったのと同時に、こんな場所で見るとは思ってもいなかった、跡部一族の関係者と顔を合わせたのだ。しかも、祖母の付き人だったという青年に、恐ろしい吸血鬼として。

「呪禁じゆごんの術を継ぐのは跡あと部べ家の人間、というのが基本ですが、ほかの四つの家にも、血筋としてそれぞれ強く現れる特徴があります。美み弥や子こさんの赤あか羽ばね家は予知と遠見」

　ひざの上でぎゅっと手を握りしめていた美弥子がおびえたように顔をあげた。

「和かず音ねの青しよう野のは念話と念動。念じるだけで相手に考えを伝えたり、物を動かしたりする力です。黄きノ原はらはおもに、医療と薬学。これには火薬や、毒薬も含まれます。比較的新しい黄ノ原と玄くろ塚つかには、赤羽や青野のような異能力はもともと持っていない人のほうが多いんです。赤羽と青野が本家の跡部と密接につながりを持っていて、黄ノ原と玄塚は、どちらかといえばそれを脇から支える役回りというのがこれまでのしきたりでした」

「なるほどわかった」シヴィルが唸うなる。

「それで、玄塚家の役割というのはなんだね？」

「跡部の人間が衛え士じとして活動するときに使う、武器を精錬することです」

　遼りよう太た郎ろうは答えた。

「武器に限らず、からくり仕掛けで動く人形や、近代ではいわゆる機械なんかを発明する才にも長たけています。その、霧む月つきという人のことは僕は聞いたことがありませんけど、その〈ドクトル・アヴァランシュ〉というからくり人形がその人の作だと言うのなら、頷うなずけると思います。玄塚に昔、すごい天才が出たという噂うわさは耳に入ったことがありますから、その人がもしかしたらそうなのかもしれません。ただ、誰に訊きいても、そのことはそれ以上口にしてはいけなかったみたいで、教えてもらえませんでした」

「ま、それはそうだろうね」

　クリスティーナが退屈そうに言った。

「五十年前に私が出会ったとき、彼は位い階かいとしては末席にあたる玄塚家の人間でありながら、本家である跡部の当主の姫、たか女めさまの付き人として選ばれていたんだ。当時でさえも、よっぽどの天才だったんだろうよ、彼は」

「その天才が主人を裏切って吸血鬼になり、闇やみに堕おちた、ですか」

　眉まゆをひそめ、シヴィルが小さくため息をついた。

「ひどい醜しゆう聞ぶんだったでしょうね。厄やつ介かいだな。マダム・ニュイ一人でさえそうとう厄介なのに、そんなしもべまでが付いているとは」

「なにが厄介だ。わかったような口をききおって、一般人め」

　横に座ってふくれていたアレックスがぽかりと家庭教師の頭を叩たたいた。

「あ痛。何も殴なぐることないじゃないですか、坊ちゃん」

「うるさい一般大衆」

　アレックスは立ちあがって、ローブの裾すそを引きずりながら行ったり来たりしはじめた。つい単なる家庭教師の仮面を外しかけてしまったのに気づいて、シヴィルはおとなしく椅い子すに引っこみ、眼め鏡がねの奥で目を光らせるにとどめた。

「この大魔術師バシレウスがすべての力をこめて突きつけた十字架を、あの女はあざわらって握りつぶしてみせたのだぞ。これが厄やつ介かいなどという一言で片づけられるような事態か。だいたい、あの和かず音ねという娘はどうなるのだ。吸血鬼の犠牲者は、いずれ同じように吸血鬼になるというが、まさか、あの娘も――」

「そんなことさせるもんか！」

　飛びあがって遼りよう太た郎ろうは怒鳴った。

「和音は大事な僕の妹だ。どんなことがあっても、必ずあの化け物の呪のろいから、あの子を解放してみせる！」

「――大事な僕の妹、ね」

　低い声で呟つぶやいたので、クリスティーナのその言葉は遼太郎には届かなかった。

　アレックスが不服そうに先を続けた。

「いいだろう、だが、十字架が効かないというのはどういうことだ？　ああいう不自然な死者や穢けがれた者たちにとって、キリストや聖なる遺物に関する物は、致命的な毒なんじゃないのか」

「それは、単にそう思いたい人間がたくさんいる、ってだけの話でね」

　目を伏せたまま、クリスティーナが応じた。

「現実的には、〈聖なる〉品がそうした穢れた死者に効力を発するのは、相手による、としか言えない。考えてもみたまえ、だいたい自分が信じてもいないような神の威光に、震えあがる馬鹿者がいると思うかね？」

　居間はしんと静まりかえった。

「意に反してそうなって、神なんてものをまだ信じてるような新米なら恐れおののくだろう。だが、あの女は自ら望んで闇やみの住人になっている。十字架なんぞせいぜい、唾つばを吐きかけて踏みにじるおもちゃくらいにしか思っていない。効果がないのはあたりまえさ。

　神や聖遺物が闇を退けるなどと考えているのは、教会を信じている善男善女と、そう思っていてくれなければ困る教会関係者、あとはその誤ご謬びゆうをまるのみにして三文小説を書いてる作者に、その読者くらいなんだよ。悲しいことに」

「じゃあ……じゃあ、いったいどうすればいいんですか！」

　我慢しきれなくなって、遼太郎は立ちあがった。

「このまま黙って和音があの吸血鬼のものになるのを待てっていうんですか。あの女吸血鬼は、『自分が呼べば、どこにいようと和音は自分のところへ来ずにはいられない』って言ってました。和音を守る方法はないんですか？　あの子の首の傷を消す方法は？」

「方法はただ一つ」

　短くクリスティーナが言った。

「あの女、マダム・ニュイを見つけ、今度こそ、完全に、滅することだ」

「でも、どうやって――あ」

　ふいに、恐ろしい考えが頭を走りぬけた。遼りよう太た郎ろうは愕がく然ぜんとしてクリスティーナを見た。

「クリスティーナ。あなたは『古なじみが英国に戻ってきたようだ』と言っていましたね。確か、舞踏会に出発する前に」

「ああ、言ったね」

　クリスティーナは平然としていた。

「もしかして――もしかして、あなたは」

　その先を口にする前に、遼太郎はいったん大きく息を吸わなくてはならなかった。

「あなたは、あそこでマダム・ニュイが、僕や美み弥や子こさん、和かず音ねのうち誰かに、手を出すのを前もってわかっていたんじゃありませんか？」

　クリスティーナは答えなかった。

　だが、朱い唇くちびるの両端がきゅっとつり上がった。

　それがすでに答えのようなものだった。美弥子が小さく息を呑のんだ。

「どうして、どうしてそんなことが！」

　一瞬にして頭に血が昇り、遼太郎は夢中でクリスティーナにつかみかかった。

「僕のことはどうでもいい、でも関係ない美弥子さんや和音まで事件に引きずり込んで囮おとりに使うなんて、どうしてそんなひどいことができるんです!?

　あんなに舞踏会に夢中になっているように見えたのも、それが理由だったからなんですね。あなたが僕たちを連れて出ていけば、必ずマダム・ニュイは姿を現すと。その通りになってさぞかしあなたは満足でしょうけど、でも、もうそんなことはさせない。和音は僕が守ります。あなたの力なんか借りるもんか」

「以前にもこのことでは議論したと思うがね、坊や」

　クリスティーナは組んだ両手に顎あごを載せ、笑みを浮かべた。獰どう猛もうな獣の微笑、酷薄な狩人の表情が、美しい顔にさらに凄すごみを与えていた。

「まだ勘違いしているようだから言っておくが、私はべつに正義感や慈善から、化け物や妖物を狩っているわけではない。私には、私なりの理由があってやっていることさ。その事に関して私はいかなる手段も自分に禁じる気はないし、役に立つと思うことなら即座に利用する。一片の良心の痛みも感じずにね。私がそういう人間であることは、君ならば、もうとっくの昔にわかっていていいことだと思っていたが」

「でも、美弥子さんも和音も、あなたを信用して……」

「信用するのはもちろん信用してくれていいとも。それは私の問題じゃなくて、彼女や和音さんの問題だから」

　ちらりと目をやった。美弥子はソファの上で身を固くしている。

「むろん、不必要な危険を冒させることはしないし、まあ今回のことに関して、事前に言っておかなかったのは失礼した。しかし、人の心を読むことなど本をめくるよりたやすいあの女吸血鬼に対して、自分が囮おとりだと知っている囮など使えたものじゃない。君も跡あと部べの関係者であれば、こうした戦いには細心の注意が必要なことくらい理解しているはずだ。違うかね、美み弥や子こさん」

「それは……はい」

　震え声で美弥子は答えたが、さすがに傷ついた気持ちは隠せないようだった。

「それは、お姉さまのおっしゃるとおりです。でも、和かず音ねさんは」

「彼女はマダム・ニュイの呼び声を聞きつける。どこにいようと」

　無造作にクリスティーナは言った。

「彼女が行く先、あるいはいる場所に、あの女は必ず姿を現す。その時こそがこちらの付け目だ。あれくらい年を経た不死者ノスフエラトウともなると、火も陽光もさほどの効き目がないし、十字架や聖水はさっき言ったとおりだ。

　かろうじて身を守る効果が期待できるのは、銀でできた武器と、聖なる大地の力のあふれる場所――教会的に言う〈聖なる〉ではなく、古代的な、純粋な生命と豊ほう穣じようの力に満ちた地くらいだろう。つまり、かの〈女主人クイーン・マザー〉が宮廷を置いているような、ああいう場所のことだよ。だが」

　クリスティーナが言葉を切るのとほぼ同時に、窓がカタンと鳴った。

　いらいらと歩きまわっていたジンジャーが、弾かれたように窓辺へ走る。窓を開いて、金色の目をした太ったヒキガエルを手に乗せた。

「ジム・クロウ」すがるように言った。「母ははさまはなんと？」

　しばし黙って耳を傾け、ため息をついた。最後の望みが絶たれた、という顔だった。

「ありがとう、ジム・クロウ。もう帰っていいよ」

　窓を閉めて、一座の中へ戻ってきた。見るからに意気消沈したようすだった。

「〈女主人〉はなんと、メガエラ王女？」

「不死者の穢けがれを身に受けたものを、聖なる場所に近づけることはできない、だって」

　うちしおれてジンジャーは言い、「畜生！」と叫んで帽子を床に叩たたきつけた。クリスティーナは両手を上げてとどめるような仕草をした。

「まあまあ。そう返事されることは、君だって予想していただろうに。君の母上の仕事は、このイングランドという大地すべての、均きん衡こうと安あん寧ねいを守ることだ。不死者は滅さなくてはならない不均衡にすぎない。母上としては、いかに可愛かわいい娘の頼みでも、そう答えるしかなかっただろうよ」

「言うべきことはそれだけか、〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉」

　唸うなるようにジンジャーは言った。魔女の多彩の瞳ひとみが怒りにぎらぎら光っている。

「自分のところに身を寄せていた娘をみすみす不死者ノスフエラトウの牙きばにかけさせて、よくそんな平気な顔ができるものだな。あの娘はまだ血を吸われただけで、本当の闇やみの口づけは受けていない、だが、このまま放ほうっておけば、たとえもう血を吸われなくともだんだん弱っていって、衰弱死する。そして死ねば、単なる醜みにくい生きた死体になって、夜ごと血をすすって回る知性すらない怪物になるしかないんだ」

　遼りよう太た郎ろうはもう言葉もなかった。和かず音ねが？　死ぬ？　そして怪物に？

「わかっているよ」

　悠ゆう然ぜんとクリスティーナは指を組み合わせて姿勢を変えた。

「だからそうなる前に、私があの女を狩る。今度こそね。簡単な話だろう？　だって今、本当にあの吸血鬼に対して効力のある武器を持っているのは、この地上でただ、私ひとりだけなんだから。そうじゃないか？」

　ジンジャーはなにか反論しようとして、口をつぐんだ。悔しさがはっきりと顔に表れていたが、クリスティーナだけがあの女吸血鬼を確実に倒しうるのだ、ということは、彼女であっても反論の利かない事実であるらしい。

　シヴィルが何かしゃっくりのような音をたてた。取られた銀の短剣のことを思い出したのだろうが、アレックスのいる前でそのことは口に出せない。恨うらめしそうにクリスティーナを見た。視線に気づいてクリスティーナは振り返り、にやっとした。

「そう睨にらまないでくれ、シヴィル・セント・クレア。例のものならちゃんと返すとも、それに、あれ自体が問題というわけではないんだ。私しか持っていない、というのは、文字通り、私しか、ということなんだよ。君のところの備品なんぞといっしょにしないでくれたまえ。あれは確かにそれなりの品だが、私しか持っていない、という条件には当てはまっていないから」

「まあ、それはそれとして、だな」

　さすがに深刻な顔になっていたアレックスが口をはさんだ。十字架の件で沈思黙考していて、ここまでの話はあまり聞いていなかったようだ。

「あのヴァンパイアを一刻も早く滅さなくてはならんのは絶対に確かだろう。だが、その前に、あの和音という娘をどこかへ移さねばならんのではないのか？　ここにこのまま置いておくのも手だが――この僕が、守りの呪じゆ法ほうを施ほどこしておいたことでもあるしな――ここにはまだ、あの女が狙ねらいそうな人間がいる」

　遼太郎と美み弥や子こは反射的に目を見交わした。

　そうだ、あのマダム・ニュイという吸血鬼が、遺恨ある跡あと部べ家の血筋の人間を集中的に狙ってくる可能性は十分ある。

　それに、ここには幼いシシィもいる。守護者であるリトルが守りについているが、あの吸血鬼の前で、リトルもどれほど役に立つか。

「いや、それはまずないだろう」

　クリスティーナがその点は否定した。

「一度に一人ずつ、それがあの女のやり方だ。次に狙ねらわれるとしたらそこの、跡あと部べの直系である遼りよう太た郎ろう君だろうが」と遼太郎を顎あごで指し、

「まず和かず音ね嬢を仲間に引きこんでしまわないかぎりは、次の犠牲者に手を出すことはないよ。まあ用心に越したことはないからここからは移した方がいいが、当面の心配は、では和音嬢をどこに匿かくまうか、ということになるな」

「そのことですが、お嬢さま」

　それまで、ひっそりと部屋の一隅に控ひかえていたレギーネがとつぜん口を開いた。

　全員、びっくりして彼女の白い顔に目をやった。クリスティーナでさえ、いささか驚いた顔で銀髪の少女を見つめた。

「なんだい、レギーネ？　お前に何か、いい考えでもあるのかい」

「わたしは、〈非在館ノーウエア・ハウス〉の御方に、お願いするのがよろしいかと思います」

　両手をエプロンの前で組み合わせたまま、レギーネは淡々と言った。

　クリスティーナは組み合わせた手をほどき、憤ふん然ぜんと起き上がった。

「〈非在館〉？　お前、彼に助けを求めろというのかい、レギーネ？」

「あの御方は、現世のことにはいっさいかかわらぬかわりに、ご自分の館の中に、外の者が入ってくるのもお許しにはなりません」

　鴇とき色いろの瞳ひとみがじっとクリスティーナを見返す。

「でも、お嬢さまのお頼みでしたら、きっとお断りにはならないでしょう」

　クリスティーナは苦い顔で目をそらした。

「あの館は、天地の中にも時間の流れにも、どこにも存在しない、属さない場所」

　レギーネは続けた。

「たとえマダム・ニュイが探し当てることができても、館の主人が許さぬかぎり、館の鉄柵にすら指一本触れられない。そして、いったん館に迎えた者に、あの御方はけっして、他人の手出しなどお許しにはなりません。それに」

　口をはさもうとした主人を遮さえぎって、静かに、だが強くレギーネは言い切った。

「遼太郎様はあの方の――たか女めさまのお寄こしくださった方です。和音様も、あの方のご血縁の方です。たとえどのような事態になろうとも、お嬢さま、あなた様はあの方のお心にお応えする責任があるかと存じます」

　それだけ言うと、レギーネは差し出た口をきいたことを謝罪するかのように深く頭こうべを垂れて、また部屋の片隅に引き下がった。肩につかまったバイロン卿きようが、キイと小さく鳴いてクリスティーナのほうに金色の視線を投げていった。クリスティーナは低く呻うめいて、額ひたいに手をあててソファに身を沈めた。

「メイドなんぞを甘やかしているからこうなる。――わかったよ、レギーネ、彼に助力を頼もう。行くのは和かず音ね嬢と、それから？」

「僕も行きます」

　怒った口調で遼りよう太た郎ろうは言った。

「〈非在館ノーウエア・ハウス〉というのがどこだかは知りませんけど、とにかく、お世話になる人なら挨あい拶さつもしておきたいし」

「私なんぞの知り合いをしている人間なら、人となりの一つも確かめておかないと、ということかね」

　少し余裕を取りもどして、クリスティーナはまたにやりと笑った。

「まあ、その点に関しては心配なかろうよ。私としてはそうたびたび会いたくはない相手だ、と言えば、君も少しは安心できるだろう。物堅いことについては保証する。とにかく、確かにあそこなら、マダム・ニュイも足を踏みいれることはできまい。

　そして業を煮やして出てきたときが、こちらの付け目だ」

　客間に緊張が走る。美み弥や子こは小さく息をのみ、アレックスは唇くちびるをかんで胸をそらす。ジンジャーは腕を組んで、じっとクリスティーナを睨にらみつけている。シヴィルは坊ちゃんに見つからないよう、眼め鏡がねの奥できらりと目を光らせた。

　クリスティーナはさっと立ちあがった。

「では、狩りの始まりだ」



　　　２



「けっしてお手をお離しにならないでください」

　夜半だった。

　白い夜着を着せられてこんこんと眠りつづける和音を腕に抱き、遼太郎はモンフォーコン邸の裏庭にいた。レギーネがそばに立ち、バイロン卿きようが忙しげにあたりをパタパタと飛びまわっている。

「もし途中で落ちてしまうと二度と戻ってこられません。〈影のロンドン〉とはまた空間の性質が違うのです。迷ってしまうだけではなく、一瞬にして宇宙の果てに放ほうり出されて粉々になってしまう危険性もあるのです。バイロン卿も注意するとは思いますが」

　当然、と言いたげに蝙蝠こうもり猿がキーッと声をたてた。

「くれぐれも、けっして手を離したりなさらぬように。和音様からも」

「わかってる」

　眠る妹の顔を、遼太郎はじっと見おろした。

　美弥子は、シシィといっしょにこの邸やしきに残ると言った。

『その〈非在館ノーウエア・ハウス〉のご主人も、あまりたくさんで押しかけてはご迷惑でしょうし』

　きちんと椅い子すに腰かけて背筋を伸ばした顔には、押しかくした恐れと同時に、いかにも彼女らしい負けん気と強い意志がまばゆいばかりにみなぎっていた。

『シシィちゃんも、誰かがそばにいてあげなくてはなりませんもの。クリスお姉さま方は、ヴァンパイアのための戦いにお忙しいでしょうし。わたくしがやるしかありません』

『でも、クリスティーナは君や僕たちを囮おとりにしたんだよ？　腹はたたないの』

『お姉さまは、ただお仕事に必要なことをなさったのですわ』

　気丈につんと顎あごをそらしてみせた。裏切られた思いはまだあったのだろうが、それを認めるには、彼女は誇りが高すぎたのだろう。

『ですから、そのことはもう気にしていません。わたくしたちに関しては、この邸やしきにいるかぎり絶対に手は出させないとお約束してくださいましたし』

『でも』

『ジンジャー、さんとお話ししましたの』

「さん」というところでわずかに力が入った。遼りよう太た郎ろうは思わずひるんだ。

『あの方がこちらに残られるなら、わたくしだって残ります。わたくしだって、赤あか羽ばね家の娘ですのよ。こういう場合の役割は、よくわかっていますわ』

　黒い瞳ひとみが怒ったように熱を帯びている。ジンジャーに、目の前で婚約者の唇くちびるを奪われたことをまだ忘れるつもりはないらしい。遼太郎はつい視線をそらした。

『わたくしのことより、あなたのことですわ、遼太郎さん。お姉さまは危険なことはないとおっしゃっておられますけど、あなたのことですから、またどんな失敗をしでかすかもしれませんもの。きちんと、無事に戻ってきていただけるんでしょうね？　怪け我がをしたとか、病気になったとか、そういうことがあったら蹴けってさしあげます。勘弁しませんわよ。だいたい、わたくしとの約束もまだかなえていただいていませんし』

『や、約束!?』遼太郎はかなり動揺した。

『翡ひ翠すい色のドレスの約束です』

　早口に美み弥や子こは言った。唐突に、ぱっと立ちあがって、

『もうこれ以上お話ししませんわ。裏でレギーネさんが待っていらっしゃいます。さっさと行っておいでになれば？　本当にもう、――ぐずなんだから』

　逃げるように行ってしまった美弥子をぽかんと見送った遼太郎は、女の子ってよくわからないなあ、というようなことを、ぼんやり考えていた。

　月が明るい。月光のもとで、和かず音ねの小さい顔はいよいよ色を失って見える。喉のどの傷にはスカーフが巻かれているが、そのスカーフこそが、その下の呪のろいの刻印の存在を思い出させずにはいなかった。

「十分気をつけるよ。レギーネ？」

「なんでしょう」

「本当に助けてくれるのかな？　その〈非在館ノーウエア・ハウス〉の主人って人は」

「必ず」

　いつもそうであるように、レギーネの答えは簡潔だった。

「あの御方は、一度友ゆう誼ぎを通じた者の願いは決して拒みはなさらぬ方です。それが、無む辜この少女を救うことになるのであればなおさら。あの方ほどの力強い〈叡智art〉のあやつり手は、ほかにはおられません」

「それならなぜ、直接その人に来てもらって手伝ってもらえないのさ？」

　つい愚ぐ痴ちが出た。「そんなに強い力があるのなら。あのクリスティーナでさえ、その人は苦手みたいだったし」

「あの方は、現世のことに直接手を触れることはおできにならないのです」

　静かにレギーネは言った。

「そのようになっているのです、けっして破られてはならないご自身の誓約において。

　世間ではそれをいつのまにかあの方にかけられた呪のろいと解するようになりましたが、それは違います。あの方が呪われるのはただご自身のみ、ご友人を救うことのできなかったご自身の、無力と無知のみを呪われているのです。

　ですから、いったん認めた友情を裏切るようなことは、あの方には決しておできになりません。こちらから、その信頼を裏切るようなことをしないかぎりは」

「なんだか、よくわからないけど」

　遼りよう太た郎ろうはぼやいて、和かず音ねを抱え直した。

「とにかく、準備はできた。連れていってくれ、その〈非在館〉へ」

「ロード・バイロン！」

　澄んだ少女の声とともに、小さな蝙蝠こうもり猿の影がみるみるむくむくと膨れあがる。

　たちまち牙きばをむきだした巨猿と化したバイロン卿きようは、思わず身を引いた遼太郎をあざわらうようにフーッと息を吹きかけ、巨木のような腕を差しだした。

「お乗りください、遼太郎様」

　レギーネが促うながす。

　毛むくじゃらの太い腕にこわごわとよじ登る。身体からだのまわりでナイフほどある爪がゆっくりと閉じ合わさった。

「どうぞ、ご心配なく。お嬢さまは必ず、マダム・ニュイを滅ぼされます」

　そうだといいけど、と遼太郎は胸の中で思った。

「では――お行きなさい、ロード・バイロン！」

　魔猿は蝙蝠の翼つばさを大きく広げ、咆ほう哮こうした。月光に一瞬巨大な黒い影が切りぬかれ、暴風が唸うなりをあげて駆けぬけたかと思うと、すでにその姿は消えていた。

　レギーネは風に乱れた銀髪を整えて、空を見あげた。満月に近い大きな月が、屍し者しやの膨満した腹のように蒼あお白じろく、ぽつりと中天にかかっている。





　遼りよう太た郎ろうが感じたのは目も開けていられないほどの強風と轟ごう音おん、浮遊の感覚、そして、物凄すごい速度で宙を突っ切っていく感触だけだった。ひどく長くも、また一瞬にも思えたその時間が終わると、急にあたりが静かになった。

　バイロン卿きようの蝙蝠こうもり羽がはばたく音がふいにはっきりと耳を打ち、遼太郎はおどろいて目を開けた。

　あわてて腕の中の和かず音ねを見おろしたが、彼女が目をさました様子はない。あいかわらず長い睫まつ毛げはぴくりとも動いていなかった。風で散った前髪を整えてやって、あらためて、あたりの風景を見回した。

　世界は一変していた。昼とも夜ともつかない薄闇やみに沈んだ荒野が見わたすかぎりに広がり、かろうじて、はるか遠くに森か、それとも山かと思えるあわい輪郭が、水ににじんだ墨絵のように浮かんでいるばかりだ。

　行く手に、一つの広壮な館が建っているのが見えてきた。目に入るかぎり、人の存在を示すと言えそうなものはそれだけだ。いくつもの尖せん塔とうとゴシック様式のさまざまな装飾をそなえたその館は、薄闇やみの中に黒々と濃く存在を主張していた。



    

  
    
      



    

  
    
      　幾き何か学がく的に刈り込まれた灌かん木ぼくの並ぶ広い庭を、めまいのするような細かな螺ら旋せんで飾られた鉄てつ柵さくが囲んでいる。真正面に備えられた鉄の背の高い門もん扉ぴが、来るものすべてを拒むかのように、かたく閉ざされていた。

　バイロン卿きようはその鉄門の前に舞い降りた。遼りよう太た郎ろうと和かず音ねをおろすが早いか、一瞬にしてまた蝙蝠こうもり羽の小猿にもどり、どさりと遼太郎の頭の上にのっかってきた。わざとのように頭に爪をたて、髪を引っぱる。

「あいたっ！　やめろ、やめろってバイロン卿！　……困ったな」

　和音を抱えている以上手を離すわけにもいかず、いいように髪を引っぱられながら、遼太郎はしばし立ちつくした。

　鉄の門は、とうてい遼太郎一人の力では開きそうにない。庭の向こうに見える広壮な館――これが〈非在館ノーウエア・ハウス〉なのだろうか――には、こそとの動きもない。雨あま樋どいや尖せん塔とうの上の石のガーゴイル像が、にやにやしながら見おろしている。

　とにかく、大きな声で呼んでみるしかないだろうか。そう考えて、遼太郎が大きく息を吸いこんだとき、いきなり、耳もとで声がした。

（跡あと部べ遼太郎君だね）

　あやうく息をつまらせるところだった。

　いそいで周囲を見回したが、声の主らしい姿はどこにもない。低くて寂さびをおびた、腹の底に響く男の声だった。声は続けた。

（よく来てくれた。迎えに出られなくて失礼。門は開いているから、そのまま入ってくるといい。私は、中にいる）

「門って――」

　視線を戻して、ぎょっとした。開いている。一瞬まえまではしっかり閉じていたはずの鉄門が大きく開いて、館の正面玄関へ続く小こ径みちが、目の前にまっすぐのびていた。

　バイロン卿が早く行け、とうるさく鳴き立てる。遼太郎はほんの半瞬ためらい、腹を決めた。和音をしっかり抱きなおして、ゆっくりと足を踏み出す。

　門をくぐり抜けると、誰も閉める者もないのに、扉とびらはひとりでにかすかな軋きしみとともに閉じた。一瞬びくっとするが、我慢して脚を進める。

　小径には砂利が敷かれ、歩きやすかった。ざくざくと足音が響く。四角や球形に刈り込まれた灌木ばかりが並ぶ庭は陰いん鬱うつで、その間を縦横に小径が走るさまは、まるで巨大なチェス盤のようだった。その灰色のチェス盤を、さまざまな姿態ポーズをとった石の悪魔たちが、にたにた笑ったり舌を突きだしたりしながら眺めている。

　ようやく表玄関にたどり着いた。重そうな樫かしの扉は、片手で押しただけで音もなくすっと開いた。

「跡あと部べ遼りよう太た郎ろう君？」

　頭上、はるか高いところから声が降ってきた。

　遼太郎は脚を止め、上を見あげてぽかんと口を開けた。

　入ったホールはそのまま、これまで見たこともないような巨大な図書室になっていた。

　円形のホールの壁面はすべて書棚になっていた。どの棚にも革装の書物がぎっしりと詰まり、燭しよく台だいのあたたかな光に静かな表情を見せている。いったい何千、何万冊あるのだろう。床のすぐ上から始まった書棚は、そのままところどころに金色の燭台や不思議な彫像を配しながら、ずっと目の届くかぎりの、はるか上まで続いている。

　床は何種類もの石を使った複雑なモザイク模様で、顔が映るほどぴかぴかに磨かれていた。吹き抜けの、天そのもののように高い丸天井に、星を浮かべた紺色の夜空がきらめいている（外はあんな薄闇やみだったのに？）。

　ホールのまん中から装飾を施ほどこした鉄柱がまっすぐ立ち、手すりつきの螺ら旋せん階段が、上へと続いていた。そのてっぺんは大きく張りだしたテラスになっており、そのテラスの上から、体格のいい誰かがこちらへ向かってわずかに身を乗りだしていた。

「立ち話も何だから、あがっておいで。まず、そのお嬢さんの様子を見せてもらおう」

「あ、は、はい」

　あわてて遼太郎は螺旋階段の一段目に脚をかけた。

　上がるとき、ちらりと、（この段数を昇るのはちょっと大変そうだなあ）という考えが頭を走りぬけた。そのまま脚を引きあげ、二段目に脚をのせようとする。

「やあ。よく来てくれたね」

「――え？」

　片方の脚を上げかけたまま、遼太郎はぽかんとした。

　そこは居心地のよさそうな居間兼研究室、という趣おもむきになっていた。

　暖炉にはあたたかな火が燃え、優雅なランプがいくつかともり、古びたソファやふっくらしたひじ掛け椅い子すに、金色の光が照り映えている。

　奥には一枚のドア、そのまわりの作りつけの棚は、制作途中なのかなんなのかわからない奇妙な機械や、正体不明の動物の化石、その他、用途のよくわからないものでごちゃまぜ。ここにも本があふれていて、中央の大きなテーブルにも、書き物机の上にも、手ずれのした書物や書き散らしの反ほ古ご紙が山のようになっている。

　壁の反対側は開けた空間で、唐草細工の手すりが空間と室内を隔てているだけだ。見事な装飾の古びた地球儀――だろうか、それとももっと別のものなのか――が、手すりに寄せて置いてある。

　遼太郎は思わず下をのぞき込んだ。

　はるか下に、モザイク模様の石の床が見える。さっきまで立っていた場所だ。

　そこから長々と螺ら旋せん階段がのびている。さっきまで上がろうとしていた階段だ。

　バイロン卿きようが嬉うれしそうな声をあげて火のそばへ飛んでいった。

「さ、君もこちらへおいで」

　深みのある男の声が再度呼んだ。確かにさっき、門の外で聞こえた声だ。

「そのお嬢さんはひとまずそこのソファに寝かせてあげるといい。少し傷を見せてもらおう。君のご主人から話は聞いているが、いちおう確かめておきたい」

「は、はい」

　まだ少し茫ぼう然ぜんとしながら、遼りよう太た郎ろうは示された長椅い子すに和かず音ねを寝かせた。

　その男は穏やかな表情で、暖炉の前にステッキをついて立っていた。

　見あげるとまではいかないがかなりの大男で、太い猪い首くびに、一本の毛もない卵のような禿とく頭とうが載っている。立派なあごひげと深くくぼんだ眼がん窩か、高い鷲わし鼻ばな、今は和なごんでいるが、おそらく怒ったときには鷹たかのように鋭くなるのであろう薄水色の目を持ち、クリスティーナのとよく似た片眼鏡モノクルを右目にはめていた。

　広い肩と分厚い胸を、上等な仕立ての黒いスーツが包んでいる。ステッキを持つ太い指にはいくつかの金の指環。ここがどこなのかさえ考えなければ、王立取引所ロイヤル・エクスチエンジを行き来する資産家の一人とも見える押し出しのよさだった。

「私のことは、サー・マクスウェルと呼んでくれればいい」

　よく響く声で男は言って、少し笑った。

「どうせ君のご主人は、私の名前もろくに教えずに君を送り出したのだろう？」

　その通りだったので遼太郎はおずおずとうなずき、おっかなびっくり火のそばへ近寄った。サー・マクスウェルと名乗った人物はすでに和音のそばに膝ひざをつき、喉のどをおおったスカーフを注意深く外している。

「血を吸われたのはいつのことかね？」

「昨夜です。それからあと、ずっと眠ったままで、どうしても目をさまさなくて」

「ふむ」

　鼻から息をもらすと、サー・マクスウェルは外科医のような手つきで、そっと和音の首筋をたどった。

　最初、ぽつりと蚊に喰われた程度だった傷口は、時間がたつほどにしだいに不吉に腫れあがり、大口を開いて、内側からはじけたような白っぽい裂さけ目になっている。見ていても気分の悪くなるしろものだった。

「間違いなく、不死者ノスフェラトウによる吸血の痕あとだな。しかも、残っている痕こん跡せきからして比較的古い血統の者らしい。名前はなんと言っていたかね？」

「マダム・ニュイ、と」

「ああ。あの女か」

　小さくため息をついて、サー・マクスウェルは立ちあがった。

「君のご主人からは相手の名前も聞いていなかったものでね。まったくかれ……彼女ときたら、いつも旋せん風ぷうのようにやってきて、用がすんだらあっという間に行ってしまう」

　そう言いながらも、サー・マクスウェルの顔には微笑が浮かんでいた。

「とにかく、ひとまずはお嬢さんがこれ以上吸血鬼の影響を受けないための処置をしておこう。君も見ておくかね？　妹さんが心配だろう」

「ええ、ぜひ」

　勢いこんで遼りよう太た郎ろうは答えた。サー・マクスウェルというこの人物が、少なくとも好感の持てそうな人であることがわかって少しほっとしていた。

　サー・マクスウェルは和かず音ねを抱きあげ、遼太郎をつれて、奥にあるドアをくぐった。

　そこは、がらんとした石造りの神殿のようなホールになっていた。下の玄関ホールと同じように床はさまざまな石材を集めたモザイクになっていたが、こちらは幾き何か学がく模様ではなく、円とそれを結ぶ線をかっちりと組み合わせた一種の紋章マークめいたものになっている。

「君は、〈生命の樹セフイロート〉というものを知っているかね」

　和音をそのモザイク模様の中心に寝かせながら、サー・マクスウェルが言った。

「〈生命の樹〉？　いいえ。それは、魔術の名前ですか？」

「魔術ではない。魔術を含めて、すべてのものの根本原理を示す、一種の象徴だ」

　和音の手を胸で組み合わせ、その頭側にまわりながら、サー・マクスウェルは続けた。

「それは東洋ではクンダリニーとも呼ばれ、また梵ブラフマンとも呼ばれて、人間と宇宙の一切を支配する輪廻サイクルのさまを表している。セフィロートの運動はすなわち、生命と世界の躍やく動どうするさまでもあるのだよ」

　言葉を切って、サー・マクスウェルは手にしたステッキを、音高く床についた。

　澄んだ音が長く響きわたった。

『右の柱に〈隠いん棲せい〉、中央の柱に〈静せい穏おん〉、左の柱に〈慈悲〉』

　荘重な声でサー・マクスウェルが唱えた。

　それと同時に、床に描かれたモザイクに爆発的な光が走った。

　十個の円と、それを結ぶ二十二本の小パ径ス。遼太郎は思わず目を覆う。

『下位なる〈王国マルクト〉にとらわれし者に守りあれ、〈基盤イエソド〉を通過し、〈栄ホ光ド〉もて〈勝利ネツアク〉をもたらせし者、ここなる〈美テイフアレト〉、シェメシュ、太陽の輝き、小さき顔なる者に、〈力ゲブラー〉と〈慈悲ケセド〉もて仕えよ、母なる〈知性ビナー〉よ、父なる〈知恵コクマー〉よ、守護せよ、守護せよ、至上なる〈王冠ケテル〉を、エヘイエー、清明なる第一動因ラシト・ハ・ガルガリムを』

　ひとつひとつ名があげられるごとに、十の円に一つずつ色の違う炎が走る。複雑に変化する淡黄色から紫、橙だいだい、緑、黄、赤、青、黒、灰色、そしてまばゆいばかりの白。

　サー・マクスウェルはさらにいくつかの身ぶりを切り、最後に口にされぬ聖四文字テトラグラマトンによって、儀式を終えた。暗かったホールは色とりどりのゆらめきに充みたされ、十の炎の輪と二十二の光の小パ径スに照らされて、和かず音ねは古代の女王のように、夜着を百もの色に照り映えさせて眠っていた。

「さあ、これでひとまずはいい」

　笑顔になってこちらに振り向いたとき、遼りよう太た郎ろうは、いつのまにか息をつめて見入っていたことに気づいて、大きく息を吐き出した。

「こちらに来て、君も少し休みなさい。疲れただろう。空間移動は、慣れない者にとっては体力も気力も奪われる旅だ。コーヒーでいいかね、それとも紅茶が？　私はどちらかというとコーヒー党でね、君にもつきあってもらえると嬉うれしいのだが」

「ありがとうございます、コーヒーでいいです。いただきます」

　あわてて遼太郎は言い、悠ゆう然ぜんと出ていくサー・マクスウェルのあとを追った。敷居を越える前に急に心配になって和音をちらりと振り返ったが、ちらちらする光が目に入っただけで、扉とびらはぱたんと閉まってしまった。

「気にかかるかね」

　すでにもとの部屋のテーブルの上には湯気のたつコーヒー茶碗が二客並んでいた。誰が淹いれたのだろう、というささいな疑問は、もうこの際気にしないことにする。

「……ええ、少し」

「心配するのは兄妹として自然なことだよ。だが、気になって一人で見に行こうなどという気は起こさないほうがいいね。私は面倒くさがりでね、そのドア一つでこの館全部の部屋と行き来するようにしている。ときどき私でも間違えるくらいだから、君はあまり一人で歩きまわらないほうがいい。見つけてあげられなくなるかもしれないからね」

「気をつけます」

　よくこういうこと言われるなあ、と言いながら遼太郎は勧められた椅い子すに座り、コーヒー茶碗を手にとった。コーヒー、というものはまだ飲んだことがなかったが、なんだかとても香こうばしい、いい香りがする。

　一口すすって、その苦さに思わず顔をしかめた。サー・マクスウェルが笑った。

「これは失礼。慣れない人にとっては苦いものだということを忘れていた。そこにミルクと砂糖があるから、好きなだけ入れなさい。味がやわらかくなる」

「いえ、これでいいです。大丈夫です」

　今度は用心して、ちょっとだけすすった。

　よく味わうと、苦さの奥に不思議な甘みと酸味があって、呑のみこむと腹の底から芳かぐわしい香りとぬくもりが立ちのぼってくる。なかなか悪くない。

　熱いコーヒーをちびちびすすりながら、あたりをこっそり見回す。

　サー・マクスウェルは自分からあまり話す方ではないらしく、何も言わないが、気詰まりな感じは少しもなかった。同じようにコーヒーの香りに目を細めながら、気に入りらしい古びたひじ掛け椅い子すにのんびりと脚を伸ばしている。

「パイプを吸っても構わないかね？　どうも中毒でね」

「ええ、どうぞ。僕は慣れてます」

「ありがとう」

　わきの引き出しからつやつやしたパイプと刻み煙草タバコを取りだし、丁てい寧ねいに押し固めて、火をつける。悠ゆう然ぜんとひとふかしする。ふっと吐くと、クリスティーナの家でも覚えのある、あの奇妙な香りのする紫し煙えんがただよった。

　だんだん美お味いしく感じられるようになってきた黒い液体を舌の上で転がしながら、遼りよう太た郎ろうはふと、書き物机の上に置かれている小さな細密画――掌てのひらほどの大きさの、両開き式の真しん鍮ちゆうの額に入っている――に、目をとめた。妙に惹かれるものがあった。

「あの、すみません。この絵、見てもいいでしょうか」

「ああ、いいとも。どれでも、好きに見たまえ」

　ゆったりとパイプをふかしながら、サー・マクスウェルは答えた。

　遼太郎はコーヒーの最後の一滴を少し名残惜しく思いながら飲み干し、カップを置いて、書き物机のところまで立っていった。

　手にとって開く。絵はかなり古いもので、骨こつ董とう屋で時々見かける、象ぞう牙げの板に手彩色で描きこまれた肖像画の一対のように思われた。男女ひと組の肖像が、右に男性、左に女性と一人ずつ分けてはめ込まれている。遼太郎はまず女性のほうに目を奪われた。

「これ、――クリスティーナ、ですか？」

　よく似ている。というより、そっくりだ。

　あごの細い白い顔、優雅な手、すらりとした首、何よりも、肩の上から黄金の波のように、豪ごう奢しやに波打つたっぷりとした金髪。目鼻立ちもまったく同じ。

　しかし、この女性の目は緑ではなく、青かった。凪ないだ海のような、深くやさしい青色。服も男装ではなく、きちんとドレスを着ている。中世風の簡素な裁断の、黒いドレスだ。胸には金のロザリオをかけ、まるで修道女のようだった。年齢もおそらく同じくらいなのだろうが、服装のせいか、いささか若く見える。

　何よりも、表情が違った。かすかに唇くちびるに浮かんでいる微笑は、遊びたわむれる子供たちを眺める母親のそれ。むしろ、礼拝堂のかの聖なる御み母にも近い。

　クリスティーナがそんな笑みを浮かべることがあるとはとても想像できなかった。むしろそういう意味では、女性に対面するようにはめ込まれた男性のほうが似ている。

　こちらの目は、奇遇にもクリスティーナと同じ色だった。緑色。

　長い銀髪を後ろへ流してまとめ、紺のタッセルでとめている。茶の革のヴェストに白いシャツを着込み、挑戦的なまなざしが画面のこちらへ向いていた。おそらく、年齢は女性よりいくつか上なのだろう。顔は秀しゆう麗れいの一言、寒気のするほどととのった美び貌ぼうだが、うすい唇くちびるに浮かべた傲ごう慢まんな笑みがすべてをぶちこわしにしていた。人を小馬鹿にしたような薄笑いは、たしかにかの男装の女魔術師と同じものだ。

「ああ、それかね」

　ふーっと煙を吹いてサー・マクスウェルは答えた。

「古い、とても古い、友人の肖像だよ。思い出のためにそこに飾ってある。

　私ほども年をとると、現在も昔もあまり関係がなくなるのだ。ことに、こういう場所に引きこもっているとね。君が来てくれてうれしいよ、遼りよう太た郎ろう君」

「あの、サー・マクスウェル」

　肖像画をもとに戻して、遼太郎は暖炉のそばのサー・マクスウェルに近づいた。

　思いきって足もとに座る。暖炉の前には白熊のものらしいがそうではないのかもしれない毛皮が敷かれていて、バイロン卿きようが、腹はら這ばいの大の字になって気持ちよさそうにいびきをかいていた。

「その――訊きいてもいいですか。クリスティーナとは、どういういきさつで知り合われたんでしょうか」

　パイプを手にして、サー・マクスウェルは笑顔で遼太郎を見おろした。

「気になるかね？」



    

  
    
      



    

  
    
      「もし、失礼な質問だったらすみません、でも――」

「いや、かまわない」

　とん、とパイプを叩たたいて新しい煙草タバコを丁てい寧ねいに詰める。

「君のご主人とのつきあいなら、もう三百年近くにもなるかね」

「三百年……」

　絶句する少年を、好ましそうにサー・マクスウェルは見やってパイプに火をつけた。

「もっとも、あちらは私の所へなどあまり顔を出したくないと思っているから、ほんのとびとびに、用事のあるときだけやってくるばかりだが。何しろ私はここを動けないし。前にやってきたのは、先日、レギーネの修繕を頼みにきたときくらいかな」

「レギーネを？」遼りよう太た郎ろうは驚いた。

「じゃあ、レギーネは、もしかしてあなたが」

「そう、私が造った」

　サー・マクスウェルは言った。

「彼女は私の最高傑作だよ。もっとも、私ひとりの手柄ではない。もう一人、別の女性の存在がなければ、レギーネはとてもあれほど希け有うなものにはならなかっただろう。

　――そう、三百年前、君のご主人はある非常に困った事態に追いこまれていた」

　遼太郎が置いた肖像画をじっと見つめる。話に夢中の遼太郎は気がつかなかったが。

「それでやっと見つけた逃亡先が、偶然にも、この私の隠いん遁とん所だったのだよ。

　私は君のご主人の頼みでレギーネを造り、しばらく二人を匿かくまったあと、再び現世に戻してやった。しかし、おそらく君も承知だろうが、ご主人は、他人から恩を受けるということが我慢のならないたちらしいから」

　遼太郎は思わず深く頷うなずいていた。サー・マクスウェルも微笑する。

「そんなわけで今もつきあいは続いているが、向こうは必要最小限、時には必要以下しか私にかまってはくれないよ。寂さびしいかぎりなのだがね」

「あなたはご自分からここに閉じこもることを選ばれているのだ、と聞きました。レギーネから」

　少しずつ大胆になってきて、遼太郎は言った。

「どうして、そんなことを？　僕にはよくわからないけれど、あなたは、あのクリスティーナよりもずっと優れた力をお持ちなんでしょう。それなのに、どうして」

「そうだな」

　ふっと煙を吐いて、サー・マクスウェルは腹の上で手を組み合わせた。

「君は、力があれはすべてのことが良くなる、うまくいくと思うかね、遼太郎君？」

「え……？」

　それは『力を持たない』という一点からすべてを否定され、家を逐おわれた遼太郎にとっては酷こくな質問だった。黙りこむ遼りよう太た郎ろうを、穏やかな目でサー・マクスウェルは見つめた。

「力を持っていても、どうにもならないこと、というのはやはりあるのだよ、少年」

　しばらく間をおいてから、サー・マクスウェルは静かに言った。

「否いな、力を持っていたからこそ、かえってその力に拘こう束そくされ、どうにもならない事態に歯ぎしりすることのほうが多い。どれほど強力な力を手にしようと、人ひとりのできることなど、実にちっぽけなものでしかない。

　私はそれに気づいてしまった、そして、そのことに怯おびえて、ここに閉じこもることを選んだのだ。おのれの愚かさと無力を、これ以上見せつけられないですむように」

「あなたが愚か……無力――？」

　さっき、サー・マクスウェルの圧倒的な魔術師としての力を見たばかりの遼太郎には、にわかに信じがたかった。サー・マクスウェルはぼんやりと暖炉の火に目を向けている。

「私の愚かさと無力のせいで、かつてひとりの友人が死んだ」

　囁ささやくようにサー・マクスウェルは言った。

「私などよりはるかに価値のある男だった。彼もまた、なんの力も持たない男だったが、そのことこそが、彼を誰より高貴なものにしていた。……後世の人間は、彼が私を呪のろったと言い伝えたようだが、彼は、ほかのどんな人をも呪えるような人間ではなかった。彼の、無力ゆえに美しい、おだやかな言葉が、弟子たちやほかのさまざまな者たちの意図によって勝手に歪ゆがめられていくのを、私はもう見ていられなくなったのだ」

　しばらく、サー・マクスウェルは遼太郎のことも忘れたようで、そのまま自分の追憶に沈みこんでいった。

　遼太郎はなんとなく胸の塞ふさがる思いで、自分も膝ひざを抱えて、暖炉の火のちろちろと揺れるさまに見入った。バイロン卿きようがごろりと寝返りをうち、毛むくじゃらの腹を掻かいて、またいびきをかきはじめた。

　しばしの静けさを破ったのは、外から響いたごうっという獣の咆ほう哮こうだった。

　ひとつでは終わらず、いくつも、連続して屋根のほうから聞こえる。何枚もの翼つばさがばたばたとはためいていた。

「ガーゴイルどもが騒いでいる」

　サー・マクスウェルがさっと立ちあがった。引き締まった顔は別人のように厳しい。

「侵入者だ。おそらく、マダム・ニュイだろう。ここに侵入できるとは、あの女もなかなか物は知っているようだな。いや、いいよ、バイロン卿」

　目をさましたバイロン卿がキーッと鋭い鳴き声をあげて舞い上がり、興奮した様子でサー・マクスウェルの肩にとまって何事かわめきたてた。

「この領域に侵入した者を追い返すのは、館の主人である私の務めだ。お前はここで待っていなさい。なに、すぐ終わる」

「どうするんですか？」

　遼りよう太た郎ろうも立ちあがっていた。

「君もここにいるんだよ、遼太郎君」

　サー・マクスウェルは断固として指を振った。

「君がなにも心配することはない。たとえこの空間に入ってこられても、意志と生命を持つ者で、私の作った境界を越えられる者はいないよ。たとえそれが、死の果てに手に入れた呪のろわれた生命であってもね」

「でも……」

「安心して、妹さんのそばにいてあげなさい。大丈夫だ、すぐ戻る」

　ひらめくように白い歯を見せて、消えた。

　あっと言う間もなかった。脇のテーブルに、まだ煙をあげているパイプがきちんと置かれている。立ちのぼる紫し煙えんがうすれて、消えていった。

　屋根の上の咆ほう哮こうと羽ばたきはいよいよ激しさを増している。

「どうしよう」

　いてもたってもいられず、遼太郎はうろうろ歩きまわった。

　何かしたい、だが、外へ出ていくのもためらわれる。せめて外の様子でも見られればいいのだが、その窓もない。あるのは、星空の見えるはるか上の天窓ひとつだ。

「下のホールへ降りようか。でも、ここにいろって言われたし、うわっ」

　いきなり頭にどさりと毛だらけのものが落ちてきて、遼太郎は悲鳴をあげた。

「バイロン卿きよう!?　なんだよ、こんな時に！」

　バイロン卿は黙れ、とばかりに歯をむき、ぐいぐいと髪の毛を引っぱった。

「痛い！　痛いやめろって！　なんだよ、そっちへ行くのか？　痛っ！　なに、これ？　これに触れって……？」

　それは手すりの所に寄せて置かれていた、大きな地球儀に見えたものだった。

　よく見ると、本来大陸や海を表しているべき球面はいちめん金色のうす靄もやに覆われていて、それがたえまなく渦を巻きながら流動している。

「これ……？」

　バイロン卿は遼太郎の髪の毛を離して舞い上がると、その地球儀（？）らしきものの周囲をぱたぱたと一周し、頬ほおを膨らませて、ふーっと息を吹きかけた。

　球面を覆う霧が晴れた。中はあわく発光する金色の球体になっており、うっすらと、本来そこに刻まれているべき地上の大陸や島々が見えた。

　だが、その中心にはるかに強く輝くものがあった。そこから放射される光が、まるで眼前に見るもののように灰色の風景を映しだした。灰色の空と地平線、幾き何か学がく状の庭園と巨大な鉄門、そこにステッキを手に両脚を開いてすっくと立つ、黒衣禿とく頭とうの魔導師。

「サー・マクスウェル！」

　バイロン卿きようがまたどさっと頭にのっかってきたのも気づかず、しがみつくようにして、遼りよう太た郎ろうは映像に見入った。
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「止まれ！」

　サー・マクスウェルは一喝した。

「そこで何をしている、招かれざる者よ。ここへ通じる途みちを見つけ得たことは褒ほめてもやろうが、私の領域をこれ以上侵すことは許さぬ。名を名乗れ、女、もっとも名乗る価値もない穢けがれた偽名であろうが」

「ようも言ったの、臆おく病びよう者よ」

　あざけるような声がして、鉄門の外にぼっと暗い赤の炎がひとむら立つと見えた。

　そこから、純白のドレスに身を包んだ、黒髪の女がすべるように姿をみせた。

　ふたたびガーゴイルどもが轟ごう然ぜんと警告の咆ほう哮こうをあげる。どっと風が吹いた。吹き上げられた長い黒髪をおさえて、女はにやりと笑った。

　血色の唇くちびるに白々と鋭い、長大な牙きばをのぞかせて。

「わらわが名は、マダム・ニュイと覚えおくがよい、愚か者。このような場所にわが玩がん具ぐを隠しおいたとて、わらわが目にとまらぬとでも思うたか。うぬら人間どもの浅知恵ずれ、わらわが力の前にはすべて見透かしじゃわえ」

　砕くだかれた仮面はふたたび修復され、金彩と謎なぞめいた微笑のかたちで焼けただれた半面を隠している。仮面の微笑はそのまま残った生身の半面にも続き、きゅっとつり上がった唇くちびるの端が、耳のきわまで裂さけているかに思われた。

　女は堂々とした足取りで歩を進め、鉄門に手をかけようと腕を伸ばした。

「そこまでだ、〈不死者ノスフェラトウ〉」

　ずしりとしたサー・マクスウェルの言葉が響いた。

「言ったはずだ。これ以上、わが領域を汝なんじの穢れによって汚染するのは許さぬと」

　女はいっとき手を止め、しゅっと舌を鳴らして黒衣の魔導師を睨にらみやった。

「確かにうぬは人にしては、それなりの力をそなえておるようだのう。

　だが笑止、すでに五百年の年月を生き、数限りない人間どもの血を啜すすりしわが力の前に、その大口は見過ごしならぬぞ、魔導師よ。いかなる力あろうと、たかが人ふぜいの遣つかう魔術、わが振るう闇やみの力に対しては無力であると知るがよいわ」

　女は自信まんまんで手を伸ばし、鉄門の格子をぐいと握りしめた。

　とたん、紫色の電光が走った。

　女は灼やけた鉄板に触れた猫のような悲鳴をあげ、後ろに飛びすさった。獣のような唸うなり声をあげながら、灼けた手を押さえて館の主人を凝ぎよう視しする。灼かれた手は肉がほとんど炭化し、骨が見えていた。

　吸血鬼としてはそれほど大きな傷ではなかろうが、マダム・ニュイの驕おごりに与えた傷は大きいようだった。爛らん々らんと燃える目で、女吸血鬼はサー・マクスウェルを睨にらみすえた。

「おのれ、人間、このわらわにこのような無礼を――」

「警告はしたはずだ。招かれざる者に、その鉄門をくぐることはできぬと」

　微動だにせずサー・マクスウェルはくり返した。

「汝なんじのことは知っている、不死者ノスフエラトウよ。おのが美び貌ぼうに溺おぼれるがままに、幾多の村娘たちを虐ぎやく殺さつしてその血を啜すすり、あるいは身に浴び、ついには囚とらわれて自らの城に幽閉されて狂死したという、傲ごう慢まんにしてかつ愚かな女であったとな。

　汝の欲望と狂気は、死ののちまでも終わりはなかったようだな、女よ。だがはるか昔のことを今語るも詮せん無なし、ほかのことはいざ知らず、わが庇ひ護ご者に手を出すことはこれ以上許さぬ。わが領域をこれ以上、汝のまき散らす瘴しよう気きによって汚すこともだ。

　さあ、あきらめてこの場は去るがよい、不死者。でなければ先ほどのことなどとは比較にもならぬ災さい厄やくが、汝の上に再度下るぞ」

「小こ癪しやくな！」

　すでに灼かれた手はもとの状態に再生している。女吸血鬼はさっと両腕を広げると、背後の赤い炎からおびただしい数の蝙蝠こうもりを呼び出した。黒い羽を広げた巨大な奴らが、牙きばをむきだして館の境界線に迫る。

「むんッ！」

　気合いとともに、サー・マクスウェルが音高くステッキをついた。

　高い音が響きわたるやいなや、白い雷光が爆発的に周囲を走り、半分以上の蝙蝠が炭と化して風に散った。

　それでも残った数百匹が立ちつくしたままの魔導師に迫る。

　のこぎりのような牙が四方から襲いかかろうとした次の瞬間、はるかに大きな黒い影が、ごうっという音とともにその場を遮さえぎった。

　マダム・ニュイがはっと息を呑のんだ。

　弱々しい鳴き声とともに、突き出た口にくわえ込まれた蝙蝠どもが咀そ嚼しやくされていく。

　屋根の上の石のガーゴイルどもが、主人の下知とともに、仮の生命を得て飛ひ翔しようしてきたのだ。

　ワニのような顔をした魔物、犬の鼻面に、山や羊ぎの角をそなえた怪物、鼻び孔こうから炎を漏もらす飛竜ワイヴアーンたちが、鈎かぎ爪づめをそなえた手脚に、血に染まった口に、いっぱいに魔の蝙蝠の死骸をつかみこんで、主人の周囲を遊ゆう弋よくする。

　マダム・ニュイの歯ぎしりする音が聞こえた。

「おのれ……おのれ、人間めが……」

「いくら試そうと無駄なことだ、不死者ノスフエラトウ」

　サー・マクスウェルは言った。

「おのれ自身が下僕どもと同じ道を辿たどらぬうちに、迅はやくこの場を去るがよい。次の一撃は、手加減せぬ」

　女吸血鬼は憤ふん怒ぬの血光に満ちた目をあげた。

「たかが人間風ふ情ぜいが、五百年の年月を数えるわらわに命令するか、魔導師」

「わずか五百年生きたばかりの小娘が、この私に、二千の刻を超える〈さまよえるユダヤ人〉に、抗あがらおうとするか。身の程を知るがいい！」

　びん、と響く声で、サー・マクスウェルは大喝した。

　マダム・ニュイの怒りにゆがんだ顔に、驚きよう愕がくの色が走りぬけた。

　そこには確かに、恐怖の色も混じっていた。くやしげに頬ほおをひくつかせながら、じりじりと後ずさりしていく姿からは、ここに乗りこんできたときのような傲ごう慢まんな自信も、敵意も、根こそぎ失われていた。

「〈さまよえるユダヤ人〉、――アハスヴェール」

　囁ささやくように彼女は言った。

「ならば、それなら汝なんじも、神に呪のろわれ、現世から追放された身ではないか。なぜわらわの邪魔をする。なぜ安穏と日を過ごす人間どもを、呪い返してやろうとはせぬのじゃ。このような場所に引きこもり、なぜ人間どもに力添えをする」

「〈彼〉は誰も呪いはしない。私を呪っているのは、私自身だ」

　簡潔にサー・マクスウェルは言った。

「そして私は弱く無む垢くなる者、友と呼べる者にのみ力を貸すのだ。かつて救えなかった、わが友がそうであったように。……さあ、去れ、呪われし者！　汝は自らの愚かしさから、闇やみと穢けがれにその身を沈めた。私の助けを求める資格は、汝にはない」

　不死者は怒り狂った絶叫をあげ、真紅の炎の竜巻に姿を変えた。何度か館の領域に突進しようとしたが、そのたびに走る電光にはじき飛ばされ、すすり泣きのような唸うなりをあげながらしだいに色を薄くしていった。

　やがて光が消え、静けさが戻った。

　石の悪魔たちを周囲に飛びまわらせながら、サー・マクスウェルはふっと息をついた。

　そして突然、何かに気づいたように敏びん捷しように館を振り返った。

　見張り番たるガーゴイルはすべて主人の身を守るために集結しており、屋根の上には何もいない。

　鋭い薄水色の目が警戒するように細まった。

　任を解かれたガーゴイルどもがいっせいに飛びたつ。大きく身を翻ひるがえすと、サー・マクスウェルは足早に、館に置いてきた少年のもとへ向かった。





「遼りよう兄さま……」

　夢中になってサー・マクスウェルと女吸血鬼の対たい峙じに見入っていた遼りよう太た郎ろうは、思ってもいなかった声を耳にしてはっとわれに返った。

　急いで振り向く。手すりの上に飛び移ったバイロン卿きようが、全身の毛を逆立ててウーッと唸うなった。ドアが開き、切りとられた薄闇やみの中に、白い人影がぽつんと立っていた。

「和かず音ね？　どうして？　サー・マクスウェルが、さっき」

「遼兄さま」

　和音はゆっくりと足を踏み出した。

　足取りは雲を踏むようで、ゆらりゆらりと左右に身体からだが揺れている。だが、目だけが異常なまでに熱っぽく光って、じっと遼太郎を凝ぎよう視ししていた。遼太郎は妙に身がしびれたようになってしまった。

「遼兄さま。……和音は、兄さまの妹ですか……？」

「なんだって？」

「……妹にしか――なれませんか……？」

　遼太郎は言葉を失った。

　和音の夜着のうすい布地は、いつのまにかすっかり女らしさを増したたおやかな身体の線をほのかに透かしている。

　開いた胸もとからゆたかな胸の上半分がのぞき、そこに、じわりと一筋の赤い糸が流れ落ちてきた。

　血だった。すんなりとのびた白い首から、あの呪のろわれた傷が口を開いて、じわじわと鮮血を垂らしているのだった。

「美み弥や子こさんがうらやましい」

　微かすかな声で和音は呟つぶやいた。

「いつもご自分の意見をはっきり言うことができて、前向きで、それで、遼兄さまの婚約者で。いつでも、兄さまに好きなだけわがままを言えて。どんなに反対されても、婚約しているかぎり、あの方がお兄さまと結婚するのは誰にも止めることはできない。

　でも、わたしは？　――和音は？」

　たらたらと流れる血が白い夜着を染めていく。

　見開いたままの目からは、透明なしずくがいくつも頬ほおを伝っていた。

「和音は、兄さまの妹なんかでないほうがよかった」

　ふらふらと身体からだを揺らしながら和かず音ねは続ける。遼りよう太た郎ろうは動けなかった。

「和音は、遼兄さまの妹。兄さまは和音の、和音だけの兄さま。そう思うのが、小さいころはとても嬉うれしかった。でも今は、そうでないほうがどんなによかったか。

　兄さまはいつまでも、わたしのことを子供だとしか、小さな妹だとしか見てくださらない。そんなこと、ないのに。

　和音はいつだって、兄さまのことしか見ていませんでした。小さいころから。

　今でも、ずっと」

「和音――」

「寒いのです、兄さま」

　ゆっくりと両腕を広げる。血に染まった夜着が揺れ、透ける布地のむこうに、ゆたかな曲線を描く女の身体がほの見えた。

「抱きしめてください。とても寒いのです。暖めて、兄さま。和音を暖めて」

　バイロン卿きようが再び警告するような叫び声をあげたが、和音に危害を加えるわけにはいかないと躊ちゆう躇ちよしているらしい。

　手すりに背をあてて立ちつくす遼太郎に、すべるように和音が近づいてくる。やわらかな肉体が腕にするりと入ってきた。たっぷりとした胸乳が胸に押しつけられる。

「――和音」



    

  
    
      



    

  
    
      　しびれたようになった舌を動かして、遼りよう太た郎ろうはやっと言った。

「やめるんだ、和かず音ね。離れて。手を放せ」

「……遼兄さま――」

　白い腕が蛇のように肩にまとわりつく。

　和音は背伸びして遼太郎の肩に頭を押しつけると、シャツの襟えりを開き、小さな口をかっと開いた。

　とたん、恐ろしい悲鳴がほとばしった。

　一気に拘こう束そくから解放された遼太郎は思わずその場に腰を落とし、顔を覆って、うずくまって震えている和音を茫ぼう然ぜんと見やった。

「その……その銀、その、護符」

　ざらついた声で和音は言った。

「外してください。それを外して、兄さま。それがついていては、和音は」

　はっとして遼太郎は開かれた胸もとに目を落とした。

　ジンジャーがくれた、銀のメダル。

　大地の魔法の加護がこめられたそれを急いで外し、和音に突きつける。

　新たな悲鳴がわきおこった。身をよじってのたうち回る妹を見ていると胸を裂さかれるようだったが、今は、そんなことを言っている場合ではない。

「どうして、兄さま」

　涙と血にぬれた顔を、和音が上げる。黒い瞳ひとみの奥に、ちらちらと赤く、不吉な血光が揺らめきはじめていた。

「兄さまは和音がおきらいなのですか。どうしてそんな、むごい仕打ちをなさるのです。和音はこんなに兄さまをお慕いしているのに」

「お前は病気なんだよ、和音」

　口が渇いてひりひりする。遼太郎は舌を引きはがすようにして喋しやべらねばならなかった。

「病気がそんなことを言わせているだけだ。僕はお前ほど大切な者はないと思ってる、だから、落ちついて、サー・マクスウェルが戻ってこられるのを待つんだ。マダム・ニュイ、あの女吸血鬼が、お前に呪のろいをかけているだけなんだ」

「いいえ、いいえ、呪いなどではありません」

　はげしく和音はかぶりを振った。

「あの方はわたしに、初めて自分の本当の心を口にする力をくださいました。そして兄さまを、永遠に、わたしのものにする力も。このように！」

　ぬれたような紅い唇くちびるが大きく開く。

　そこに、真しん珠じゆのような小さな牙きばが二本、きらめくのを遼太郎は見た。

「遼兄さま……」

　和かず音ねは再びゆっくりと近づいてこようとする。

　もはや護符では抑えておけないようだ。遼りよう太た郎ろうは全身に脂あぶら汗あせが噴き出すのを覚えた。

　と、とつぜん和音の足がふらつき、ふっと目を閉じたかと思うと、糸を切られたようにその場にくずおれた。

　たくましい腕が、床に倒れる前に身体からだを抱きとめた。荒い息をしながら遼太郎は上を見あげた。

「サー・マクスウェル……」

「どうやら、間に合ったようだな」

　禿とく頭とうの魔導師の表情はまだ厳しかった。「立てるかね？」





「つまり、あの女が門前で騒ぎたてたのは、館から私の気をそらすための陽動だったというわけだ。小こ賢ざかしいまねを」

　和音を再び、今度は前より厳重な守護の術の中に置いてきてから、サー・マクスウェルは苦い顔でパイプを吹かしていた。

「だが、わからないのは、どうやって館に侵入し、あのお嬢さんを囲むセフィロートを崩くずしたかだ。ガーゴイルどもを動かしたのは失敗だった。おかげで、館本体への侵入者に対する監視が薄くなった。だが、生命ある者はそもそも、招かれずしてこの館内の領域には入れないはず――」

　そこまで独語したとき、あたりを睨にらみまわしていたバイロン卿きようが、いきなりキーッと怒りの叫びをあげて飛びたった。

　壁を這はっていたなにか小さな物をつかみとり、握りつぶして床の上に叩たたきつける。ソファでぐったりしていた遼太郎は飛び上がり、駆け寄った。サー・マクスウェルもすばやくやってきて、床の上でぴくぴくもがいているそいつを調べる。

「からくり仕掛けの、虫か」

　サー・マクスウェルは言った。

　そいつは真しん鍮ちゆう製の、精巧に作られた甲虫のかたちをしていた。ねじ曲がった手足がまだ弱々しくもがいている。割れた前ぜん翅しの間からはじけたバネや針、爪先の半分ほどの歯車、鋼線などがもつれて飛びだしていた。

「無駄だとわかっていそうな蝙蝠こうもりどもを、あの女が出してきたのも道理だな」

　サー・マクスウェルが唸うなり声をあげた。

「要は、このちっぽけな生命なき物を蝙蝠にまぎれさせて、館に侵入させるのが目的だったのだ。私があの女にかまけているうちにこいつがセフィロートを侵し、お嬢さんを覚かく醒せいさせて、遼太郎君、君を毒どく牙がにかける、そういう計画だったらしい。どうも、うまうまと相手の計画に乗せられてしまったようだ。すまなかった、遼りよう太た郎ろう君。私の失策だ」

「いいえ。でもちゃんと、止めていただけましたし――和かず音ねを」

　からくりの昆虫はもう動かなくなっていた。つやつやした金色の羽に、遼太郎はおそるおそる指を触れた。

「その虫を誰が作ったかについて、心当たりはあるかね？」

「はい。きっと、マダム・ニュイの従者で、玄くろ塚つか霧む月つきというヴァンパイアだと思います。

　僕と同じ家系の出身の男で、人間だったときは、こういうからくりを作ったりする技術については天才的だった、と聞いています。きっと計略も、彼の発案でしょう」

「ほう」

　サー・マクスウェルは注意深く壊れた虫の残ざん骸がいを手にのせた。

「まあ確かに、それなりの見るべき技術は持っているようだ。なにしろ私の目を一時的なりとごまかして、この館に侵入したのだからな。だが、結局失敗に終わってくれたおかげで、こちらにとってはいい手がかりができた」

　残骸を手にのせて書き物机に向かうと、そこに腰を落ちつけ、ライトをつけた。

　片眼鏡モノクルを外し、ごつい拡大鏡を目につける。引き出しから微細な工具一式を取り出しながら、ソファでうつむいている遼太郎をちらりと見た。

「元気を出しなさい、遼太郎君。妹さんが何を言ったのかは聞かないが、それはすべて、あの呪のろわれた不死者ノスフエラトウが彼女に言わせたことだ。お嬢さんに罪はないよ。君が何も、気に病むことはないのだからね」

「……はい」

　しかし、ただマダム・ニュイの呪いが言わせたことにしては、和音の言葉は深く遼太郎の胸に突きささっていた。

『美み弥や子こさんがうらやましい、兄さまの妹なんかでないほうがよかった――』そこには真の想いから出た力がこもっていたと考えるのは思い上がりだろうか。

　しかし、もとを正せば、和音はたまたま幼いころからいっしょに育った娘というだけで、もし事情が違えば、美弥子と同じように、結婚相手の候補として用意されていたかもしれなかったのだ。小さい和音がそのことを耳にして、小さな胸をときめかせていたことはありえた。ただ、あえて目をそらしていただけで――わかっていなかったのは、遼太郎一人だったかもしれないのだ。

　奥のドアの向こうで、炎に包まれて眠っている和音を遼太郎は強い目で見やった。

　とにかく今は、悩んでいるときではない。あの時彼女が何を言ったにせよ、まずは、吸血鬼の呪いを和音の上から取り除いてやるのが先決だ。それが、彼女の兄としての、また、あの涙と血の流れるような告白を向けられた者の、義務だと感じた。

「さあ、これでいい」

　作業を終えたサー・マクスウェルが拡大鏡を目からはずして立ちあがった。

「これでこの昆虫は、自分を作った主人のもとへまっすぐ飛んで戻るはずだ。バイロン卿きよう、こいつを追跡して、たどり着いた場所をお前の主人に知らせなさい。おそらくその近くに、首しゆ魁かいたる不死者ノスフエラトウも身をひそめているはずだから」

　鋼の甲虫はブーンと音を立てると、書き物机の作業台から舞い上がって、部屋の中を輪を描いて飛びはじめた。バイロン卿はまかせろ、というように口を開いて鳴き、くるりと身を翻ひるがえして、たちまちのうちに天井まで届くほどの巨猿の姿に戻った。

「待ってください、サー・マクスウェル」

　あわてて遼りよう太た郎ろうは言い、バイロン卿のそばに駆け寄った。

「僕も、バイロン卿といっしょに行きます。和かず音ねはここにお預けしておけば安全なんでしょう？　これ以上、僕がここにいてもなんの役にも立ちません。僕も行って、クリスティーナたちの吸血鬼狩りに手を貸します」

「それはいいが」

　サー・マクスウェルは少しく意外そうだった。片眉まゆを上げて遼太郎を見やる。

「それはいささか危険ではないかな。先ほどの襲撃の意図から見るに、どうやら君自身も、マダム・ニュイの標的に入っているらしい。私としてはすべてが片づくまで君もここで、妹さんのそばにいてやる方が良くはないかと思う。少なくともその方が、君にとって安全なのは確かだ。ただの人間が普通に相手のできる敵ではないというのは、すでに君も感じていると思ったのだが」

「わかっています、でも、これは僕の大切な人に与えられた危害ですから」

　きっぱりと遼太郎は言った。

「和音が言ったことは、訊きかないとおっしゃってくださったから言いません。でも、あの子が思っていたことを知ってしまったら、とても知らん顔はできないと思うんです。僕はあの吸血鬼を滅ぼして、和音に呪のろいからではなく、本当に自分の本心を語れる機会を戻してやります。悩むのはそれからです。それに僕もマダム・ニュイの標的なら、僕が現世に戻れば、僕自身が囮おとりにもなれるわけでしょう、不死者に対する」

　話を聞いているうちに、サー・マクスウェルの頬ほおにゆっくりと笑みが広がっていった。慈愛に満ちた、誇るに足る息子を見るような満足げな微笑だった。

「私は、どうやら少々君を見くびっていたようだ。許してくれたまえ」

　静かにサー・マクスウェルは言った。

「よかろう、バイロン卿といっしょにロンドンへ戻りなさい。ただ、くれぐれも無茶はせぬように。何か役立つものをやれればよいが、ああ、そうだ」

　と手を伸ばして、

「先ほど、お嬢さんを一時的にだが引き下がらせた護符、それは大地の命の魔法だね？　ちょっと貸してくれないか。もう少し、強い力を発揮するようにしてみよう」

　遼りよう太た郎ろうは銀のメダルを首から外して渡した。サー・マクスウェルはメダルを持って書き物机に戻り、小さなるつぼで銀を溶かすかたわら、壁の棚から、ビロード張りの箱に入った何かを大切そうに取りだしてきた。

「なんですか？　それ」

「まあ見ていたまえ」

　箱から出てきたのはなんの変哲もない、小さなガラスの瓶だった。

　中にルビー色の液体が半分ほど入っている。サー・マクスウェルが慎重にひとしずくを振り出すと、液体は空中で結晶と化し、きらきら輝きながら台の上に落ちた。

「あ、それ……」

　クリスティーナが妖物を狩って、レギーネに与えているものと同じ。

　サー・マクスウェルは銀が溶けたのを確かめると鑿のみをとり、メダルの裏に手早く小さなくぼみを彫って、そこに赤い結晶を押し込んだ。

　上から溶けた銀を流し入れ、さっと指でひとこすりする。熱い銀はべつに火傷やけどをさせることもなく、磨きをかけたようにつやつやに、平らになった。

「さあ、これでいい。いざとなったら、これを相手のどこにでもいい、顔にでも、喉のどにでも押しつけてやることだ。この血の結晶は、不死者ノスフエラトウにとってはたとえこの半分でも永遠の破滅を与えるに足る毒になる。いちばんいいのは胸を裂さいて心臓に直接押しつけることだが、それはおそらく、君のご主人がもっと効率的にやってくれることだろう」

「血の結晶？　これ、血なんですか？」

「さあさあ」

　もう質問に答える気はないようだった。サー・マクスウェルは遼太郎の手に細工のできた護符を押しつけ、苛いら立だたしげに翼つばさを鳴らしているバイロン卿きようのそばへ押しやった。

「そうときまれば、すぐに出発したほうがいい。おそらく計画が失敗したのを知って、マダム・ニュイは次の作戦を練るか、それとも、またの機会を狙ねらって海外へ脱出するつもりでいるだろう。外国へ逃げられてしまっては、追跡に時間がかかりすぎる。

　ことは一刻を争うのだよ、遼太郎君、奥で眠っているお嬢さんにも、君にもね。話すべきことは、また機会があれば話してあげよう。君はまったく、驚くべき少年だよ。かつての、古い友人を思い出させるほどにね」

「――はい。ありがとうございました、サー・マクスウェル」

「いつかまた、用があれば来なさい」暖炉の前にステッキをついて、サー・マクスウェルは遼太郎に温顔を向けた。「会えて楽しかったよ、跡あと部べ遼太郎君」

　バイロン卿の毛むくじゃらの腕にしっかりとしがみつく。巨猿が咆ほう哮こうした。耳もとで風がひゅるひゅると唸うなり、一瞬にして、暖かな居間兼研究室の光景は闇やみに消失した。

　酷こつ寒かんと暗黒の空間をおそろしい勢いで運ばれながら、遼りよう太た郎ろうは銀のメダルを、しっかりと首にかけ直した。

（まってろよ。和かず音ね）

　必ず、おまえに自由と光を取りもどしてあげるからね。



    

  
    
      


　　第五幕　屍者たちは踊るダンス・マカーブル



　　　ああ、私は穢けがれたものです！　私は穢れたものです！



――ミナ・ハーカー



　　　１



　ことはきわめて秘密裏に進められた。普通の人間が考えるよりもっと、ひそやかな、隠微な形で。

　蜘く蛛もの網のようにうすく、緻ち密みつな計画は隅々にひろめられ、物もの乞ごいや、掏す摸りや、泥棒、娼しよう婦ふたちの口から口へと、ひそひそと当夜の心構えが説かれていった。

　いわく、その夜にはけっして外出しないこと、娼婦や盗みをはたらく者たちも、生命が惜しければけっして火のある室内から足を踏み出さぬこと、ひそかに手から手へと渡されてくる生命のしるしのヤドリギの輪を身につけて、仲間と身をよせあって夜明けを待つこと、その他、もろもろ。

　もう少し社会の上層にある者にも少しばかりの動きがあった。正体不明の〈上の方〉からスコットランド・ヤードへ女王の署名入りの勅ちよく令れいが出され、当夜はいかなる警官なりとも真夜中零時以降の警けい邏ら・徘はい徊かいは厳禁し、それまでに街を遊歩していた人間は、誰であろうと捕えて一夜留置場へ収監すること、という謎なぞの命令が下された。

　リース警部は怒り狂った。今、この時、ロンドン市民の平和と秩序安あん寧ねいを休みなく守る灯台守であるはずのわれわれに、神聖なる義務たる毎夜の警邏をやめろ、とは、いったい何事であるか？　しかも、まだエンバンクメントのミイラ事件も、それを言うならロンドン市庁舎の鼻先に放ほうり出されていったミイラも、始末がついていないというのに。

　ついでに言えばロンドン市庁舎があり、ほかにも海軍省や陸海軍の協会会館に、近衛騎兵連隊ホース・ガーズ本部などが存在するホワイトホール地区の二十二番地というのは、たまたまヤード本部の所在地でもあって、この不ふ埒らちなる犯人は、こともあろうにロンドン市庁舎のみならず、各種国家権力の目の前へ嘲あざけるように死体を投げだしていったことになる。リース警部はこれを、ほとんど個人的な侮ぶ辱じよくと見なしていた。

「仕方がないじゃないか。女王陛下のご命令だ」

　吠ほえ猛たける獅し子しのような勢いで本部長室へ怒鳴りこんだ警部を、本部長自身もとほうに暮れたような顔でなだめた。

「お偉い方々の考えることはわからんよ。まあ、皇太子殿下か、じゃなかったら女王陛下ご自身が、こっそり夜の散歩をお楽しみのつもりなのかもしれんさ。それでヤードの留置場をいっぱいにしていいという法はない、という意見には私も賛成するが、だからと言って、どうにもならんじゃないかね――君、そうがんがん机を叩たたきまくらないでくれたまえ。ただでさえ君のおかげで、この机は相当な被害をこうむっとるんだ」

「そんな呑のん気きなことですみゃあいいですがね」

　ぐっと怒りを呑のみこんで、ぶっきらぼうに警部は言った。

「こいつには何か、くさい臭においがありますよ。きっとあの、いかがわしい女魔術師か誰かが、後ろで糸を引いているんですとも。先日の、ルスヴン卿きよう閣下の舞踏会での報告書はお出ししておきましたがね、あの女、ぜったいに何か企んでいますな」

「きみお得意の、〈パラケルススの娘〉かね」

　本部長は少しうんざりした顔になった。

「あれは単なるそのへんにいるいんちき医者と同じで、たいがい害のない存在だと私は思うがね。それに、たいそう美人だという話じゃないか。男の服を着たがるのが玉にきずだが、なに、若い娘のそういう悪癖は、いい男がそばでしっかりと導いてやれば、すぐに矯きよう正せいされるものなんだ。そうぐりぐり目玉を剥むくもんじゃない、ビル・リース。あの時尋じん問もんしたという男は、とどのつまりなんの関係もなかったんだろう？」

　リース警部は唸うなり声をたてた。これもまた、腹の立つことのひとつだった。

　これこそクリスティーナ・モンフォーコンの尻尾しつぽをつかむ機会、と意気込んで尋じん問もんした青年は、ただパーティの出席者の貴族子弟についてきた家庭教師であると判明した。しかもその貴族というのが、あの女魔術師の後援者である変わり者として有名な、グリムズビー伯はく爵しやく夫人であるということが判明して、望みの綱も断たれた。

　そばで気絶していた娘はじきに意識を回復したが、ちょっと会場の暑さに疲れて外の空気を吸いに出てきて、そのあとはよく覚えていないという。

　きっとコルセットをきつく締めすぎて、肺が圧迫されたために気を失ったのだろうというのが医師の見立てだった。こうしたパーティではよく起こる事態だ。青年はたまたま、その場に居合わせた不運な者にすぎないとされて、早々に釈放された。またもや手の中から逃げていったクリスティーナの尻尾に、リース警部は歯がみした。

「部長はどうお考えか知りませんがね、ぜったいにこいつは何かありますぜ。我わが輩はいの勘がそう言っているんだ」

　本部長室を出て行くときに、リース警部はそう捨てぜりふを吐いた。

「我輩、不ふ肖しようウィリアム・リース、名誉あるスコットランド・ヤードに奉職する身として、必ず、あの女の手にお縄をかけてやりますとも」

「ああそうかね。ま、がんばってくれたまえ」

　本部長はすでに眼め鏡がねをかけて、次の書類の決裁にかかっていた。

　リース警部は本部の建物が震えるくらいの勢いでドアを叩たたきつけ、地響きをたてながら階段を駆け下りた。罪のない巡査がひとり、あやうくはね飛ばされるところで脇に飛びのき、猛もう烈れつな勢いで飛びだしていく上司をぽかんとした顔で見送った。

　そしてさらに上の方でも、準備は進められていた。〈評議会カウンシル〉が招集され、決定がくだされ、しかるべき所に裁さい可かが仰がれたのちに承認された。

〈女主人クイーン・マザー〉からの、秘密の伝言も届けられた。〈影のロンドン〉を統すべる女王とその力は、当夜において欠かせぬ戦力となるだろう。

　何も知らぬほとんどの大衆の頭上でなめらかにことは運ばれ、やがて、すべての準備がととのった。





「決行は午前零時」

　と、クリスティーナは言った。

「ウェストミンスターの鐘が真夜中を告げるその時に。もっとも月の魔力が高まるその瞬間に、〈影のロンドン〉の女王が、いったんすべての大地の力を解放する。いわば、旺おう盛せいな正の生命力でこのロンドンを覆いつくすわけだ。

　同時に、通常の生を送っている人間たちに関しては、ある眠りの魔法が降りかかる。例外なく。どんな場所にいようと、どういう状態であろうと、たちどころにその場に倒れて眠ってしまい、朝まで前後不覚でいるだろう。これは、メガエラ王女が」

　部屋の隅に座って足をぶらつかせていたジンジャーがちらっと目をあげ、すぐ視線をおとした。

「メガエラ王女がその母御から力の信託を受けて行使する。ちなみに、われわれ実行部隊にはこの眠りの魔法は届かない。届くとむろん困るわけだが」

　反対側の隅でいきごんで身を乗りだしているアレックスと、後ろで静かに目を光らせているシヴィル・セント・クレアににやりと笑みを送った。

「〈影の女王〉の魔法が発動した瞬間、ロンドンは、正の生命を生きている者にはただ安らかな眠りの地に変わりはない。だが負の生命、つまり不自然な生命に死後までもしがみつく呪のろわれた不死者ノスフエラトウにとっては、とうていいたたまれぬ煉れん獄ごくに変わる。

　もし、いまだにルスヴン卿きようの屋敷、あるいはほかの場所にマダム・ニュイが潜伏していたとしても、たまらずに逃げ出すことには賭かけてもいい。解き放たれた生命の大地が足の下にあるかぎり、あの女の死んだ足には灼やけた鉄板に乗っているようなものなんだ」

「ああ、そう、ルスヴン卿の屋敷には、もうあの女はいないようですよ」

　シヴィルが軽い口調で口をはさんだ。

「怖い警部さんにしょっぴかれてる間にヤードで聞いたんですがね。あのパーティの翌朝、マダム・ニュイは書き置きひとつ残さず、ただ別の招待を受けたので急きゆう遽きよ外国へ渡るとだけ家人にことづけて行ったそうです。あと、これは醜しゆう聞ぶんとして握りつぶされたようですが、どうやらあの女、渡航費のつもりか卿のお持ちものの中から、宝石や古い金貨なんかをごっそり持ちだして行ったようでしてね」

「いんちき占うらない師なんぞに操られるからこうなる」

　無神経にクリスティーナは言った。

「まあ、五百年劫こうをへた女め狐ぎつねともなれば、吸血鬼の魅惑の力を使わずともそれくらいの芸当は朝飯前だったろうに。罪作りなことをする奴だ」

「不死者に罪作りもなにもない」

　アレックスがこわい声で言った。

「とにかく、あの女は滅せねばならん敵だ、そうだろう？　われわれ生きている人間にとっては、吸血鬼は疫えき病びようにも等しい害なのだから」

「そのとおり。たまにはまともなことを言うね、アレックス、いい子だ」

　クリスティーナはちょっとかがんでアレックスの額ひたいに唇くちびるをつけた。あわれなバ（略）はソファから三インチほど飛びあがって真っ赤になり、へどもどしながら額を押さえて足をばたつかせた。

「な、なにをする、魔女！　さては貴様、僕が吸血鬼を滅するのをうらやんで、呪のろいでもかけたつもりか!?」

「まさか。むしろ祝福してあげたんだよ。君のそういう熱意ほど、私の愛するところはないからね。もっとも、いろいろ間違ってはいるけれど」

　アレックスは赤くなったり青くなったりして必死に口をぱくぱくさせ、後ろでシヴィルが必死になって笑いをこらえていた。

「わたくしたちはどういたしますの」

　緊張して一座に加わっていた美み弥や子こがおずおずと尋たずねた。

「ああ、美弥子さんは」

　クリスティーナは優しい目を少女に向けた。

「今夜はただシシィの側についていてあげてくれるだけでいい。無断で囮おとりに使ったこと、そういえば謝っていなかったね。すまなかった」

　シシィはいまだに弱い薬を与えられて、リトルに守られながら二階の子供部屋で眠っている。和かず音ねも、遼りよう太た郎ろうも不在、かつクリスティーナとレギーネも出払ってしまう今夜、彼女を一人にしておけないのは事実だった。

「和音嬢や、婚約者殿はサー・マクスウェルの所にいれば安心だし、君も、この邸やしきには特に強く防護を固めておいたから、玄関のドアを開けたりしなければぜったいに大丈夫だよ。それは私が名誉にかけて保証する。

　それに夜中の零時を越えれば、眠りの魔法がこの家にも降りそそぐ。いい夢を見て眠りなさい。朝にはみんな片づいている。心配することはないんだよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「お姉さまのおっしゃることなら、わたくし、疑ったりはいたしません」

　強く両手を組み合わせながら美み弥や子こは言った。

「でも、遼りよう太た郎ろうさんは――」

「まあ、サー・マクスウェルとうまくやれているんじゃないかな。あのご老人は、ああいういやになるほどまっすぐな性格に弱いから」

「それだといいのですけど」

　胸に手をあてて、美弥子はうつむいた。

「でも――わたしく、ようやく少し遼太郎さんのお気持ちがわかった気がします」

「ほう？」

「わたくしにも、何かできることがあればいいのに」

　心細そうに振り袖をいじるその姿は、ふだんの自信に満ちあふれた美弥子からはあまり想像のできないものだった。

「赤あか羽ばねの娘とは言っても、わたくしにあるのはたまたま予見の夢を見る程度で、それだって自分では制御できない、なんの役にもたたないものですわ。こういう事態になったときには、なんのお力にもなれません。ただ守られるしかない、それがどんなにもどかしいことか、わたくし、知りませんでした」

「だから言っているじゃないか。あんたの仕事は、あの小さな女の子を安心させてやることだよ」

　怒ったようにジンジャーが口をはさんだ。

　まさか、彼女から言葉がかかるとは思っていなかったらしく、美弥子は反射的な反発と、けげんな色を同時にうかべてジンジャーを見た。なにしろ、婚約者の初めての口づけを奪っていった相手なのだ。

「俺たちは全員あの女との戦いに駆り出されなきゃならない。女の子一人を安心させることに手は回せないんだ。でも、あんたならそれができる。立派な仕事じゃないか？　俺たちにはできないことが、あんたにはできるんだ。おあいこさ」

　美弥子はちょっとあっけにとられたようだった。

　それから両手を見つめ、ちょっとほほえんで、頷うなずいた。

「……それは、そうですわね。そうします。どうぞ、ご無事でいらしてくださいね、皆様がた。わたくしの婚約者さまのご不在には、幾重にもお詫わび申しあげますわ」

「つつしんで受け取っておくよ。さて、狐狩りだ」

　クリスティーナがすらりと立ちあがった。

　シルクハットをとり、インヴァネスを羽は織おり、赤い石のついた愛用の仕込みステッキをとって、悠ゆう然ぜんと部屋を出て行く。レギーネが粛しゆく々しゆくとあとに従い、アレックスが、そしてシヴィル・セント・クレアも、美み弥や子こに軽く頭を下げて出ていった。

　最後に残ったジンジャーは、扉とびらに手をかけながらしばらく美弥子を気き遣づかうような目で見ていたが、やがて、そっと戸を閉めた。

　低い話し声と足音、そして、馬車の軋きしみが遠ざかっていくまで、美弥子はちらちらと暖炉の燃える居間にひとりで座していた。すっかり静かになってしまうと、ほっと息をつき、椅い子すを立って、暖炉の火を消した。

　燭しよく台だいを持って二階に上がる。子供部屋にはいると、シシィがちょうど目をさまして、もぞもぞしはじめたところだった。

「なに？　どうしたの？　みんなどこにいるの？」

　まだ半分夢うつつで寝返りをうちながら、舌足らずにシシィは尋たずねた。

「かずねちゃん、まだかえってないの？　レギーネちゃんは……？」

「今夜はみなさん、大事なご用でお出かけなのよ」

　優しい声で美弥子は言い、枕の上の黒い髪をそっと撫なでつけてやった。

「朝になったらお帰りになりますからね。それまで、わたくしがここにいてあげます。心配しないでもいいのよ」

「て、にぎってて」

　ふくふくの小さな手が探るように伸びてくる。

　美弥子はその手を両手で包んで、そっと頬ほおに押し当てた。

「大丈夫。明日の朝には、みなさん帰っていらっしゃいますよ。お姉さまも……レギーネさんも……ジンジャーさんも、和かず音ねさんも、遼りよう太た郎ろうさんも」

　ベッドの頭板にとまっていたリトルが、礼を言うように低く鳴いた。

「大丈夫」

　もう一度呟つぶやいて、美弥子は目を閉じた。

　そのまま動かず、待ち続けた。ウェストミンスターの鐘が、午前零時を告げるのを。



　　　２



　やがて、大時計の針が、カチリという音とともに十二時をさした。

　静かにわき上がってきた鐘の音は、今夜はまるで、はるか深い地底から轟とどろいてくるかのように、みょうに陰にこもっていた。すっかり膨らみきった満月がこうこうと中天にかかり、ロンドン全域をあおあおとした光の底に沈めた。

　地下を走る迷宮の最奥で、ひとりの年老いた、きめわて年老いた女が玉座を立った。全身を飾るぼろとごみくず、瓶の蓋ふたなどが焚たき火の光をあびてまばゆく輝いていた。臣しん民みんたちは女王の足もとに集まり、身を伏せて、それぞれの祈りを一心に凝こらしている。〈影のロンドン〉の女王は異様な叫び声をあげると、手にした骨の王おう錫しやくをたかだかとかかげ、一気に振りおろした。

　そしてまた同じころ、地上の風に吹きまくられる大時計塔のとがった天辺に、ひとりの男装の少女が風に吹かれていた。

　帽子を脱いだ頭からは、あざやかな赤毛が風に乱れて炎のようにうねっていた。少女はきっと明るい満月を見あげると、小さく唇くちびるを動かし、何者かに対する加護を祈ってから、腰から小さな袋を外して封を開けた。

「眠れ、眠れ、生命よ！」と彼女は言った。

「生ある者すべてにわれ命ず、こよい一夜のすこやかなる眠りを眠るべし、見てはならぬ秘儀、見てはならぬ邪悪を避けよ、人々よ！　月の魔力もて、眠れ、人よ、眠りの銀砂よ、人々のまぶたに降りそそぎ、かれらの眠りを浄きよめ護れ！」

　袋から一筋の長い銀色の煙が流れ出し、月光とともに、風に乗ってロンドンの街に音もなく降りそそいでいった。

　魔法が生まれ、拡がっていった。貴婦人の庭のみならず、裏町に生える雑草の一本一本に至るまでが、急に力を取りもどし、あおあおと強い若葉を開きはじめた。

　まだ少し開花には間があるはずの夏薔ば薇らのつぼみが、夜だというのに次から次へとほころんでいく。蒔まかれたばかりの種がすくすくと土を破ってのびてきて、帽子を被った子供のような隊列をきちんとそろえた。年を経た木々さえもざわざわと枝をふるって、流れ込んでくる強い生命力に歓喜のうめきをたてた。

　だが逆に、人間たちはひとり、またひとりと眠りの底に沈んでいった。厳しい禁令にもかかわらず、パブから追い出されたあとも酒瓶をラッパ飲みしていた男は、いきなり重くなったまぶたにもう酔ったのか、といぶかったが、そう考える間にも眠りは意識を覆い、まっ暗な無意識状態へと落とし込んでいった。

　家の中で、〈女主人クイーン・マザー〉の命令に従って息を殺していた人々も、警告されたとおりに眠けがやってくるのを感じ、恵み深い女王とその力に感謝しながら、家族とともに抱き合って眠りについた。

　禁止されていながらただ一人、夜警の任についていたひげ面のヤードの警部の上にも、眠りは区別なく手を伸ばした。謹きん厳げんなる警部は職業的義務と、魔法のうながす休息との間をボールのように行き来したあとで、お馴な染じみの女魔術師の名を呪のろいながら、不安な眠りに沈んでいった。ごつい手には拳けん銃じゆうを握りしめたまま、固い石畳に尻しりをどっかとすえて。

　そしてホルボーン、ニューゲイト街３６２Ａの邸やしきでも、眠りはそっとすべり込んできた。美み弥や子こに手を撫なでてもらっているうちに、シシィはいつのまにかまた眠ってしまっていた。子供の、すこやかな眠りで、そばにいる者の心を静めるものだった。美み弥や子こもまた眠くなってきたとき、作戦のことは聞いていたにもかかわらず、それは、シシィのおかげだという気がした。

「どうぞご無事で、みなさん、――遼りよう太た郎ろうさん」

　ほとんど夢うつつで美弥子は呟つぶやいた。

「帰ってこなかったりしたら――それこそ、うんと、蹴け飛ばしてさしあげます……」

　白いシーツの上にことりと頭が落ちた。

　静かな寝息が部屋に充みちた。リトルもベッドの頭の上でこっくりこっくりし、今だけは、少女のペットのかわいい小鳥としてのほんとうの生命を得たかに見えた。





　そしてむろん、眠っていない少数の者たちにとって、鐘の音はすなわち戦闘開始の合図だった。

「鐘が鳴ったぞ！　十二時の鐘だ！」

　飛びあがってアレックス、もとい現在のところはバ（略）が叫んだ。

　今夜はとっておきの新しい黒いローブに、白木の杭くい、新調した大量の護符、（家伝の骨こつ董とうで曾祖父の物だったという）銀の十字架、聖水の瓶に、ニンニクを花はな綱づなのように二重に巻くというめざましい武装で、動くたびに、ディケンズのクリスマスの幽霊のようにガチャガチャ鳴っては、すさまじい臭いをまき散らしていた。

「十……十一……十二！　さあ、吸血鬼狩りが始まるぞ！　まあ任せておけ、このバシレウス・サロモンあるところ、不ふ埒らちな女ヴァンパイアなどすぐつかまえてぎゅうという目にあわせてその上この杭でもって……ふにゃあ？」

　途中で妙な声をたてたかと思うと、いきなりその場にひっくりかえり、盛大ないびきをかきだした。

「確かに魔法は無事発動したようですね」

　シヴィル・セント・クレアがほっとした顔で言った。

「とにかく、この段階まではうまく行ってるってことです。すいませんけど、そこの馬車の戸、開けてもらえません？　とりあえず雇い主の息子さんなんで、その辺にほっぽっといて風邪とかひかせるのはちょっと」

「ま、それはそうかね」

　クリスティーナは道ばたにとめた馬車の戸を開け、中の座席にぐうぐう寝ているバ（略）を収納するのを手伝った。とりあえず備え付けの毛布を巻いて、寒くはないようにする。起きたときにはニンニクの臭いで狭い室内はとんでもないことになっているだろうが、そこまで斟しん酌しやくしてやる気は、クリスティーナにもシヴィルにもなかった。

　扉とびらを閉め、空を見あげる。明るい紺色の夜空に、星空を背にしてウェストミンスターの時計塔とヴィクトリア・タワーが黒々と影を切りぬいていた。

「〈評議会うち〉の調べでは」

　とシヴィルが言った。彼は最新式の連発銃をマントの内側から取りだし、喋しやべりながら弾たまをこめはじめた。弾をくわえた口のはしからもごもごと、

「ビリングスゲイトの近くのオールド・スワン桟さん橋ばしについたフランスからの船――デメテル号っていうらしいですが――から、二人の怪しい船客が姿を消しているそうです。一人はとんでもなく美しい女で、もう一人は東洋人の若い男。

　航海中に、船室のボーイがひとり行方不明になってます。たぶん、面倒なことになる前に、からからになるまで吸いつくされて海にでも放ほうりこまれたんでしょうね」

「そのようだ」

　クリスティーナはゆったりとステッキに指をからめた。

「ところで、銀の弾かね、それは？　君のところの備品その二、というわけか」

「そうですよ。本来は対人狼用なんですけどね。誰かさんが前の備品を返してくださらないおかげで、こういう現代風の無粋な代物にも頼らざるを得ないってわけです」

　音を立てて弾倉を戻したシヴィルは、言葉に反してなんとなく嬉うれしそうだった。

「そのデメテル号は、今でも桟橋に停泊しているかな？」

「いえ、その船は三日前に荷下ろしを終えて出航しましたよ。しかし、同じオールド・スワンから、キャザリン号という別の船が明日スペインへ向けて出発する予定で、そこに今日の夕暮れ、黒ずくめの東洋人がやってきて、倍の料金を金貨で支払って二人分の船室を予約していったそうです。くさいと思いませんか」

　クリスティーナは肩をすくめた。

「今のこの状態で、ロンドンのどこかにマダム・ニュイが潜伏していたとしても」

　後ろに控ひかえていたレギーネが、すっと前に進み出る。

「オーブンに放りこまれた猫みたいに、今ごろあわてて水の上の隠れ場所に走っているはずだ。水上なら少しは大地から離れていられるからな。すでに場所が確保できているなら、なおのことさ。あの女なら、船に残っている船員を手っとり早く下僕に変えて、夜のうちにとっととロンドンを逃げ出すくらいはやるだろう」

「つまり、時間との戦いってことですね」

「まさにね」

　ちょっとため息をついて、

「まったく前回といい、こういうあわただしい仕事は性に合わないんだがね。――そら、来たぞ、むこうも馬鹿じゃないようだ。時間稼ぎか」

　ウェストミンスター橋の反対側、聖トーマス病院のあるほうから、何か異様に変形した者が一人、また一人とすべり出してくる。

　数十人、いや、数十体はいるだろう。喉のどを、第二の口のように耳から耳まで切り裂さかれた男の屍し体たい、青ざめて痩やせこけ、解かい剖ぼうのあとなのか、むき出しの腹になまなましい縫ほう合ごうのあとを残した女の屍体、馬車にでも轢ひかれたのか、ほとんど九十度近くに折れ曲がった背骨をぼきぼき鳴らしながらふらふらと歩いてくる十四、五歳の少年。

　その他男、女、老人、子供、ありとあらゆるむごたらしい姿をさらした者たちが、風の吹き抜けるような微かすかなうめき声を立てながら、両手を突きだして行進してくる。

「屍体置き場の、横おう死しした死者たちを間に合わせの下僕にとは。舐なめられたものですね」

「やれやれ」

　クリスティーナはシルクハットをかぶり直した。

「ああいう雑ざ魚こは君にまかせるよ、シヴィル・セント・クレア。私には、もう少し上等な相手がふさわしいんでね。古い友人が待っている。おいで、レギーネ」

「ええっ!?　ちょっと待ってくださいよ、そんなのひどいですよ！」

　シヴィルの抗議もむなしく、クリスティーナは身をかがめると、短い気合いとともにひらりと跳ちよう躍やくしてメトロポリタンの建物の優雅な屋根の上に飛び乗った。あっという間に姿を消す。レギーネもさっと後を追っていった。

「ああもう。ちゃんとうちの備品返してくださいよ！　忘れてないんですからね！　……うちの始末書は書式がめんどくさいんですよ、あなたは知らないでしょうけど」

　ぶつぶつと文句を言いつつも、這はい寄ってくる屍し者しやどもの群れに向きなおる。

　一瞬にして、雰囲気が変わった。シヴィルは、この青年がめったに人には見せることのない、剃刀かみそりのような笑みを唇くちびるにのせた。

「紳士諸君！"Gentlemen!"」

　低い声が木霊こだまする。

　同時に、暗い街角のあちこちから、黒いコートに黒いズボン、特徴のない顔を深くかぶった山やま高たか帽ぼうで隠した、十人近い男たちが姿を現した。

〈評議会カウンシル〉の男たち、ロンドンの闇の警護者たちだった。手に手にシヴィルのものと同じ銃を握り、声も足音も、何一つたてることなくシヴィルの近くに集結する。

　シヴィルも拳けん銃じゆうを抜いた。

「撃て！"Fire!"」

　男たちの拳銃がいっせいに火を吐いた。

　頭を打ち砕かれ、胸をはじけさせた屍者たちがあっけなくばたばたと倒れていく。何度かもがいて起き上がろうとしたが、後から後からやってくる仲間たちに頭をぐしゃりと踏みつぶされる者もいた。腐臭があたりに立ちこめる。

「よろしい、よろしい。とりあえず、効果はある、と」

　満足げに硝煙をふっとひと吹きして、シヴィル。

「そのうち、ミイラどもも姿を見せるだろう。うちが始末したあれだけが全部とはあまり思えないし。メリュジーヌ？」

　――はい、主様。

「今夜は君にとっては少しきつい夜だろうが、援護を頼む。まったく、荒あら事ごとは性に合わないって言ってるのに、クリスティーナ嬢ときたら耳に入れてくれもしない」

　――わたくしはあなた様といつも共にあります、愛いとしいお方。

「いつもながら、嬉うれしいことを言ってくれるね。それじゃ行こうか」





　クリスティーナは流星のように闇やみを駆けていた。屋根から屋根へ、塀から塀へと飛び移り、目にも止まらぬ速さで目標とされたオールド・スワン桟さん橋ばしを目指す。

　レギーネも、ぴったり後についてきていた。金と銀、二つのきらめく髪が夜空に流れ、月光をあびてまばゆい流星の尾と化す。インヴァネスが黒い翼つばさのようにはためく。

　大きく跳ちよう躍やくしてある屋敷のスレート屋根に飛びおり、ふと足を止める。

　緑の瞳ひとみが左右に走り、満足げな微笑が口辺に漂った。

「――来たな」

　すらりと仕込みステッキを引き抜き、ふたたび跳躍した。

　立ち並ぶ家々の屋根の上を、いつのまにか、いくつもの異形の影が併走していた。人間業とは思えぬ姿勢と素早さで次から次へとジャンプをくり返し、クリスティーナの疾しつ走そうに少しも遅れをとらない。

　ひとつの影がぐっと身を縮め、クリスティーナの頭上はるかに高くから落下してきた。

　黒いマントが風に飛び、蒼あお白じろい金属の仮面と骸がい骨こつめいた骨格が宙に舞う。

〈ドクトル・アヴァランシュ〉の、刃を内蔵した肋ろっ骨こつが音を立てて開いた。くわっと裂さけた金属の獣の大口がクリスティーナに襲いかかる。

「印形シジル、〈能天使Powers〉！」

　はげしい音をたてて、四本の刃が火花を散らした。

　レギーネの両腕からのびる白刃は主人の首に殺到した斬ざん撃げきをすべて受けとめ、相手の勢いを利用して遠くへはじき返す。

　地面に落下するかと思われたからくり人形はくるりと身を翻ひるがえして壁にへばりつき、先をすべて切り落とされた肋骨を生き物のように蠢うごめかせた。

　別の影がどっと殺到してくる。クリスティーナの剣が奔はしった。あらゆる方向から降りそそぐかに見えた攻撃を息も乱さずはじき返し、隙すきひとつ見せずに優雅にほほえむ。襲撃者たちのうつろな魂たましいにもその自信はなにがしかの影響を与えるのか、人形たちはかすかな金属音を立てながら、対応をはかるかのように間合いをとって敵を取り囲んだ。

　今や、すべての〈ドクトル〉がマントを脱いで骸がい骨こつめいた外観をあらわにしていた。九、十、十一体。下にいるのを加えれば十二。クリスティーナは笑った。

「先に壊してやったのを勘定に入れれば十三体か。なかなかロマンチストだね、霧む月つき」

　声をかけられた青年は、少し離れたモンタギュー館の尖せん塔とうの上に、ひときわ黒い影として黙もく然ねんと立っていた。

　切れ長の黒い瞳ひとみが、なんの感情も表さないままクリスティーナを見ていた。

「それほどまでに、君があの女に忠誠をつくす理由はなんだね？　闇やみの母だからか？　むろん、血親と子ゲツトの関係は理解しているよ。だが、私にはむしろ、あの女よりは君のほうが、知恵といい技術といい、はるかにすぐれている気がするのだがね」

　霧月はわずかに頬ほおを動かしただけだった。

「しょせん彼女は、野や蛮ばんな中世ヨーロッパ生まれの、甘やかされた愚かな女にすぎない。現代という急速な変化の時代に、ついていけないことは目に見えている。

　今回だって、君という助言者、兼守護者がついていなければ、とっくの昔に滅ぼされていたろう。マダム・ニュイ、彼女は君にとって、むしろ主人というよりは足あし枷かせ、もっと言えば、単なる足手まといではないのかね？」

「あいかわらず、作り話がお上手ですね。ミス・モンフォーコン」

　低い声が、遠い鐘のようにいんいんと響いてきた。

「あいにくですが、僕はただ、仕えるべき主人の命令を守るだけです。そのように教えこまれてきたし、そのようにして生きてきました。死んだあとも、また、そのようにするだけです」

「なるほど、そうなのか。そういうことなら、遠慮なくやらせてもらおう！」

　壁に貼はりついていた〈ドクトル〉が、視界外からはね上がってクリスティーナに飛びついてきた。

　金属の仮面がふたつに裂さけ、サメのような何重もの刃が高速で回転しながら突きだしてくる。クリスティーナの剣が一いつ閃せんし、ドリル状の舌が回転の勢いもそのままに中に斬きりとばされる。

　返す刀で、頭頂部から腰にかけて両断され、〈ドクトル〉はふらふらと二、三歩歩いて、そのままがしゃりと崩くずれおちた。

　霧む月つきの姿は消えている。

「図星を突かれたか、それとも、そうでないのか」

　クリスティーナは苦笑した。

「あるいは、彼自身、まだよく自分の気持ちを理解できずにいるのかもしれないな。かわいそうなものだ。さて」

　十一体の〈ドクトル〉たちがじりじりと包囲をせばめはじめていた。

　金属音とともにそこここで凶暴な口が開き、肋ろつ骨こつが刃を剥むきだし、両腕と足が彎わん刀とうと槍やりに入れかわる。

　歯車のきしる音が、ぱっくり開いた口からうめき声のように吐き出された。

「いい夜だ」

　煌こう々こうと照る満月のもと、愉たのしげにクリスティーナは呟つぶやいてくるりと回った。黒いインヴァネスが小こ粋いきに翻ひるがえり、緑の瞳ひとみが燦さんと燃える。

「今夜は舞踏会だよ、ねえ、かわいいレギーネ。うんと素敵に楽しもうじゃないか。

　お嬢さん、お手をどうぞ――踊らん哉シヤル・ウイ・ダンス？」





　眠りに落ちた街に銃声がこだまする。

　ふらふらとつかみかかってきたミイラの一体が、横から飛んできた銀の銃弾に胸を貫かれてかすれた悲鳴をあげた。白い牙きばがつかのまひらめき、その声も消えきらないうちに、地面に崩くずれおちて、灰と化して風に舞っていく。

「まあ、見落としたのがこんなにいたとはね」

　すばやく排はい莢きようして新しい弾たまをこめながら、シヴィルはぼやいた。ひょいと肩越しに銃を向け、狙ねらいもせずに一発撃つ。涎よだれを垂らして這はい寄ろうとしていたミイラが笛のような悲鳴とともに灰と化した。

　黒服の部下たちも周囲で乱戦を展開していた。アッパー・テムズの通りを南下していく途中で、復活させられた屍し者しやたちに加えて、うじゃうじゃ出てきたミイラ化した下級ヴァンパイアの群れに足止めを食わされているのだった。

　今までいったいどこに隠れていたのか、それとも、追っ手が来ることを予期してマダム・ニュイがあらかじめ大量に作り出して配置していったのか。ミイラどもはからからの脳味噌に刻みこまれた命令と、自分の赤い渇きにかり立てられて、次から次へと人間たちにつかみかかってくる。

「ああもう。また経理課から文句を言われるんだろうな」

　ぼやいて、また一発。がっくり首を九十度に折った女が、土手っ腹に大穴を開けられて金切り声を上げて吹き飛んだ。

「銀の弾丸は高いんだから。まったく、今夜ひと晩でいったい何ポンドの国民の血税が浪費されたことか、考えるとぞっとするな。探索課にはもっと仕事をちゃんとしてもらわないと。ベアストウ、ヒューイット、ブースの三名は右、ソームズとゴードン、プレストをつれて左。ほかの者は僕についてオールド・スワンへ向かう――うわっと!?」

　いきなり背後からつかみかかられてシヴィルはよろめいた。

　――主様！

　メリュジーヌが銀色の鱗うろこを光らせて走る。黒服の男たちに動揺が走った。革のようにひからびた、生きた屍し体たいがくわっと口を開く。

「滅せよ、生命に反する者！」

　澄んだ声が決然と響き、建物の屋根から何かが飛んできた。

　ヤドリギの輪。輪は生き物のようにミイラののど首に巻きつき、締めあげた。悲鳴をあげてミイラは崩くずれおち、塵ちりに返った。

「やあ、助かりましたよ、ロンドンの魔女姫」

　喉のどをなでてシヴィルは起きあがり、向かいの家の屋根に立つ小柄な影に手を振った。

「時間がない。急げ、〈評議会カウンシル〉の者」

　ジンジャーの言葉はにべもなかった。後ろに、〈宮廷〉の者らしい汚れきった影がいくつも蠢うごめいている。でっぷり太ったテールコートの、がに股またの男が姫君のそばに付き従い、驚くほど敏びん捷しような動きでヤドリギの枝を束ねては屍し者しやどもに投げつけていた。

「この哀れな奴らは俺たちが始末する。どうせ放ほうっておいても、朝が来ればみんなそろって土になるしかない奴らだ。お前たちはまっすぐオールド・スワンに走れ。すでにあの女は、出航の準備を整えかけている」

「ありがたい。かさねて感謝しますよ、メガエラ王女。母上にもよろしく」

「早く行け。無駄口を叩たたいている暇はない」

　シヴィルは帽子を持ちあげて挨あい拶さつをしようとし、そういえばかぶっていなかったことに気づいて肩をすくめる。再び指をあげて合図を送ると、〈評議会〉の男たちは一団となって、はげしい靴音を鳴らしながらアッパー・テムズをかけ下っていった。

「うわっ!?」

　その途中で、ぐったり足を投げ出して眠り込んでいる誰かにつまづいた男が、憤ふん然ぜんと罵ば声せいを上げた。

「なんだ、こいつは。今夜は禁足令が出てることも知らんのか、酔っぱらいめ。この」

　自分が勤勉に働いているときに寝ている者を見るほど腹の立つことはない。彼は苛いら立だたしげにそのひどく体格のいい酔っぱらいを蹴け飛ばし、仲間たちの後を追った。

　しかし、それは誤解というものだったのを、彼は最後までついに知ることはなかった。

　彼らが通りすぎていってしばらくたったあと、蹴っ飛ばされた『酔っぱらい』は、うーむと唸うなり声をあげ、頭を振り、糊のりでくっつけられたようなまぶたを無理やり開いた。

　どうにも納得のいかないことだった。

　――なぜ自分は、こんなところで眠っているのだ。

　たとえ全ロンドンの警官が職務を果たすことを拒否しようと、自分ばかりは社会正義の名にかけて、夜間のロンドン市民の平穏を守らんとばかりに飛びだしてきたはずなのだ。

　若い骨なしの警官どもが、いくじなくも任務も果たさずそそくさと署内へ消えていくのを見て歯ぎしりしながらも、せめて自分ばかりは孤こ塁るいを死守せんと、拳けん銃じゆうをたずさえてまでロンドンの治安に奉仕すべく準備していたのに。

　なんで我わが輩はいはこんなところで座っているのだ。

　納得がいかん。

　靄もやのかかった頭でなんとか何かを思い出そうとしたが、そのたびに、魔法の眠りがやさしく額ひたいを愛あい撫ぶして、眠りなさい、眠りなさい、何も心配はないんだからと語りかけてくる。考えているうちに、何を思い出せばいいのかも霧のかなたへ消えていく。

　彼はブルドッグのような唸うなり声をあげて頭を振りまわし、その手を追いやった。そうだ、今は眠っている時ではないのだ。

　なんだか知らないが、あわただしい足音と叫び声が先ほど、すぐ前を駆けぬけていった、ような気がする（夢、という可能性は頭から否定した）。

　あれはもしかして、警官たちの足音ではないか。命令する声もそれらしかった。

　そういえば、はげしい銃声も聞こえていた気がする。なんということ、あれこそ大事件、大争乱のあかしではないか。

　こうしてはいられない。

　そう、名誉あるスコットランド・ヤードに奉職する身たるもの、この程度の眠けくらいでへこたれていては話にならない。

　事件の臭いをかぎつけたら、すぐに食いつき、食いついて離さない。それでこそ、国家の誇りであり、正義の守護者たる、警察官というものだ。

　鉛でできたような身体からだを無理やり引きずり起こす。走り去っていった足音を追い、片手に拳銃をぶら下げて、ウィリアム・リース警部は、おぼつかない足取りでもって、ふらふらと通りを歩きはじめた。
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「見えたぞ、あれだ！」

　シヴィルが叫んだ。

　その船が、ほかと違っているのはすぐにわかった。船上には蒼あお白じろい光がいくつかともり、今夜は外へは出ていないはずの船員たちが、真夜中だというのに妙にのろのろとした動きで行き交っている。帆ほ柱ばしらにのぼり、展てん帆ぱん作業にかかっている者の姿もある。

　夜間の出航は例がないわけではないか、妙に青ざめた顔の船員たちは一様に表情がなく、どろりとにごった目を宙に据すえていた。青い火をともしたランタンの下に、白いドレスに身を包んだ黒い髪の女が、細い腕を組んで身じろぎもせず立っている。

「奴だ！　撃て！」

　号令一下、男たちの銃が火を噴ふいた。女はなかば仮面におおわれた顔に憤ふん怒ぬの表情を浮かべると、両腕を広げて怪け鳥ちようのような声をあげた。

　暗闇からどっと蝙蝠こうもりの大群が噴出し、銃弾の雨を浴びてばたばたと落ちた。だが、おかげで主である女には傷ひとつつかない。

　なり立ての吸血鬼の船員たちも何人か倒れた。気にした様子もなく、マダム・ニュイは物もの凄すごい笑みを浮かべた。紅い唇くちびるから、短剣のような白い牙きばがにゅっと突きだしてきた。

「わらわを滅ぼすことなどできぬよ、人間」

　ぞっとするほど優しげに彼女は囁ささやいた。

「わらわは生きる、汝なんじら下等な生者どもの生命を糧かてにもっともっと生きるのじゃ。永遠にのう。わらわこそは選ばれた者、死をこえた女王なのだから」

「そんな女王は、僕は願い下げですね。女王陛下は、もうロンドンには二人もいますし」

　手早く次の銃弾をこめながらシヴィルが吐き捨てる。

「そういう大口は、こっちの地面の上まで来てしゃべったらどうです？　できないんでしょうが、あまりにも熱すぎて。五百年の間に冷え切ってしまったあなたの身体からだには、今、この大地に充みち満ちている生命の力は、本来行くはずだった地獄の炎よりも、ずっと熱く感じられるはずですからね」

「減らず口を！」

　怒りに燃えてマダム・ニュイは一歩足を踏み出したが、すぐに、たじたじとなって後ろへ下がった。彼女がいるいまその位置が、解放された生命力の熱に、かろうじて耐えられる一線らしい。そこから一歩でも踏み出すか、一歩でもしりぞけば、左右の河岸からあふれてくる大地の力が灼やけた鉄のように身を炙あぶるのだ。

「さあ、もうお終しまいです。片をつけましょう、レディ。ダンスは終わりです」

　十数丁の銀弾の拳銃がいっせいに女を狙ねらう。

「霧む月つき！」

　悲鳴のようにマダム・ニュイは叫んだ。

　それに応こたえるように、黒い影がさっと宙を舞って、彼女の前に飛び降りた。

　ほぼ同時に、すべての拳けん銃じゆうが猛もう然ぜんと火を吐く。

　硝煙が立ちこめ、耳を聾ろうする銃声がやっとやんだあと、シヴィル・セント・クレアは、船上に立つ女を見て愕がく然ぜんとした。

「なんだと？　そんな」

「ふ。は。ほほほほ」

　かん高い声で、のけぞって女は笑い出した。

「わらわにはまだ守護者がいたことを忘れていたようじゃのう、人間。よう戻った、かわいい霧む月つきや」

　かたわらに立つ黒衣の青年の頬ほおを愛いとしげになぞる。

「いささか戻りが遅かったことは、このような折りゆえ、許してやろうのう」

　目を伏せて、玄くろ塚つか霧月は何も答えなかった。

　女吸血鬼の前に、満まん身しん創そう痍いの〈ドクトル・アヴァランシュ〉がいた。たった今の銀弾の一斉射撃をすべて受けとめ、ふらふらと前後に身体からだを揺らしている。

　両腕の刃は折れ、肋ろつ骨こつのほとんどは砕かれて、動くたびに耳ざわりに関節が軋きしんでいた。おそらく、ほかの〈ドクトル〉はすべて破壊され、最後に残った一体なのだろう。自らが作りあげたからくり人形の無む惨ざんな姿に、霧月はじっと目をそそいでいた。

　シヴィルは再び部下たちに一斉射撃を命じようとしたが、はっとした顔になって、自分の腰を探る。

　なかった。人外の者にとって致命的たる、銀の弾丸はもう一発も残っていない。

　とどめをさせると確信して、全弾撃ちつくしてしまったのだ。部下たちも同じ状況らしく、それぞれに、とまどいや怒り、焦り、恐れなどを顔にあらわしている。

　マダム・ニュイは勝ちほこった調子で両手をあげた。

「さあ、霧月や、あそこにいる人間どもにわれらが力を思い知らせよ。汝ほどの若さならば、いまだ体内に燃える生命のなごりが地上に足をつけることも許してくれよう。わらわの命令じゃ、霧月、子ゲツトとして、血親の怒りを倍にして返すのじゃ！」

「もうやめておくんだね、マダム」

　静かな声がした。月光に黒い影が舞った。

　女吸血鬼が眉まゆをつり上げて上を見あげた次の瞬間、その胸から、血にまみれた銀の刃の先端が、鮮血をしぶかせて突きだした。

　吸血鬼は恐ろしい悲鳴をあげた。

　続いて銀髪をなびかせた小柄な影がさっと舞い降りた。光が一いつ閃せんする。最後の〈ドクトル〉は、頭の先から足の先まで両断されて、がらがらとその場に崩くずれおちた。

　細い両手の双刀をかまえたレギーネが、すばやく飛んで距離を取った。

「まだわからないのかい、霧月」

　サイレンのような悲鳴をあげつづける吸血鬼の後ろから、低い声がする。

「この女は、君が前に仕えていたご主人のような高潔なひとではないよ。自分のためなら子ゲツトが煉れん獄ごくの苦しみを味わうのも意に介さない、子ゲツトが自分のために技術をつくして作ったものが壊されようと知ったこっちゃない。

　君の仕えるべき主人は、そんな卑劣な相手ではなかったはずだ。よく考えるんだよ、霧月。君は吸血鬼としてはまだ若い、こんなところで、この馬鹿女につきあって滅ぼされるほど、君は馬鹿なのか？　それとも、ここでこんな馬鹿げた滅び方をすることで、彼女に復ふく讐しゆうしようとしてでもいるのかね？」

　影がマダム・ニュイから飛び離れるが早いか、霧む月つきは女主人の身体からだを背から貫いている、銀の短剣の柄えを素手でつかんだ。

　手の皮膚が焼きこがされる激痛に一瞬目を細めはしたが、ほとんど躊ちゆう躇ちよすることなく、目にも止まらぬ速さで剣を持ち主に投げ返す。

　襲撃者の速度も劣ってはいなかったが、〈ドクトル〉相手のダンスがさしものクリスティーナの体力も消耗させていた。まっすぐに飛来した短剣が、クリスティーナの肩に深々と突きささった。

「お嬢さま！」

「考えろ、霧月」

　すぐにレギーネが駆け寄った。

　クリスティーナは息を荒げながら地面に足を投げ出し、彼女にしては珍しい、真しん摯しな瞳ひとみで霧月を見あげた。肩から抜けた短剣が、血の糸を引きながらごとりと地面に落ちる。

「その女の姿をよく見るんだ。それが本当に、君の仕えるべき主人なのか？　本当に？」

「何をしている霧月、あいつらを殺せ！　殺すのじゃ！」

　ふらふらと立ちあがった女吸血鬼がわめき立てる。

　その顔は、すでに人間のものではなかった。金きん箔ぱくをかざった仮面は落ち、醜みにくく焼けただれた半面があらわになっている。

　残りの、傷のない半分も悪鬼の形相明らかに、長大な牙きばがほとんど顎あごまでとどくほどに伸び、真っ赤な口は耳まで裂さけたようだ。銀で傷つけられた胸は塞ふさがることなく、押さえた指の間からどくどくと血があふれ続けている。五百年間の間、彼女の生命を養ってきた血だ。白いドレスはどっぷりと血に染まり、血光に燃える目は二つの地獄の穴。

「わらわが命令がきけぬか、裏切り者！　以前の主人も裏切って、わらわがこともまた裏切るのかえ？　おまえに永遠の生命を与えてやったこのわらわを！　裏切り者！　裏切り者！　お前は永遠に、裏切り者ユダと呼ばれるがよいのだ！」

　霧月はつかの間、じっと立ちつくしていた。

　その唇くちびるがかすかに開き、何事かを口にしようとしたその時、桟さん橋ばしのほうから、予想もしていなかった、一発の銃声が轟とどろいた。

　霧月は胸を押さえてぐらりとよろめき、船ふな縁べりをこえて落ちていった。

　マダム・ニュイが、恐怖に満ちた叫び声をあげた。

「怪しい……奴め……手をあげろ」

　桟橋に降りる階段に、ごつい影が今にも倒れる寸前といった感じで伸びていた。ようやっと、という姿勢で、頭と腕だけを前にのばし、隙あらば降りようとするまぶたを一秒ごとに押しあげている。

「いいか、動くと撃つぞ……動く……ロンドンの治安は我わが輩はいが――守る……」

　そこで限界だった。拳けん銃じゆうが手から落ち、ウィリアム・リース警部はがっくりと頭を落として、ごうごうといびきをかき始めた。

「おのれ、おのれ、人間ども」

　子供のように足を踏みならして女吸血鬼はわめき立てた。

「よくも、わが子ゲツトを！　わがしもべを！　よくも！」

　その顔の上を、ブンと音を立てて小さなものが飛びすぎる。灼やけた方の半面にぺたりと貼はりつかれて、マダム・ニュイは思わず身をのけぞらせた。

「クリスティーナ！　――マダム・ニュイ！」

　虚空にはばたきの音がした。魔猿の咆ほう哮こうが夜空にとどろき、若々しい少年の声が血みどろの船上に響きわたった。
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　バイロン卿きようは船の上空まで来るとぱっと手を離した。いきなり手を離された遼りよう太た郎ろうはあやうく甲かん板ぱんに転がり落ちる所だったが、そこは、身についた体術の心得が救ってくれた。

　さっと転がって体勢を立て直す。マダム・ニュイはもちろん、クリスティーナも、レギーネまでもがいささかの驚きよう愕がくらしきものを目に浮かべてこちらを見ていた。

「どうしてお戻りになったのです、遼太郎様？」

　レギーネが珍しくも自分から詰きつ問もんした。

「〈非在館ノーウエア・ハウス〉の御方のもとにいれば、あなた様は安全でいられますのに」

「その話はあとでいい、レギーネ。――その剣を拾え、遼太郎。その、血のついた剣を」

　びんと響く声でクリスティーナが命令した。遼太郎はびくっとして足もとを見た。血まみれの刃の、銀色の短剣が転がっている。

「それこそは、吸血鬼マダム・ニュイを今度こそ本当に消滅させることのできる武器だ。準備はしておいたが、量が足らなかったようだ。たっぷりついたその、私の血が乾ききらないうちに、そいつを彼女の心臓に突き立てろ。それで彼女は永遠に滅び、君の妹は呪のろいから解放される。

　やるんだ、遼太郎」

　遼太郎はまひしたような頭で、あやつられるように剣を拾いあげた。

　いきなりいろんなことが起こりすぎていて、ついていくこともまだ出来ていなかった。

　飛んでくる最中見えたのは、クリスティーナがこの短剣をかまえてマダム・ニュイの背中から刺したこと、レギーネが奇妙な機械人形を破壊したこと、そして、あの玄くろ塚つか霧む月つきが、誰かの（まだリース警部に気づくほどの気持ちの余裕はなかった）銃撃を受けて川かわ面もへ落ちていったこと。

　目の前には、どっぷりと血にまみれたドレスを着てわめきたてている恐ろしい女の悪鬼の姿がある。

「ロード・バイロン！　あの女を抑えろ！」

　クリスティーナの命令を受けて、魔猿が吠ほえた。

　轟ごう音おんを上げて飛びあがり、もがく女吸血鬼の真上にとびおりて、押し倒す。吸血鬼は牙きばをむきだして左右に身をよじったが、さしもの吸血鬼の大力も、大量の血を失って弱った今では、小山のような体たい躯くを持つ巨猿の重さに対抗できるほどではなかった。

　巨猿が牙をむいて遼りよう太た郎ろうを促す。マダム・ニュイは荒い息をつき、両手と両足を赤黒く染まった甲かん板ぱんに釘付けにされてあえいでいた。血染めの剣をさげて近づいてくる遼太郎を、憎悪に燃える瞳ひとみで射抜いた。

「いつもそうじゃ」と吐き捨てた。

「おまえたち人間は、いつも自分ばかりが正しいと思っておる。己のために他人を犠牲にするなど、どこの誰でもやっておることではないか。今さらそれが、わらわを断罪するか。片腹痛いわ。

　子供、おまえとて、おのが妹を救うためと称してわらわを殺すのであろう。わらわとて、わらわ自身を救うために、多くの人間を殺してきたわ。

　だが、後悔はしておらぬぞ。わらわはわらわが生きるためにそうしてきたのだ。おまえたちのようにそれを情やら、愛やらという名で飾るつもりがなかっただけじゃ。

　人間よ、おまえたちは皆嘘うそつきよ、その嘘に酔いしれて、愚かな行為に走る者をわらわはいくらも見てきた……あの、霧む月つきも――」

　物もの凄すごい笑みを浮かべた。

「愚か者揃ぞろいよ、人間は。わらわも確かに愚か者であろうがな」

　じれったげに魔猿が吠える。身をかがめ、爪を伸ばして、吸血鬼の切り裂かれた胸をぐいと開いた。マダム・ニュイが新たな苦痛の叫びをあげる。開かれた傷口の中で、まだ無傷の心臓が、どくどくと別の生き物のように脈打っていた。

「さあ、とどめをさすがよい、人間の子供。苦痛には苦痛で、憎悪には憎悪で。それが正しいやり方というものよ。この世も、あの世も、しょせんは闇やみの地獄に過ぎぬわ」

　――その時、何が自分に呼びかけてきたのか、遼太郎はかなりあとになってもわからなかった。

　遼太郎の手から剣が落ちた。クリスティーナとシヴィルが同時に叫び声を立てる。

「馬鹿者、何をする!?　それで心臓を破壊しさえすれば、吸血鬼は……」

　だが、遼太郎は呼び声のままに歩を進め、マダム・ニュイのかたわらに膝ひざをついた。血に充みたされた片方の目と、白く濁ったもう片方がきょろきょろととまどったように動いている。

　遼太郎は首から、あのサー・マクスウェルが赤い結晶を封じ込めたメダルを外すと、それをマダム・ニュイの胸に落とし込んだ。

　その上で、傷口に手を伸ばし、閉じて、きつく押さえつけた。

　マダム・ニュイは猛然と暴れ出した。さしもの巨猿がはね飛ばされ、空中でくるりともとの小猿にもどる。

「ああ、〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉！　〈聖なる血〉！」

　血にまみれてのたうちまわる女吸血鬼の口から、すすり泣くような言葉がもれた。

「身体からだが――心臓が灼やける！」

　閉じ合わされた傷の奥で、炎のように何かが燃えていた。明るい光は肉を透かして、星のように輝きわたった。

「おお、いやじゃ、愛など、愛などいらぬ……十字架の御方よ！」

　すすり泣くように五百歳の女は言った。

「わらわはあなたなど信じたことはなかった。祈ったところでなんの恵みももたらさぬあなたを呪のろい、憎み、あざけっていたのに、それでも愛し、赦ゆるすといわれるか、愛なる御方よ、無む垢くなる王よ！　無力なる愛なる御方よ！」

　ふいにぱったりと動きが止まった。



    

  
    
      



    

  
    
      　女吸血鬼はしずかに星空を見あげた。明るい月が、おだやかな顔で見おろしていた。

「わらわは穢けがれたものじゃ」

　ぽつりと彼女は言った。

「しかし、それでも――それだからこそ、愛し、赦ゆるすとおっしゃるのならば――どうぞ、眠らせてくださりませ、十字架の御方。御み名なに栄光がありますよう」

　ふっとその姿がぶれたように見えた。

　マダム・ニュイの姿は霧のように薄れ、こまかな塵ちりがくるくると舞ったかと思うと、泡のようにはじけて消滅していった。血染めのドレスも急速に古び、ほどけて、ばらばらに砕くだけ散った。

　あとには、何も残らなかった。

　誰も、何もいわず、クリスティーナでさえ口をつぐんで、唇くちびるを噛かみしめていた。レギーネは跪ひざまずき、祈るかのように手を組み合わせて、じっと頭こうべを垂れていた。

　遼りよう太た郎ろうはぺたりと腰を落としたまま、たったひとつ、ぽつんと置かれている銀のメダルをおそるおそる手に取った。

　それはまだ、あの輝きを残してほのかにまたたいていた。銀の覆いをすかして、その光は星のように澄んで、太陽のように、あたたかかった。





　そして刻からも世界からも切り離された非在の地の館の一室で、館の主人は火の消えた〈生命の樹セフイロート〉に歩み寄った。

　暗くなった部屋の中央で、一人の少女がやすらかな寝息をたてていた。

　主人は少女の首に手をあて、微笑した。

　呪のろわれた傷は消えてなくなり、白い首筋はどこまでも汚れなく、新雪にも似て染みひとつなかった。



    

  
    
      


　　終幕　ダンスのあとで



　　　ごらんなさい！　あなたの額ひたい、雪よりもしみがない！　呪殃わざわいは消えましたぞ！



――キンシー・モリス





「――ん」

　寝返りをうって目を開くと、さまざまな色彩がぼんやりと視界に浮かびあがってきた。

　シーツの白、ソファの葡ぶ萄どう酒しゆ色と茶色、クッションの深緑。それから、金彩と瑠る璃り色の花瓶と、そこに盛り上げられたすばらしい香りの花また花。

「やあ、目が覚めた？　和かず音ね」

　花の香りのすぐ横に、義あ兄にがいた。いつもの従じゆう僕ぼくのお仕着せを着て、明るい顔で笑っている。

「遼りよう兄さま……わたし……？」

「ああ、まだ起きちゃだめだよ」

　身を起こそうとした和音を、遼りよう太た郎ろうはあわててそっと枕の上に押しもどした。

「きっと慣れない服と慣れない場所で、疲れてしまったんだね。和音はあの舞踏会の会場で気を失ってしまって、それからずっと、熱を出していたんだよ。でももう熱もないし、顔色もいい。大丈夫だね」

　快活に兄は笑う。

　和音は額に手をあてて、何があったのかを思い出そうとした。白いドレスを着て、この邸やしきを出て、会場に行って……それから先は、なにかばらばらな印象が散らばっているばかりで、意味のあるようなものはひとつも出てこない。

「兄さま。わたし、なにかとても怖い夢を見ていたような気がします」

　小さな声で和音は呟つぶやいた。

「怖い、苦しい――とても……悲しい夢を」

「無理もないね。ずいぶんうなされていたようだから」

　遼太郎はまだ少しやつれた和音の頬ほおをそっと撫なで、かたわらの花瓶を指ししめした。

「見てごらん、きれいだろう？　伯はく爵しやく夫人がお見舞いに持ってきてくださったんだよ。本当なら、夏薔ば薇らが咲くにはまだ少し早いらしいんだけどね。

　なぜか昨夜、ひと晩のうちに満開になっていたそうなんだ。せっかくだから和かず音ねさんの寝室に置いてあげてくださいな、って、ご自身で届けてくださったんだよ。今、下でお茶を飲んでいらっしゃるけど」

　花瓶には、美しさの盛りにある華麗な夏の薔ば薇らが、こぼれんばかりに咲き誇っていた。

　堂々とした濃い赤から、恥じらうような淡いピンク、中国の皇帝を思わせるずしりとした黄色、雪よりも白い、純白のつつましやかな一輪まで、花の宝石とでもいうべき大輪があざやかに飾られている。

「あら、そうなんですの？　それならわたし、起きてお礼を申しあげなくては」

　ベッドから出ようとする和音を押さえて、いいから、と遼りよう太た郎ろうは強く言った。

「伯はく爵しやく夫人も、和音さんはそっと寝かせてあげておいてくださいな、とおっしゃってるから。相手はクリスティーナと美み弥や子こさんとシシィで十分だよ。

　そうだ、美弥子さんときたら、なんだか知らないけど彼女、僕がそばを通るたびに、いきなり臑すねを蹴けっ飛ばすんだ。ひどいと思わないか？」

　遼太郎は口をとがらせた。

「僕がなにしたんだ、って文句を言ったら、そんなこと、ご自分でお考えになったらよろしいでしょ、ってつんとして言うだけなんだよ、ひどいよ、僕はなにもしてないのに」

「まあ」

　思わず和音は口に手をあててくすくす笑った。

「やあ、笑ったね」

　ほっとしたように遼太郎も笑った。

「笑えるだけの元気が出てきてよかったよ。あとでラドルさんが、卵を入れたスープを持ってきてくれるからね。残さずに全部食べるんだよ、わかった？」

「はい、兄さま。――あの」

「ん？」

「その薔薇、一輪とってくださいません？　匂においをかぎたいんです」

「ああ、そうか。とてもいい香りだからね」

　遼太郎は花瓶から白い薔薇を抜き、水気を切った茎を短く折って、和音の髪にそっとさしてやった。棘とげは何事にも細心なエドワーズ氏の手によって、前もってきれいに取りのぞかれている。

「あ……」

「似合うよ、和音」

　にこにこして遼太郎は言った。

「やっぱり和音は白が似合うね。伯爵夫人がまた、お詫わびがわりに今度はもっと気楽な形でパーティを開くっておっしゃってるから、またあの白いドレスを着てみせておくれね。今度は美み弥や子こさんも、ドレスを着る気でいるようだし」

「そうなんですの？」

「うん。今、下でその相談をしてる。もう終わるころだと思うんだけど」

「かずねちゃーん！　もうおきてるのー!?」

　ドアの外で元気な声がした。小さなこぶしでとんとんとドアを叩たたいている。リトルが忙しく飛びまわりながらピイピイ鳴いている声も聞こえる。

「あ、こら、シシィ！」

　遼りよう太た郎ろうはあわてて立ちあがった。

「駄目じゃないか、和かず音ねはもう少し静かにしていないとって、クリスティーナにも言われただろう？」

「だってかずねちゃんのこえがきこえたんだもん。かずねちゃんいないとつまんないー」

　和音はそわそわと胸に手をあてる。

「あの、兄さま、わたしやっぱり……」

「駄目だってば」

　もう一度ぴしりと言って、遼太郎はシシィを下へ連れおろそうと腰を上げた。

「また夕食の時に来るからね。何かあったら、そこのベルで呼んでくれればいつでも上がってくるし。とにかくもう二、三日は静かにしているんだよ、いいね、わかったかい？　兄さまの言うこと、聞けるだろう？」

「はい、兄さま」

「よし、いい子」

　くしゃくしゃと頭を撫なでてやって、遼太郎はドアへ行きかけた。ノブに手をかけようとして、ふと動きを止める。

「……和音？」

「なんでしょう、兄さま」

「――僕は、和音が、妹でも、妹でなくても、すてきな女の子だと思ってるよ」

　ほぼ和音にしか聞こえないくらいの声で、遼太郎は言った。

　和音は小さく息をのんだ。

「和音はとても綺き麗れいな子だし、これから、もっとずっとどんどん、綺麗になっていくと思う。だから、その」

　しばらく言葉を切って、遼太郎は思いきったように続けた。

「妹でも、そうでなくても、おまえのことは大好きだよ、和音。

　今は、ちゃんとうまく言えないけど……嫌いになったりすることは、絶対にない。だから安心おし、和音。おまえはいつだって、僕の何より大事な子なんだから」

　ドアを閉めて、遼太郎は出ていった。

　シシィのにぎやかな声と、困ったように言い聞かせる遼りよう太た郎ろうの声が階段を下りていく。静かになり、ひとり残った和かず音ねは、髪にさされた白い薔ば薇らをそっと抜き取り、両手で捧げ持った。なめらかな、絹のような汚れのない白い花弁が、花嫁のヴェールのように何枚も折り重なっている。

「……兄さま」

　呟つぶやいて、和音はそっと白薔薇に唇くちびるをよせた。

　一枚の白い花弁がかすかに震え、はらりと落ちて、白いシーツに静かに横たわった。





　街角の壁にもたれていた少年が、赤毛を帽子の中に押し込みなおし、少し笑って、口笛を吹きながらセント・ポール寺院の前を通りすぎていった。





　昨夜の一夜の眠りは、ロンドンのあちこちで多少の混乱を巻きおこしていた。

　わけもわからず留置場へぶちこまれていた飲み助たちはぶつぶつ言いながらも釈放されてきて、文句は言いながらも、有名なあの留置場の硬いベッドと冷たい石の床の上であれだけ熟睡できたことに首をひねっていた。

　あくびをしながら出勤してきた桟さん橋ばしの船員や荷運び人夫たちは、片手に拳けん銃じゆうを握りしめたまま、階段にぶっ倒れて豪快ないびきをかいているひげ面の巨漢を発見して困惑した。なにしろ、動かそうにも一人や二人の力ではどうにもならないのだ。

　結局、人夫たちの中でも力自慢が四人ほど集まって、ようやく階段の上から男をどけた。ところが、運んでいる最中に、男が目をさましたからたまらない。

「……む？　……むむむ？　こらっ、貴様ら、この我わが輩はいにむかって追いはぎを働くつもりとはいい度胸ではないか！」

　いきなりぐりぐり目を剥むいて怒鳴りだした男に、みんなそろってぽかんとする。

「我輩はスコットランド・ヤードのウィリアム・リース警部だ！　昨夜、どたばた暴れておった阿あ呆ほうどもはどこだ、全員逮捕してやる！　おとなしくお縄を頂ちよう戴だいしろ！」

　結局騒ぎは、困りきった波は止と場ばの支配人が当のヤードに連絡し、警察官が駆けつけてきたことでやっと終結を見た。

　わめきちらす警部殿はどうにかこうにか部下になだめられながらヤードの本部に牽ひかれていき、頭から湯気を立てていた本部長に、いきなり頭から怒鳴りつけられた。そこから起こった大騒動は、一か月たった後でも、「恐竜対ゴリラの決戦」として、ヤードに勤務する面々に神話的畏い怖ふをもって伝えられることになった。

　そしてまたウェストミンスター橋を通勤のため通りかかった人々は、道ばたにとめられた馬車から漂ってくる異臭にそろって妙な視線を向けていた。

「うわっ！　なんだ、この臭においは！」

　と、いきなり扉がぱっと開いて、なにかずるずるした黒いものを着た少年が、ガチャガチャ鳴りひびきながらぺっぺと唾つばを吐きつつ転がり落ちてきた。

　強烈なニンニクの臭いを発散しながら、バ（略）はやみくもにあたりを見回し、通勤途中のロンドン市民の刺すような視線にもひるまずに、背負った杭くいと十字架を手探りした。

「なんだ、もう夜が明けているではないか。不死者ノスフエラトウどもはどこへ行った？　シヴィル！　シヴィル！　まったく、役に立たないやつらめ！　来月の給料は覚悟しろ！」





　シヴィル・セント・クレアは派手にくしゃみをした。

「どうしました？」

「いえ。別に」

　ややこしい書式の始末書の上にうなりながらかがみ込む。

　結局、大事な備品の銀の短剣は返ってきたことはきたのだが、刃こぼれがした上にこめられた魔力がすっかり使い果たされてしまって、使い物にならなくなっていたのだった。

「あ、そういえばアレックス坊ちゃんを拾いに行くのを忘れてましたっけ。……ま、あの人も子供じゃないんだし、なんとか自分で帰ってくるでしょ。ああ眠い。結局徹夜仕事ですからねえ、こっちは。まったく、国家のためにわれわれが払う犠牲ときたら」

　机にむかって大あくびをし、それからまた、派手なくしゃみがひとつ。





　キャザリン号の甲かん板ぱんに残った大量の血けつ痕こんは、朝までに勤勉なる国家公務員たちの手で、何事もなかったようにすっかり板ごと張り替えられていた。

　吸血鬼化した船員たちは女吸血鬼とともに銀の弾丸を受けて滅んでいた。おかげでキャザリン号はいきなり行方不明になった乗組員の代わりを見つけるために、早朝の予定だった出港を遅らせざるを得ず、船主と荷主をいたく憤ふん慨がいさせたが、これはどうしようもないことだった。

　女吸血鬼が残した血のほかに、船ふな縁べりにわずかに、別の血痕が残っていた。ちょうど人間が、普通に銃で撃たれた程度の、ささやかな。

　だが、それだけだった。その血痕の主である者の姿は、どこにも見つからなかった。

　水に落ちたのであればそのまま沈んだかもしれないが、キャザリン号の周囲は小さなはしけや筏いかだが集まっており、水面があまり見えない状況だ。

　はしけにも筏にも、死体や、吸血鬼が滅びたあとに残す、どんな痕こん跡せきもなかった。ただ、はしけの一艘そうの羽目板のすき間に、血のついた弾丸がひとつ落ちているのが発見されただけだった。

「だいいち、彼が撃たれたのは鉛の弾であって、致命的な銀の弾ではなかった。そこのところは、リース警部の根性と職業意識に乾杯だな」

　あとで、レギーネが淹いれた茶をかたわらに、クリスティーナは遼りよう太た郎ろうにそう語った。

「複雑な顔をしているね、遼太郎君。確かに彼が血親とともに滅んだという確証はない、だが、少なくとももう君や、君の妹には手を出してこないと私は考えているよ。

　まあ、生きているという確証もまだないわけだが。そのうち気が向けば、顔を出すだろうさ。自分の気持ちの整理がつけられさえすればね」

「そんなものでしょうか……」

「そんなものさ」

　軽く笑って、クリスティーナはゆったりと煙管きせるの煙を吹いた。





　そして数日後、ロンドンに夕暮れが迫るおり、オールド・スワン桟さん橋ばしに、ひとりの黒衣の日本人青年が姿を現した。

「ああ、旦那」

　船室の予約をしていた男が顔をあげた。

「ええっと、一等船室を、二人分おとりしておきましたが。それでよろしかったんで？」

「いや。一人分だ」

　低い声で彼は言った。

　一いち分ぶの隙すきもない英国紳士の服装をしているが、わずかに見える肌はあわい象ぞう牙げ色をしている。シルクハットを目深にかぶり、その表情は容易には読めない。

　わずかに視線を上げると、切れ長の目がうすく光った。

　男は急に寒気を感じて、ぶるっと身を震わせた。青年は穏やかに続けた。

「連れは急に用事ができて来られなくなった。乗るのは僕一人だけだ。部屋は一人分でかまわない」

「へえっ、そうですか」

　こいつはきっと若いヒモだな、と男はこっそり考えた。

　金持ちの奥さんでもうまいことひっかけたところが、あとちょっとってところで化けの皮が剥はがれちまって、旦那が銃もって追っかけてこないうちに、あわてて外国へとんずらここうって胆はらだろう。

「あいすいませんが、こういう直前のキャンセルってことになりますと、お代はお返しできねえことになってんですがね」

　小ずるそうに男は笑みを浮かべた。

「何しろ、ご予約んときもかなり無理なお話でしたし」

「かまわない」

　無造作に青年は答えた。

「料金はそのまま取っておいてくれ。部屋は一部屋でいい」

「はあ、左様で。承知しやした」

　あまりにもあっさり受け入れられて男は拍子抜けしたが、まあいいじゃねえか、どうせこういう手合いは金があるとこからまたむしり取るつもりなんだから、と考え直す。

「そいじゃ、この乗船簿にご署名くださいやし」

　インクだらけの帳簿を開いて押し出す。青年はさらさらとペンを走らせた。

「ええっと、こりゃあ、なんて読むんですかね？」

　署名をちらちらする魚油ランプの光にすかして、男は目を細めた。

「ムカキ……ムトゥキ？　ムスキ……？」

「ムツキ」

　はっきりとした発音で、彼は自分の名を名乗った。

「玄くろ塚つか、霧む月つき。――では、部屋の用意を頼む。案内はいらない」

　カッ、と音をたてて身を翻ひるがえす。

　周囲で川霧が輪舞ロンドを踊る。しだいに濃くなっていく夜闇やみに、玄塚霧月は背筋を伸ばし、行く手の暗黒を見み据すえて、ひとり、ゆっくりと消えていった。



    

  
    
      


　　あとがき





　ある日の編集さんとの会話。

「だいたい五ご代だいさんは燃費が悪すぎます。一年かけて千五百枚書いても、一本だったら一冊にしかならないんですよ？　単純に三百枚で割ってみてください。ほーら年に五冊。ほぼ隔かく月げつ刊行ばんざーいばんざーい」

「ちょちょちょっと待ってくださいよ！　だって私遅ち筆ひつで有名で……あれ？」

「一年に千五百枚書く人を普通遅筆って言いません。（きっぱり）それ以外にもあなた趣味の小説とか言ってなんだかんだあれこれ書いてるじゃないですか」

「だだだだってあれは趣味で！　しししし仕事じゃないし！（何な故ぜ焦る）」

「黙らっしゃい。とにかく一日十枚以上コンスタントに書く人間の何が遅筆ですか。いいかげん自覚してください。あなたは別に遅筆じゃないです。燃費が最悪なだけです」

　と、いうような会話を担当さんとかわした数日後、別の編集さんに「こんなこと言われたんですよー」と愚ぐ痴ちったら、「なんだ、今ごろ気がついたんですか」と呆れ顔で言われました。しくしく。



　そんなわけでどうも五代ゆうです。どちらさまにもお世話になっております。近ごろ燃費をよくしてみようとがんばっておりますがいかがなもんでしょうか。（びくびく）

　今回はあとがきが二ページしかないので大急ぎ。えー、見たとおり吸血鬼話となっております。本来なら年代からしてストーカーの「吸血鬼ドラキュラ」が刊行されていないとおかしいんですが、タイトルを文中に出すとイメージが後年のハマー・フィルムの映画に引っぱられてしまうので、各章に創元推理文庫版（平井呈一訳）の台詞を引用することで偉大なるスタンダードに敬意を示すことといたしました。あらかじめご了承くださいまし。

　で、今回のお話は次回に続く、というより、次回は遼りよう太た郎ろう君たちはいったんお休みをいただいて、時を五十年遡さかのぼり、クリスティーナと遼太郎君のお祖ば母あさま、たか女めりさまとの初めての出会いのお話をします。

　舞台は開化の横よこ浜はま、黄ウオン夫人と名乗る女吸血鬼との最初の戦いです。今回登場の霧む月つきが、なぜ吸血鬼になったかのお話もできると思います。

　駆け足になりましたが、いつもながらイラストの岸きし田だメル様、担当Ｏ氏、読者の方々ありがとうございます。ではまた次巻にて！

五代ゆう　　
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